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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













口絵・本文イラスト　井上純弌







　目　次




序　章　悪あく魔まの胎はら

第一章　大殺さつ戮りく

第二章　接触

第三章　胎の中へ

第四章　地下の隠かくれ家が

第五章　混乱

第六章　暗転




　なかがき（インターミッション）







　序章　悪あく魔まの胎はら







〝悪魔の胎〟がミシュハバードの都を蝕むしばみ始めたのは、今から四年前、蒸むし暑あつい夏げ至しの夜のことであった。

　当時、エレネイ半島に五十以上もある都と市し国こつ家かの中でも、太たい主しゆサウルの統とう治ち下かにあるミシュハバードは最も平和な国とされていた。

　ザモーラやアゼラといった一部の大たい国こくを除のぞき、エレネイ都市国家群ぐんのほとんどは三つ以上の都市を支配し得ない小さな国であったが、ミシュハバードはその中でも際きわ立だった小国である。そのため、他国から攻せめられることもなく、三十年以上にわたって平和を保ってきたのだ。

　だが、長きにわたる平和は、一方で腐ふ敗はいと退たい廃はいを生む。

　この時代のミシュハバードも、その例れい外がいではなかった。




　その夜……。

　まず夜や半はん過ぎに、ガリス川につながる水すい路ろに沿そって、数万匹の赤あか目め鼠ねずみが街まちに入り込んだ。

　当時、夜や警けいに立っていた者たちはその姿すがたこそ見なかったものの、獅し子しの唸うなり声のようなその足音を聞いたという。




　同じ時じ刻こく、娼しよう館かん〝甘かん美びなる背はい徳とく〟の二階では、十六歳さいの娼しよう婦ふアマリエが救いの到とう来らいを感じ取っていた。

（……来る。わたしをこの薄汚れた売ばい春しゆん窟くつから助け出してくれるものが）

　酒さけ臭くさい息を発して喘あえぐ男の胸の下から、月明かりが差し込む窓の外にその翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを向けて、アマリエは祈いのった。

（神様……、九歳の時に養やしない親に身み売うりに出されたわたしの運命に復ふく讐しゆうを！　私を蔑さげすみ、唾つばを吐はきかけた人々に復讐を！　そして、この堕だ落らくの都みやこに復讐を！）




　また同じ頃ころ……。

　真まっ赤かに燃もえる瞳と鋭するどい角つのを持つ炎えん馬ばに騎のった三人の男が、〝諸しよ王おうの街かい道どう〟をミシュハバードに向かって疾しつ走そうしていた。

　ひとりは、兜かぶと代がわりに土鬼の髑髏されこうべを被かぶった巨きよ人じん。筋きん肉にくが波打つ裸はだかの上半身には鎖くさりが巻きつけてある。

　ひとりは黒いローブの魔ま道どう士し。端たん正せいな顔かお立だちはまるで少年のよう。その手には漆しつ黒こくの杖つえが握にぎられている。

　そしてもうひとりは、暗あん灰かい色しよくの衣に身を包んだ長身の男。これも眉び目もく秀しゆう麗れいだが、その瞳は死人のような冷たい色をしている。背せ負おっている剣は細ほそ身みだが、その長さは身の丈たけほどもある。

「……到来は近いのだな」

　巨人が尋たずねる。

「おそらく、今こ宵よいのうちに」

　そう短く答えたのは魔道士である。

　長身の剣士はうなずいただけだ。

「では、急がねばならんな」

　巨人は、黒い鱗うろこで覆おおわれた炎馬の腹に拍はく車しやを当てた。

「いざ、〝彼女〟のもとへ！」




　そして、その少し後……。

（親はすべての子供を等しく愛してる、なんていうのは噓うそよ）

　ニンは、子供部ベ屋やの窓から赤い月アティードを眺ながめながら思っていた。

　今こ年とし十歳になるニンは、太主サウルの第八夫ふ人じんの娘むすめ、長男のアブサロムから数えれば、二十七番目の子供である。

（やっぱり、二十七番目の子は、受ける愛情も二十七番目……）

　多た忙ぼうの身とはいえ、父太主に自分の〝ツァマアッハ〟の儀ぎ式しきの日を忘わすれられたことは、少女にとって大きな悲しみだった。

〝ツァマアッハ〟は、女の子にとって成人への第一歩を示す大たい切せつな行事。

　普ふ通つうの家庭なら、父と母、兄弟姉妹きようだいが自分を囲かこみ、挙こぞって祝いわってくれるはずだ。

　だが、サウルは今夜、上の兄たちと宮殿で会議の最さい中ちゆう。

　短い祝いの言葉を告つげる使者のひとりさえ、送ってこない。

　第八夫人の娘ともあれば、住む場所さえも宮きゆう殿でんの外。普ふ段だんから会うのもままならないというのに……。

（いいもん！　わたしには母かあさまがいる。父とうさまなんて要いらないもん！）

　ニンはそう心の奥おくで叫さけんで、湧わき上がる涙なみだを拭ぬぐった。

　と、その時。

　一いつ瞬しゆん、アティードの月明かりが途と切ぎれ、ニンの視界は闇やみに包まれた。

「……何？」

　ニンは空を見上げた。

　月を、三つの月を黒い影かげが覆っていた。

　その影はまるで何かの大きな生き物であり、それが月を丸ごと吞み込んでしまったかのように少女には思えた。

（恐こわい！　母さま！）

　ニンは母にすがりたかったが、今、傍かたわらに母の姿はない。

　会議の後に行なわれる、酒しゆ宴えんの準じゆん備びにかり出されているのだ。

　代わりに少女は、自分の腕うでで自分をしっかりと抱だき締しめた。瘧おこりのように体が震ふるえるのを感じながら、それでもニンは影から目を逸そらすことができない。

（……あれはあってはいけないもの。何か悪いもの）

　澄すんだ幼おさない心は、影の本質を一瞬のうちに読み取っていた。

（駄だ目め！　あれを街に入れては駄目！）

　言葉にできずに心の中で叫ぶニンを嘲あざ笑わらうかのように、影はグッとその大きさを増ました。

　そう見えた。

　だが実際は、影はミシュハバードに向かって降こう下かしていた。

　より正確には、街を見み下おろす丘おかの上に立つ、宮殿に向かって。

　今や、ニンにも詳しよう細さいが視し認にんできる距きよ離りにまで、影は下りてきている。

　巨大な岩。

　それも、あたかも生命あるものであるかのようにうごめく岩。

　それが影の正しよう体たいだった。

　岩は、ニンの見ている前でゆっくりと宮殿に墜おちてゆく。

　母と父、兄弟姉妹のいる宮殿に。そして……。

　ズンッ！

　はらわたに響ひびくような振しん動どうが、都全体を揺ゆるがした。

　宮殿に激げき突とつした岩は、そのまま丘に半分ほどめり込む。

　激突というのは、この場合にはあたらないかも知れない。

　都を襲おそった衝しよう撃げきは、思いのほか小さかったのだ。

　むしろ生きた岩が宮殿を吞のみ込んだ、といった感がある。
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　衝撃的だったのは、岩が丘に食くい込んだ後もしばらく、宮殿の中からの悲ひ鳴めいが都の人々の耳に達していたことだった。

　ニンも、それを聞いたひとりだった。

　あまりにも現げん実じつ離ばなれした光こう景けいと悲鳴に、少女は放ほう心しん状じよう態たいで岩を見つめたままでいた。

　その目で見たこと、耳で聞いたことを受け入れることは、この世に生を受けてから十年にしかならない少女にとってはあまりにも苛か酷こくであったのだ。

「……ニン様」

　誰だれかが、たたずむ少女の手を引いた。

「ニン様！」

　いつの間にか、かなりの時間が経けい過かしていた。

　都のあちこちで火の手が上がり、通りは逃にげ場ばを求める人々と兵士で溢あふれている。

　ニンが虚うつろな表情で振ふり返ると、そこには見知った、家か令れいムアンマルの年とし老おいた顔があった。

「ここから逃げるのです、急いで！」

　老人は言った。

「何で？」

　ニンは首を傾かしげた。

　普段は老ま成せたところのある少女が、幼児に戻もどってしまったかのように指を口に運ぶ。

「ねえ、母さまは？　〝ツァマアッハ〟のお祝いはいつ始めるの？」

「…………」

　ムアンマルはいたいけな少女を抱き締めた。

「……太たい主しゆ陛へい下か以下、宮殿内にいた方かたはすべて……亡なくなられた模も様ようです。ニン様、いいですか、あなたが太主家の血ち筋すじ、最後の生き残りなのです」

「……みんな……亡くなった」

　ニンは、ムアンマルの言葉をそのままくり返した。

　ぼんやりと自分を見つめるその邪じや気きのない瞳ひとみが、老家令にとっては痛いた々いたしい。

「……さらに、ほぼ時を同じくして街がい門もんが破られ、悪あつ鬼きのごとき男たちが三人、都に入り込み、次々と兵士たちを屠ほふっております。また、見たこともない怪かい物ぶつたちが、通りを跋ばつ扈こしているとの噂うわさもあるのです」

　ムアンマルは続けた。

「さあ、お急ぎください。ここを速すみやかに発たち、隠かくれるのです！」

「隠れるの？　どこに？」

「人々の中へ」

　ムアンマルはニンを抱かかえ上げると、扉とびらに向かって走った。

「……ねえ、母かあさまは？」

　少女は老人の腕うでの中で再度尋ねた。




　一いち夜やにして、ミシュハバードの太主家は滅ほろびた。

　平和慣なれした都の守しゆ備び軍ぐんは、悪鬼のごとき、とムアンマルがたとえた三人の敵てきではなかった。

　巨人と魔道士、そして剣士は、警けい備びの兵へい士したちをことごとく倒たおし、都の人々に対して宣せん言げんした。

　マルツァディークの名において、我われら三神しん官かんがミシュハバードの都を治おさめると。

　命知らずのならず者や、身の毛もよだつ怪物たち、暗き地下に巣す食くう鼠ねずみ人にん間げんどもが、いつの間まにか彼ら三人──ダイモニオン、ハイン、オリヴィエ──のもとに集つどい、彼らの手足となって都を支配した。

　宮殿を押おし潰つぶした巨大な岩は、三神官の神しん殿でんとなり、その地下では毎夜、暗黒の秘ひ儀ぎが繰くり返されているという。

　三神官はこの岩の神殿を〝神の門〟と名な付づけ、ミシュハバードの人々にもそう呼ぶようにと強きよう制せいした。

　だが、人々は彼らの目の達とどかないところでは、憎にくしみと畏い怖ふの念を込めてこう呼んだ。

〝悪魔の胎〟と。







　第一章　大殺さつ戮りく







　四年後……。

　蒸むし暑あつい、初しよ秋しゆうの夕ゆう刻こく。

　ミシュハバードの北東、馬で半日ほどの距きよ離りにある平へい原げんで、一千に近い人間が野や営えいの準じゆん備びをしていた。

　大だい隊たい商しようの姿すがたを取っているが、その荷にはすべて武ぶ器き。商人やその随ずい行こう者しやに見える人々は、全員が百ひやく戦せん錬れん磨まの傭よう兵へいだった。

　彼らは、エレネイの傭兵や賞しよう金きん稼かせぎの半数ににらみを利きかす元もと締じめタイタスの依い頼らいを受け、ミシュハバードの三神しん官かんの勢力を一いつ掃そうするために集まった者たちである。

　今、その野営地の中心からやや離はなれた丘おかの上で、白馬にまたがった金きん髪ぱつの大男が鳶とび色いろの瞳ひとみで彼らを見み下おろしていた。

「よくも〝日ひ陰かげ〟のタイタスが、これだけの数の傭兵派は遣けんに同意したもんだ。幾いくらかかった、キムリ？」

　男は振ふり返り、傍かたわらに立つ小こ柄がらな少女に問といかけた。

「前まえ金きんと、傭兵の輸ゆ送そうに使った船せん団だんの費ひ用ようだけで七万五千だよ」

　タイタスの娘むすめで、この傭兵部隊の指し揮き権けんを握にぎっているキムリは答えた。

「契けい約やく額がくは四万五千だから、最終的には十三万以上の赤字になるね」

　この契約額も、実じつ際さいに彼女と交こう渉しようしたミシュハバード反はん乱らん派はの代表が死んでしまっているので、手に入るかどうかはまったく分からない。

「あのじいさんが、よく儲もうけにならないことに首を突つっ込む気になったものだ」

「そりゃあ、可か愛わいいあたいの頼たのみだからね。……まあ、娘を殺されかけたのに何の報ほう復ふくもしないんじゃ、元締めとしての面子メンツが立たないってこともあるんだろうけど」

　キムリが反乱派との交渉途と中ちゆうで、三神官のひとり、ハインに命を奪うばわれかけたのは、二か月ほど前のことだった。

「……あの時、あたいの代わりにメッサリーナさんは死んだんだ。あの人の仇かたきは、絶ぜつ対たいに討うつ」

「その人、お前とは？」

　キムリは頭かぶりを振った。

「よく知らない人。でも、優やさしかった。メッサリーナさんの話をしたら、親おや父じも一いつ緒しよに悲しんでくれたよ。……よく考えると不ふ思し議ぎだね。うちの親父って今までそんなこと、一度もなかった人なのに」

　ブレーグの街まちにおけるハイン一党との戦いの最さい中ちゆう、キムリを庇かばって倒たおれたメッサリーナ。

　彼女は、他人を装よそおって密ひそかに娘を守ろうとしていたキムリの実じつ母ぼだった。

　だが、キムリ自身はまだ、そのことを知らない。

「けど、あんたも変わり者だよ、シャインデル」

　キムリは鳶とび色の瞳の戦せん士しを見上げた。

「ザモーラと至し神しん智ち教きよう団だんの両方から、あんたを高額で雇やといたいって話があったの、親父から聞いたろ？　それを蹴けって、こっちの仕事に加わろうっていうんだから」

「あんたの親父さんには借かりがある」

　シャインデルは苦にが笑わらいした。

　彼は以前に、タイタスの情じよう報ほうでアゼラの反乱を未み然ぜんに防ふせいだことがあったのだ。

　考えてみれば、主しゆ君くん殺ごろしで金きん貨か五千の賞しよう金きん首くびであるシャインデルと、賞金稼かせぎの元締めタイタスの結びつきは一種奇き妙みようなものだった。

「義ぎ理り堅がたいね」

「性しよう分ぶんだな」

　彼はまるで自分の妹にするように、キムリの頭に手を置いて髪かみをクシャクシャにした。

「……さて。俺おれがまず先行して街に入り、様よう子すを見てくる。俺が戻もどるまで、兵を動かすんじゃないぞ」

「分かってるって」

　キムリは彼を見上げてウインクした。

「可か能のうなら、そのニンという姫ひめさんと連れん絡らくを取る！……ほら」

　シャインデルは、白馬の首くび筋すじを軽く叩たたいた。

　白馬は高く嘶いななき、土つち煙けむりを蹴け立たてながら丘おかを駆かけ下りて、ミシュハバードの街を目め指ざした。

「……頼んだよ」

　キムリはシャインデルの後ろ姿を見つめながらそうつぶやくと、ふと、誰だれかが自分を見つめているような悪お寒かんを感じて身を震ふるわせた。

「まさか……ね？」

　少女は頭を振り、傭兵たちの野営地に戻もどっていった。




　少しして……。

「……結けつ構こう、勘かんの鋭するどい子ね」

　キムリたちが去った丘の上で、吹ふき抜ぬける風の音に混まじって女のささやくような声がした。

「まあ、一度顔を合わせていますからね」

　答えるもうひとつの声。

　クスクスという忍しのび笑いとともに旋つむじ風かぜが巻まくと、空間が石を投げ入れた水面みなものように歪ゆがみ、そこにひと組みの男女の姿が実体化した。

　二人とも、十代後半か、二は十た歳ちそこそこだろうか。

　赤あか毛げの女は、体型のはっきりと分かる緋ひ色いろの衣い裳しように申もうし訳わけ程てい度どに身を包み、くすんだ金きん髪ぱつの青年の方は、黒のローブをまとって漆しつ黒こくの杖つえを右手に握にぎっている。

「しかし、舐なめられたものですね。この程度の数の兵で、我われ々われの相手をしようとは」

「奇き襲しゆうのつもりだったんじゃないの？　もっとも、もう何日も前からこっちは気づいていたけど」

　女は肩かたをすくめた。

「さあ、ハイン、どうするの？　この煩わずらわしい連れん中ちゆう、今のうちに消しちゃう？」

「こうした仕事は、オリヴィエの趣しゆ味みなんですが……」

　億おつ劫くうそうな表情でため息をつくハイン。

「もう、たまには働かないと、腕うでが鈍にぶるわよ。半分は私が殺やるから」

「二、三十年程度休んでも鈍るような腕はしてませんよ、アマリエ」

「……じゃあ、見せて」

　アマリエはハインの腕に身体を擦すり寄せた。

「そのマギの杖の力を」

「仕し方かたありませんね」

　ハインは目を閉とじ、静かに〝呪じゆ波は〟を練ねった。

「瘴しよう気きが……大地の呪のろわれた息吹いぶきが……すべてを包み込む」

　彼は漆黒の杖の先せん端たんを地面に触ふれさせると、増ぞう幅ふくされた〝呪波〟を解かい放ほうした。

　すると……。

　緑色に淡あわく輝かがやく霧きりが大地から滲にじみ出すように生まれ、傭兵たちが野営する平地をゆっくりと覆おおい始めた。

　仄ほのかな発はつ光こう現げん象しように気づかなければ、それは、山やま間あいの土地にときどき見られるごく普ふ通つうの霧だった。

　傭兵たちの大たい半はんは初め、霧の発生を不思議には感じなかった。

　だが、霧が次し第だいに濃こくなり、野や営えい地ちの視し界かいがほとんど利きかなくなると、さすがにみな、異常を感じ取る。

「キムリ様」

　キムリのところに、古こ参さんの傭よう兵へい隊たい長ちようがやってきた。

「これは……」

「分かってるよ。散さん開かいして、戦せん闘とうの準じゆん備びを」

　キムリは命じたが、すでにほとんどの傭兵たちが各おの々おの、武ぶ器きを手に、防ぼう戦せんに有利な位置を確かく保ほしようと動き回っていた。

　戦場で培つちかわれた、生き残るための習しゆう性せいだ。

「この霧……、間ま違ちがいない、あいつらだ」

　キムリも緊きん張ちようの面おも持もちで剣けんを取ると、姿し勢せいを低く保って前ぜん後ご左さ右ゆうを見み渡わたした。

　しかし……。

「……遅おそいのよ」

　キムリや傭兵たちの警けい戒かいを嘲あざ笑わらうかのように、平原に女の声が響ひびき渡った。

「アマリエ！」

　叫さけぶキムリ。

　次の瞬しゆん間かん。

　バリバリバリッ！

　数すう条じようの青白い電光が、霧の中を、大地を這はうように奔はしった。

　電光は、傭兵たちを次々と貫つらぬいてゆく。

　反はん撃げきする間まなどない。

　突とつ然ぜん、電撃の洗せん礼れいを浴あびた傭兵たちは、血液や脳のう漿しよう、眼球を沸ふつ騰とうさせ、膝ひざや肘ひじの関かん節せつの肉を弾はじけさせて絶ぜつ命めいしていった。

　ドサッ。

　キムリの隣となりで傭兵隊長が倒たおれ、さらに女傭兵のひとりが、霧の中から突とつ然ぜんキムリの前に現われて抱だきつくように倒れ込んだ。

　女の腹は電撃に抉えぐられ、内ない臓ぞうの半なかばが炭たん化かしていた。

　涙なみだで潤うるんだ恨うらめしげな目をキムリに向けたまま、無む言ごんで女傭兵はこと切れた。

「こんなのって……」

　キムリはその場に膝を落とすと、耳を蔽おおって身体からだを震わせた。

　アマリエの声を耳にしてから、ほんの瞬まばたき数回ほどの時間内の出で来き事ごと。

　傭兵の元もと締じめの娘で、死を見み慣なれているはずのキムリでさえ戦せん慄りつする、一方的な殺さつ戮りくだった。

　だが、部隊のほぼ半数、五百人近い数の歴れき戦せんの傭兵たちが倒れると、縦じゆう横おう無む尽じんに平原を暴あばれ回っていた電でん撃げきの嵐あらしは、何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに止やんだ。

「……？」

　キムリは顔を上げた。

（これで終わり……？）

　一いつ瞬しゆん頭をよぎった希望的な観かん測そくを、すぐさま少女は否ひ定ていする。生き残りの傭兵たちも、累るい々るいたる死体の間に身体を伏ふせ、固かた唾ずを吞のんで次の襲しよう撃げきに備そなえた。

　すると、少しして……。

「喰くらい、枯からし、根ね絶だやしにする……小さな災さい厄やくよ」

　ハインの静かな声が、傭兵たちの死を宣言した。

　続いて、ブーンという、自分の呼こ吸きゆう音おんにさえかき消されそうなごく小さな音を、鋭えい敏びんなキムリの耳が捉とらえた。

　その蠅はえの羽は音おとのような音がどちらから来るのか、キムリは頭こうべを回めぐらして確認しようとする。

　しかし、その方向を特定できぬうちに、音は次し第だいに大きくなり、やがて、耳をつんざかんばかりの轟ごう音おんとなった。

「……上なの!?」

　キムリはようやく、音が自分たちの真ま上うえから発せられていることに気がついた。

　いつの間にか、霧に包まれた空は真まっ暗くらになっている。

　何か巨きよ大だいな存在が空を覆おおっているかのようだ。

　そして……。

　ザザザザザッ！

　突とつ然ぜん、黒い小さなものが、キムリたちの頭上に降ふり注そそいだ。

「うっ！」

　キムリは、黒いものが当たった個か所しよに鋭するどい痛いたみを覚おぼえる。

　激げき痛つうを感じた右の二にの腕うでに視線を落とすと、そこには一匹ぴきの虫が取りつき、少女の白い皮ひ膚ふを大きなアゴで喰い破やぶっていた。

「……！」

　キムリは慌あわてて虫を払はらい落とし、踏ふみつける。

（どうして蝗いなごが!?）

　虫は、茶色く変色した蝗だった。

　草食のはずの蝗が、数百、数千万の群むれを成なして上空から驟しゆう雨うのように襲おそいかかり、肉を喰らい、血を啜すすっているのだ。

「みんな、隠かくれて！」

　キムリは叫さけんで地面に伏ふせた。

　だが、すぐに蝗はその背を覆い、鹿しか皮がわの服とその下の皮膚を嚙かじり取り始める。

　傭兵たちも、自分たちが何に襲われたのか認にん識しきする前に、全身を蝗に集たかられ、喰い千ち切ぎられ、激はげしくのたうち回った。

　武器を虚むなしく振り回して立ち向かおうとした重じゆう武ぶ装そうの戦士も、馬で逃にげようとした身み軽がるな者も、一度に数百匹の蝗に襲いかかられてはどうすることもできず、悲鳴を上げる間もなく白骨と化かしてゆく。

　蝗以外の蠢うごめくものの影かげが、野営地から完全に消えるまで、わずか数呼吸。

　先ほどの電撃を生き延のびた五百人も、この蝗の襲撃から逃のがれる術すべはなかった。

〝日ひ陰かげ〟のタイタスが選んだ千人の強者からなる傭兵団は、まともに敵と戦う機会を与あたえられることもなく、全ぜん滅めつさせられたのである。

　たったひとりを除のぞいて……。

（……あいつら、楽しんでいる。あたいが……、みんなが死んでいくのを見て悔くやしがる様さまを……あたいだけ最後まで殺さずにいて……楽しんでいる）

　ただひとり、頰ほおや耳をかじられ、身体の中まで蝗に這い回られながらも、辛かろうじて息のあったキムリは、遠とお退のく意識の中でぼんやりと考えていた。

（親おや父じ、ごめん。あんたから預あずかった連れん中ちゆう、無む駄だに死なせちゃったよ……）

「……これはすべて、君が招まねいたことです」

　キムリの眼前で、蝗が集まり、ひとつの形を取り始めた。

　それはやがて、人間となり、黒いローブを風になびかせてキムリの前に立った。

「……ハイ……ン」

　少女はぼんやりと長身の青年を見上げた。

「私が以前、あなたに手を引くように言ったのは、我々の計画にとって傭兵の介入が脅きよう威いとなるからではありません。無駄な死者を出したくなかったからです」

「そうそう。この連中の命じゃ、〝彼女〟は満足しないわ」

　アマリエが空から下おりてきて、ハインの横に立った。

「あなたの命は……使えるかもしれないけど」

「アマリエ」

　ハインは、自分の腰こしに手を回してきた女を、咎とがめるような目つきで見る。

「……さて、そろそろあなたともお別れですね、キムリ」

　彼は漆しつ黒こくの杖つえを少女の額ひたいに突つきつけたが、一瞬のためらいの後のちに杖を下ろした。

「どうしたの？」

　と、アマリエ。

「いや……。先さきほど、単独で都に向かった男がいたな、と思い出して」

「気になるの？」

「逃にがしたことで、後でダイやオリヴィエにからかわれるのは嫌いやですからね」

「じゃあ、わたしが追うわ。ちょうどいい退たい屈くつしのぎよ」

「すみませんね」

「まったく、変なところで細こまかいんだから」

　二人はもうすでにキムリが死んでしまっているかのように談だん笑しようし、軽く口づけを交かわす。

「……シャインデル」

　キムリの意識は闇やみに吞のみ込まれていった。




　　　　＊　＊　＊




　日が落ちてから、ミシュハバードの都みやこには雨が降り始めていた。

　横よこ殴なぐりの激はげしい雨が、城じよう壁へきや、通りの石いし畳だたみを洗っている。

　昼過ぎに渋しぶ々しぶと開かれ、日にち没ぼつと同時に閉とじられてしまう街がい門もん。

　その両りよう脇わきには、半なかば腐ふ敗はいした晒さらし首くびが七、八十あまり、山を成なすように積まれ、雨あま粒つぶに打たれながら異い臭しゆうを放はなっている。

　通りにはほとんど人ひと影かげはない。

　厚あつい雲の向こうの太陽が地平の彼方かなたに沈しずむまでに、商人たちは早はや々ばやと店を閉しめ、非番の兵士たちは酒さか場ばに逃にげ込み、住民の多くは家に引きこもっている。

〝悪魔の胎はら〟の三神しん官かんが支し配はい体たい制せいを確立して以来、それがこの街の人々の習しゆう慣かんだった。

　ただ、野の良ら猫ねこと宿やど無なしだけが、大おお粒つぶの雨に晒され、震ふるえている。

　それが今のミシュハバード。

　かつての平和な都……。




　そんなミシュハバードの街門を日ひ暮ぐれ少し前にくぐった四人連づれが、貧ひん民みん街がいの路ろ地じ裏うらで覆ふく面めんをした一団に囲かこまれていた。

　ひとりは黒こく衣いの長身の男。

　長い黒くろ髪かみと青みがかった灰色の瞳ひとみ、女性的と言えるほどの端たん正せいな顔立ちである。

　もうひとりは、派は手でな深紅の外がい套とうをまとった赤あか毛げの女。

　傲ごう慢まんな光をたたえた緑の瞳と、クッキリと紅べにを引いた意志の強そうな唇くちびるが印いん象しよう的てきだ。

　あとの二人は、狩しゆ猟りよう服ふくに鞣なめし革がわのフードで頭を覆った、仔こ猫ねこのような物もの腰ごしの少女と、こうした場所には相応ふさわしくない侍じ女じよの衣い裳しように身を包んだ、十歳そこそこの娘むすめだ。

「……いい宿やどを紹しよう介かいしてくれるってんじゃなさそうだね」

　狩猟服の少女が、フードの奥で目を細めた。

「追おい剝はぎかい？　それとも賞しよう金きん稼かせぎ？」

　二十人近い黒覆面の一団は無む言ごんのまま、ゆっくりと腰こし帯おびに差した短たん剣けんを抜ぬいた。

　これに対して、黒衣の男と、深しん紅くの外套をまとった女が、すっと前に出る。

　と、その時。

「よせよせ。数で押おし切れると思っているようだが、相手が悪すぎるぜ」

　黒覆面の一団の背後で、男の声。

　覆面たちは一いつ斉せいに振ふり返る。

「お前たちに言ったんだよ」

　路地の入口に、鉄てつ杖じようを背せ負おった大おお柄がらな影が立っていた。

「死にたくなかったら、消えることだ」

「チチチッ！」

　覆面たちのうち、六人が不ぶ気き味みな声とともに、この飛び入りの邪じや魔ま者ものに向かう。

「阿あ呆ほうどもが……」

　男が鉄杖を抜くのと、六人が飛びかかったのは、ほぼ同時だった。

　重く太い鉄の杖つえが、目にも留まらぬ速さで風を切った。

　覆面の六人は、まだその身体が空中にあるうちにそれぞれの手の甲こうや膝ひざを砕くだかれると、濡ぬれた地面にバシャッと落ち、激げき痛つうにのたうち回る。

「命は助けてやる。失うせろよ」

　鉄杖の男はそう言い捨て、四人の方に注意を戻もどした。

　ふっ、と男の口から苦く笑しようが漏もれる。

　黒覆面の賊ぞくの残りの者たちは、石いし畳だたみを血で染そめてすでに絶ぜつ命めいしていたのだ。

　相手をしたのは、黒衣の男と深紅の外套の女らしいが、二人ともすでに武器は鞘さやに収おさめている。

「余よ計けいなお節せつ介かいだったようだな」

　声をかけた鉄杖の男の横顔が、ちょうどその時落ちた雷いかずちの光に浮かび上がる。

　当とう世せい風ふうというにはやや短い、刈かり込んだ金きん髪ぱつと、額ひたいに巻いた鉢はち金がね。

　そして、あくまでも澄んだ鳶とび色いろの瞳ひとみ。

　キムリと別れて都に潜せん入にゆうした、シャインデルである。

　その顔を見て、

「久しぶり！　まさかこんなところで逢あうなんてね！」

　黒衣の男の後ろにいた細ほそ身みの少女が、フードを取った。

　エメラルド色の瞳と、美しい金髪があらわになる。

「元気だったか、ピュティア」

　シャインデルは笑いかけ、黒衣の男の方にも目を向けた。

「……あんたはどうだ、フレオリック」

　黒衣の男は答えず、ただわずかに眉まゆを動かしただけだったが、それで十分に言いたいことは伝わったようだった。

「ところで、そっちのケバいオバさん、お前の母親か？」

　シャインデルは深紅の外套の女をちらりと見ると、ピュティアに小声で尋たずねた。

「と～んでもない！」

　ピュティアはブルブルと頭かぶりを振ふる。

「こいつが母親だったら、あたしはとっくに首を吊つってるさ！」

「……フレオリック」

　耳ざとい深紅の外套の女は、鋭い視線でシャインデルを射い抜ぬくように見る。

「この野や蛮ばんで無ぶ礼れいで粗そ雑ざつなサル、あなたの知り合い？」

「まあ、そうだ」

　フレオリックと呼ばれた黒衣の男は、初めて口を開いた。

「名はシャインデル。アゼラの百人隊長だった男だ」

「シャインデル？　……ふうん、この男が？」

　女は外套のフードを脱ぬぐと、鼻はなで笑う。

「もっと鈍にぶくてゴツい感じの男かと思ったけど……」

「ご主人さま、濡ぬれますよ～」

　侍女服の幼い娘がピョンピョンと飛び跳はねて、女の髪かみを拭ふこうとする。

「後にしなさい、フロランド」

　女は侍女服の娘の頭を押おさえつけた。

「……ほら、それよりもやることがあるでしょう？」

「あっ、はい！」

　フロランドと呼ばれた侍女服の少女は、コホンと咳せき払ばらいをすると、一歩前に進み出て、いつもの口こう上じようを誇ほこらしげに披ひ露ろうした。

「よく聞きなさい。ここにおられるお方かたこそ、モスルの街まちの宰さい相しようエズラン閣かつ下かの奥おく方がたであらせられ、美しく、気け高だかく、聡そう明めいなことでエレネイ全土にその名を知られる貴き婦ふ人じん、サイベルさまでございます」

「……何だ、あんたも同業か」

　口上を聞いたシャインデルは頭を搔かいた。

　彼が同業と皮ひ肉にくげに言ったのは、ここに集まったシャインデル、フレオリック、それにサイベルの三人のいずれもが、その首に高額賞金をかけられたお尋たずね者ものだったからである。

「あんたの名は〝日陰〟のタイタスから聞いたことがある。〝血ち塗まみれの貴婦人〟だろ？」

「……もう。有名になりすぎるのも考えものね」

　サイベルは濡れた髪を絞しぼった。

「……だけど、随ずい分ぶんと甘あまいこと。主しゆ君くん殺ごろしのシャインデルともあろう者が、あんな小こ悪あく党とうたちに情なさけをかけるなんて」

「まあ、後に禍か根こんを残すことになるかも知れんが、これが俺おれのやり方でね」

　と、答えながら、シャインデルはフレオリックの方に目を遣やった。

　彼が覆面の賊ぞくの死体の上に屈かがみ込んで、何やら調べているのが気にかかったのだ。

　シャインデルの視線に気がつき、ピュティアも黒衣の剣士の方を振り返る。

「ちょっと、リック。何してんのさ？」

「……いや」

　フレオリックは立ち上がると、ピュティアを死体の傍そばから遠ざからせた。

　その様子に、シャインデルとサイベルもそちらの方に歩み寄って死体に目を落とす。

　死体の黒覆面は剝はがしてあり、その下が見える。

　剛ごう毛もうに覆おおわれた獣けものの顔である。

　歪ゆがんだ口からは長く尖とがった牙きばがのぞき、鼻はな先さきが前方に長く伸のびている。

「鼠ねずみ人にん間げんね、初めて見るけど」

　サイベルがつぶやいた。

　鼠人間と呼ばれているこの亜あ人じん種しゆが、いつエレネイに現われたのかは知られていない。

　俗ぞく説せつでは、ある種の伝でん染せん病びようで生まれた種族とされているが、根こん拠きよのある話ではない。

　確たしかなことは、都市が発達し、人々が狭せまい街がい区くに密みつ集しゆうするようになってから、その姿を見かけることが増ふえた、という一点だけだ。

　普ふ通つうの人間と比ひ較かくすると、小こ柄がらだが、動きは敏びん捷しようで、性格は狂きよう暴ぼう。その鋭するどい爪つめと歯には、熱病を起こす毒どくがあるとも言われている。

　リックは素す手でで、その鼠人間の死し骸がいの傷きずを丁てい寧ねいに調べていたのだ。

「で、こいつらがどうかしたの？」

　と、ピュティア。

　リックは鼠人間の血がついた手を、革かわ袋ぶくろの火か酒しゆで丁寧に洗い、真ま新あたらしい白い布でよく拭ふいた。

「……斬きった時の手て応ごたえだ。硬かたいものに引っ掛かけたような、妙みような感かん触しよくがあった」

「て、ことは、また剣を駄だ目めにしたんだ！」

　ピュティアは咎とがめるような目つきでリックを見上げる。

　通常の鋼こう鉄てつの剣では、剣けん聖せいロヴァルを師とするリックの刀とう法ほうの速度と衝しよう撃げきに、なかなか耐たえることができない。

　大たい抵てい、一度の戦せん闘とうで一ひと振ふりは使いものにならなくしてしまうのだ。

　リックの相あい棒ぼうを自じ称しようし、財さい布ふを握にぎっているピュティアにとっては、高価な鋼鉄の剣の損そん耗もうは頭の痛い問題だった。

「それで……？」

　シャインデルが先を促うながした。

「この連れん中ちゆう、脳や身体の組織の一部が、鉱こう物ぶつ結けつ晶しように変化している」

「どういうことだ？」

　シャインデルは眉まゆをひそめる。

「…………」

　リックは見当もつかぬとばかりに頭かぶりを振ふった。

「でも、どうしてこの鼠ども、私たちを襲おそったのかしら？」

　やがて、サイベルが根こん本ぽん的てきな疑問を発した。

「この美しい私はともかく、小こ汚ぎたなくて貧びん乏ぼう臭くさいピュティアなんて襲っても何の得とくもないはずよ」

「……あんた、いつか背せ中なかから刺さされるからね」

　ピュティアはベエッと舌を出した。

「俺も、閉へい門もんギリギリに街に入ったばかりでよくは知らんが……」

　シャインデルは酒場で聞き込んできた情報を伝える。

「この街では、若い娘は日が暮れたら出で歩あるかない。不用意に外出すると、さらわれて犠牲いけにえにされるんだそうだ」

「今いま時どきそんな脅おどし、十二、三の子供だって信じないわよ」

　ふんと鼻を鳴らすサイベル。

「え～、私は恐こわいです～」

　フロランドが主人のサイベルを見上げる。

「そんな話を聞いたら、わたし、夕方でも外を歩けません～」

「あのね、あなたみたいな、おむつが取れたばかりの子の話をしてるんじゃないの」

　サイベルは五う月る蠅さそうに侍じ女じよの意見を遮さえぎると、髪を搔かき上げた。

「……でも、こうして実際に襲ってくるバカがいるんだから、満まん更ざらデタラメでもないってことかしらね」

「あたしは平気だよ。だってリックがいるもの！」

　ピュティアはそう言い、黒こく衣いの剣けん士しの腕うでにぶらさがる。

　リックの方もいい加か減げんまとわりつかれるのに慣なれたのか、諦あきらめて振り落とそうとはしない。

「ところで、その犠牲、やはり三神官が？」

　リックは尋たずねた。

「誰だれもそうは言わんが、おそらく、な」

　シャインデルはうなずく。

「ならば、早めにこの場を立ち去った方がいいだろう。到とう着ちやく早そう々そう、連中とコトを構えるのは避さけたい。……できればだが」

　そう言いつつ、リックはそっとピュティアの手を振り解ほどく。

　ピュティアはすぐに状じよう況きようを悟さとり、背負っていた新しい剣をリックに手て渡わたした。

「……同感ね」

　サイベルも、腰に下げた三振りの剣のうちから、速そつ効こう性せいの猛もう毒どくを塗ぬった〝慈じ悲ひ〟の剣を選んで柄つかに指を掛ける。

「やれやれ」

　シャインデルも無む造ぞう作さに、炎ほのおの鉄てつ杖じようを握にぎった。

　次の瞬しゆん間かん。

　リックとシャインデルは路ろ地じの入口の方に向かって大きく跳ちよう躍やくし、サイベルも同じ方向に向かって姿し勢せいを低くして走った。

　三人は抜ぬき放はなった武器を、三方から囲むように一点に向けて突つきつける。

「出てこい！」

「出なさい」

「出ろ」

　三人は同時に言った。

「……やれやれ」

　しわがれた声がした。

　積まれた酒さか樽だるの陰かげに隠かくれていたその人物は、首くび筋すじに鉄杖と二振りの剣を突きつけられている現状に動じることなく、ゆっくりと前に出てきた。

　現われたのは、一見、人の良さそうな短身の老人だった。

「失礼だが、今夜の宿はお決まりかな？　この時間では簡かん単たんには見つかりませんぞ」

　老人は言った。

「……特に賞金首を泊とめてくれるところとなると」

　温おん厚こうそうに思えた細い目が、一瞬、底知れぬ深さを垣かい間ま見みせる。

「殺しておきましょうか？」

　サイベルは平へい然ぜんとした顔つきで言い放はなち、細ほそ身みの剣の先せん端たんを老人の眉み間けんに向ける。

「まあ、待てよ」

　シャインデルは彼女を制してから、老人に問いかけた。

「なぜ、俺たちがお尋ね者と分かった？」

「〝悪魔の胎はら〟が降おりて以来、この街を訪おとずれる連中のほとんどは、三神官のところに仕事を得ようとやってくる悪党ですからの」

「……カマをかけるのなら、相手を選ぶべきだったわね」

　サイベルは渋しぶ々しぶながら、剣を鞘さやに戻もどす。

　老人から、まったく殺さつ意いが感じられなかったからだ。

　リックやシャインデルは、とっくに武器を収めている。

　老人は何なに事ごともなかったかのように続けた。

「さて、どうなさる？　わしについて来なさるか、それとも一ひと晩ばん中じゆう、この雨の中に立っているお積もりか？」

「分かった」

　最初に言ったのは、シャインデルだった。

「案内しろ。とにかく雨のしのげるところまで、な」

「フロランド、馬車まで走っていって、ダル・ハーを呼んでいらっしゃい」

　サイベルは侍女に命じた。

「はいっ！」

　フロランドは雨の中をバチャバチャと全速力で駆かけていった。

「……どうしよっか、リック？」

　ピュティアが尋ねると、黒衣の剣士は軽くうなずいた。

「罠わなではあるまい。罠にしては稚ち拙せつすぎる」

「賢けん明めいな判はん断だんですな」

　老人はニッコリと好こう々こう爺やのような笑え顔がおを見せると、小こ股またでちょこちょこと歩きだす。

「……そうそう」

　老人はふと立ち止まって一いつ行こうを振り返った。

「わしの名はムアンマル、以後、お見知りおきを」
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　ムアンマルと名な乗のる老人の案内でリックたちが連つれてこられたのは、街がい壁へき沿ぞいの貧ひん民みん地区にある、いかにも場ば末すえといった感じの宿やど屋やだった。

　酒場の部分が半はん地ち下かになっており、上の階が客室。

　空気は湿しめっぽく、カビ臭くさい。

「これだったら、馬車で寝ね泊とまりした方がマシですぜ、サイベル様」

　酒場の内部を見み渡わたして、ダル・ハーがこぼした。

「あんたの下げ僕ぼくも板についてきた感じだね」

　ピュティアが冷ひやかす。

「ううっ、放ほっといてくれ」

　本来、賞しよう金きん稼かせぎである髭ひげヅラの中年男は涙なみだを堪こらえた。

　将来の金きん貨か五千より、今日きようの銀ぎん貨か一枚。

　ダル・ハーの経けい済ざい状況はそれほど逼ひつ迫ぱくしていたのだ。

「…………こちらへ」

　ムアンマル老人はリックたちに中央のテーブルを勧すすめたが、リックとサイベル、シャインデルは視線を交かわし、薄うす暗ぐらい室内の隅すみの席に着く。

　壁かべを背せにしたのは、シャインデルとサイベル。店全体が見渡せる上に、背はい後ごから襲おそわれる心配が少ないからだ。

　リックは大だい胆たんにも、彼らと向かい合うように座すわった。

　店はムアンマル老人ともうひとり、カウンターのところにいた長身の少女だけで切きり盛もりしているようだった。

　それでも人ひと手でが足たりなくて困こまることはなさそうだ。

　この時も、リックたち以外に客はない。

　青みがかった銀ぎん髪ぱつの少女が、ヒポクラスと呼ばれる香こう料りよう酒しゆと山や羊ぎの乳のチーズ、鹿しか肉にくの薫くん製せいとライ麦パンを持ってきたところで、サイベルは切り出した。

「で、ムアンマル。話は何？　まさか、ただの客引きじゃないでしょう？」

　老人は目め配くばせをし、給きゆう仕じの少女に酒を注がせると、好々爺風だった表情をキリリと引き締しめた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに話そう。お三さん方かたを雇やといたい。あなたがたも賞金首なら、おそらくは噂うわさを聞き、三神しん官かんに雇われるためにこの都にやってきたのであろう。その力を我われ々われの側がわに貸かしてはもらえないだろうか？」

「……俺おれは数の外そとかい？」

　お三方、と言われ、むくれるダル・ハー。

「……詳くわしい話、聞かせて」

　フロランドに濡ぬれた髪かみを拭ふかせていたサイベルは、杯さかずきを手で回して中の酒を躍おどらせながら促うながした。

「ああ。できれば、そっちのお嬢じようさんからも話を聞きたいな」

　そう言って、給仕の少女にウインクしたのはシャインデルである。

「本当の交こう渉しよう相手はそっちなんだろう？」

　ムアンマルの杯に酒を注いでいた少女の手が、ピタリと止まる。

「……よく分かりましたね」

　ひと呼こ吸きゆうほどの間まを置いて、彼女は背せ筋すじをピンと伸のばして口を開いた。

　凜りんとした声である。
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「驚おどろくほどのことでもない」

　リックが静かに杯を傾かたむけ、唇くちびるをほんのわずか、湿しめらせる。

「どの席に座るかで腕うでを確たしかめようとするのは、随ずい分ぶんと素人しろうと臭くさいやり口だ。すでに我々の戦いを見ている老人が、わざわざ真ん中のテーブルを最初に勧すすめたのは、この場にいる他の誰かに、それもあまり実戦の経けい験けんのない者に我々の技量を示そうとした、と考えるのが妥だ当とうだろう。そして、この店には我々と老人の他には……」

「さすがです」

　給仕の少女はうなずいた。

「……それだけ分かってて、わざと壁を背中にしない席に座るんだよね、この捻ひねくれ者」

　ピュティアがブツブツとつぶやく。

「その様子では、わたしの身分についても推察なされているのでしょうね？」

　給仕の少女は、酒の入った壺つぼをテーブルに置いた。

「おい、待てよ、じゃあ？」

　ダル・ハーがしげしげと少女の顔を見る。

「わたしの名はニン。先の太たい主しゆサウルの末ばつ姫きで、このミシュハバードの正当な太主位継けい承しよう者しやです」

「ええっ！」

「あらら」

　と、驚いたのはピュティアとフロランドだけ。

「これほど早く接せつ触しよくできるとは、ついていたな」

　シャインデルは目を細めた。

「反はん乱らん派はの親おや玉だまのところにたどり着くまでには、まだ幾いくつか段だん階かいを踏ふむものだと予想していたよ」

「……でも軽けい率そつね」

　サイベルは率そつ直ちよくなニンの態度に好感を抱いだきながらも、あえて苦く言げんを呈ていする。

「私たちが三神官の刺し客かくである可能性だってあるのよ」

「もし疑わしければ、ムアンマルが引き合わせません」

　ニンは微ほほ笑えんだ。

「それに、今のわたしも完全に無む防ぼう備びな訳わけではないのです」

「床ゆか下したに六人。槍やりを構かまえて、いつでも我々を貫つらぬけるように待たい機きしている」

　リックがサラリと言う。

「他ほかに、外を十人ほどが遠とお巻まきにしているな」

「ひぃ～っ！」

　ピュティアがテーブルの上に飛び上がった。

「……気がつかなかったぜ」

　と、唸うなるダル・ハー。

「雨あま音おとが気け配はいを消しているのよ。正しよう直じき言って、私も人数までは分からなかったわ。さすがはフレオリック、といったところかしら？　……ほら！」

　サイベルはピュティアをテーブルから引きずり下ろす。

「話を続けて、ニン陛へい下か」

「……あの、敬けい称しようは止やめてください、サイベルさん。ただのニンで」

　ニンは頰ほおを少し赤らめ、語り始めた。

「四年前、〝悪魔の胎はら〟と呼ばれる大岩の落下とともに太主家の者のほとんどが亡くなり、同時に、このミシュハバードの都が三神官を名な乗のる者たちの手に落ちたことはお聞き及およびと存じます。わたしたちはこの数年、〝悪魔の胎〟に対して武器を取る意志のある者を密ひそかに集め、蜂ほう起きの機き会かいを待っていました。ですが、最近になって、三神官にこちらの動きを知られてしまったのです」

「ニン様が存ぞん命めいであることも、我われらが外部の傭よう兵へいの支し援えんを受けようとしていたことも、三神官どもは突つき止めてしまった」

　ムアンマルが頭かぶりを振ふる。

「奴やつらはすでに都みやこのいたるところに鼠ねずみ人にん間げんや配はい下かの悪党どもを放はなち、ニン様の支持者を狩かり立てている。即そつ刻こく、守りを固めた上で反はん撃げきに出なければならぬ」

「三神官……」

　リックはダイモニオンやハイン、オリヴィエの顔を思い浮かべながら尋たずねた。

「神官というが、奴らは一体どの神に仕つかえている？」

「それが……」

　ニンは口くち籠ごもる。

「よく分からないのです。民に自分たちの神への服従を要求することもしません。ただ、自分たちの神を〝名を秘ひすべき神〟と呼んでいることは知られています」

「噂だが」

　と、ムアンマルが断ことわってから言った。

「〝名を秘すべき神〟とは、マルツァディーク神を指さす、とも……」

「……マルツァディークって？」

　ピュティアがこっそりとリックに聞く。

「創そう造ぞう神しんエルの妹神。詳しいことは知らぬ」

「ふうん」

　リックはまだ何か知っていそうだったが、追つい求きゆうしたところで答える気のないことは答えない人間であることをピュティアは知っていた。

「……ニン、ゲイルって人、あなた知っている？」

　サイベルは唐とう突とつに尋ねた。

「はい。ゲイルはわたしたちの仲間の中でも、最も理想に燃もえ、熱ねつ意いに満ちた青年です」

　ニンはうなずく。

「彼は三神官との決戦に備そなえ、都の外でわたしたちに協力してくれる傭兵を集めています」

「……彼、死んだわ」

　サイベルは普ふ段だんあまり見せない憂ゆう鬱うつな表情で告つげた。

「……！」

　ニンは、はっとした表情でサイベルを見る。

「殺されたの。ハインの配下の男にね」

「すると、傭兵は期待できぬか」

　唸るムアンマル。

「ひとりで向かわせたのは軽率でした。……わたしの罪です」

　サイベルはムアンマルとニンの言葉に、微び妙みような温度差を感じ取った。

　ムアンマルはゲイルがその役目を果はたせなかったことを惜おしみ、ニンはゲイルというひとりの人間が失われたことを悲しんでいたのだ。

「彼は立りつ派ぱに仕事を果たしたわ」

　サイベルはニンを優やさしい目で見上げた。

「〝日陰〟のタイタスという元もと締じめのところから、そう遠くないうちに傭兵部ぶ隊たいがやってくるはずよ」

「……来ているさ」

　シャインデルが、空になった杯に自分でヒポクラスを注ぎながら告げた。

「今、この街から半日ほど北にある平原にいる。ほぼ千人近い数だ」

「シャインデル、じゃあ、あんた？」

　ピュティアが咎めるような目つきを彼に向ける。

「言いそびれて悪かったよ」

　彼は肩かたをすくめた。

「俺はタイタスの娘と一いつ緒しよに傭兵を連れてきた。そして、反乱派と接せつ触しよくするために先せん行こうして街に入ったんだ」

「タイタスの娘むすめ？　じゃあ、あのキムリも？」

「あのジャジャ馬を知っているのか？　いやはや、世せ間けんは狭せまいね」

　シャインデルはピュウと短く口くち笛ぶえを吹ふいた。

「まあ、あの性格だから、傭兵だけ送ってじっとしてるとは思わなかったけど……」

　サイベルは嫌いやな予感に眉まゆをひそめた。

「しかし、これは朗ろう報ほうですな」

　ムアンマルがニンを見る。

「これで数の上では対等に」

「ええ、でも戦いは数ではありません」

　ニンの沈ちん痛つうな表情は変わらなかった。

「わたしとしては、千の兵よりもゲイルに無ぶ事じ……」

「ニン様」

　ムアンマル老人は慌あわてて少女を遮さえぎった。

　今の発言が、反乱の指し導どう者しやには相応ふさわしくないものだと感じたのだろう。

「……それでは、力を貸していただけるのですな？」

　老人は結論を急いだ。

「そうねえ……」

　サイベルはアゴの先に指を当てて思し案あん顔がおを作る。

　もちろん、すでに考えは固まっているのだ。

「……オリヴィエを私に殺やらせてくれるのなら」

　たっぷり間まを置いて彼女は言った。

　ほっと隣となりで胸を撫なで下おろすフロランド。

　この幼おさない侍じ女じよは、女おんな主しゆ人じんがどんな失礼な言葉を吐はくか、気が気でなかったのだ。

「私は大たい切せつな人たちをあのオリヴィエに奪うばわれたの。あいつさえ殺れれば、後は反乱が成功しようが潰つぶされようが、知ったことじゃないわ」

「ああ、やっぱり暴ぼう言げん……」

　フロランドは頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷした。

　だが……。

「正直な人、わたしは好きです」

　と、ニンはうなずいた。

「俺はタイタスに雇やとわれている身だからな」

　シャインデルは頭を振る。

「確かく答とうはできない。あんたとキムリの交こう渉しよう次し第だいといったところか」

「なんだ、当てにならねえ野や郎ろうだな」

　ダル・ハーがつぶやく。

「あんたが言うな」

　ピュティアがガッとその脛すねを蹴けった。

「そうですか、あなたは如何いかがです、リックさん？」

　ニンは最後にリックを見た。

「……ひとつ尋ねたいことがある」

　彼は静かに言った。

「三神官を倒たおして国を取り戻もどした後、お前は太主としてこの国に君くん臨りんするつもりなのか？」

「…………」

　ニンの顔が強こわばった。

「当然であろう。ニン様は正当な太主家の後こう継けい者しやだ」

代わってムアンマルが答える。

「では、国民にとっては何も変わらぬことになるのだな」

「何も……変わらぬと？」

　ニンは愕がく然ぜんとした表情になる。

「この都に住む民たみの立場で考えてみることだ。反乱派と三神官が争えば、多くの者が死に、家々が焼やかれる。そして、お前たちが勝ったとしても、彼らにとっては城の主あるじが入れ替かわっただけのこと。何が変わる？」

　リックは立ち上がった。

「ち、ちょっと！　どこにいくのさ!?」

　慌あわててその後を追うピュティア。

「この連れん中ちゆうの言い分は聞いた。だが、三神官の側は何と言うかな？」

「……あいつらのところに行くのね？」

　サイベルが尋ねる。

「奴やつらの言う真実を確たしかめなくてはな」

「……それは、話の内容によってはハインたちにつくということ？」

「ああ」

　リックは答えた。

「はあっ？」

　ピュティアには、リックの言ってることが一瞬理解できなかった。

「じょ、冗じよう談だんですよね～？」

　フロランドは笑おうとしたが、サイベルの顔を見て顔を強ばらせた。

「……まさか。本気なんですか、リックさん？」

　幼おさない娘の問といに、リックは冷ひややかな視線で答える。

「リック……さん？」

「そうはさせぬ」

　と、頰ほおを緊きん張ちようさせたムアンマルが椅い子すから腰こしを上げた。

「残念だが、三神官を利りする訳わけにはゆかぬのだ……」

「止よしなさい」

　老人が床下の護ご衛えいたちに合あい図ずしようとするのを、サイベルは素す早ばやく振り返って制した。

「徒いたずらに死人を出すものじゃないわ」

「だが！」

「もしこの瞬間、手を出せば、真まっ先さきに死ぬのはそっちのお姫ひめ様さまよ。そうでしょ、フレオリック？」

　リックは肯こう定ていするでも否ひ定ていするでもなく、口くち元もとに冷れい笑しようを浮うかべる。

「……うむむ」

　ムアンマルがしばらくためらった挙あげ句くに引き下がると、サイベルはふうっと息をつき、リックに軽く手を振って別れを告つげる。

「オリヴィエに会ったら伝えておいて。必ずあなたを殺すって」

「分かった」

　彼はうなずき、次にシャインデルを見た。

「ではな」

「……ああ、どうやらあんたとは進むべき道が違ちがうようだな」

　と、シャインデル。

　椅子の背にゆったりと身体を預あずけていたかに見えた彼は、炎ほのおの鉄てつ杖じようをつかんでいた手をゆっくりと放した。

　同時にリックも、いつでも抜ばつ刀とうできる状態にあった右手の緊張を解く。

　お互たがい、隙すきを見せれば相手に打ちかかるつもりだった。

　いや、心の内ではすでに戦っていたと言ってもいい。

　リックが〝悪魔の胎はら〟に向かうと宣せんした時から、二人は最大の敵同士となったのだ。

「次に会う時が楽しみだな」

　シャインデルの静かな言葉には、再び二人が対峙する時、どちらかが倒れるという確信が含ふくまれていた。

「……行くぞ」

　ピュティアにひとこと声をかけたリックは漆しつ黒こくの外がい套とうをひるがえすと、大おお粒つぶの雨が石いし畳だたみを打つ闇やみの街まちへと出ていった。

　一いつ瞬しゆん、雷らい光こうが、戸口に立った黒こく衣いの剣けん士しの影かげを床ゆかに大きく映うつしだす。

「リック、これ噓うそだよね？」

　ピュティアは躊躇ためらった。

「あっちに行ったら、サイベルたちと戦うことになるかも知れないんだよ？　アマラやセイルたちとも？」

「嫌いやなら、ここに留とどまればいい」

　リックは黒馬の手た綱づなに手を掛かけた。

「ま、待ってよ！」

　ピュティアは、首を回めぐらしてリックとサイベルたちを見比べた。

「ピュティアちゃん！」

「やめなさい、無だ駄めよ……」

　駆かけ寄ろうとするフロランドの腕うでを、サイベルが押おさえる。

　そして……。

「……ごめんね、みんな」

　少女は意を決したように小声で告げると、チーズとパンをポケットに突つっ込み、リックを追った。

　低い口くち笛ぶえのような音を立てて通りを駆かけ抜ぬける強風が、少女の背せ中なかで扉とびらをバタンと閉しめた。







　第二章　接　触







　リックたちがミシュハバードに入ったちょうどその日のことである……。

　場所は、ミシュハバードより北方の彼方かなた、キラロウ山中にある至し神しん智ち教きよう団だんの司し教きよう座ざ。

　その荘そう厳ごん華か麗れいな会堂の西の翼よく廊ろうを出て、鐘しよう楼ろうとイチイの木に囲まれた墓ぼ地ちを右手に見ながら屋や根ねつきの回かい廊ろうを進むと、異い端たん審しん問もん所じよの独立した建けん築ちく物ぶつがある。

　黒い扶ふ壁へきで囲かこまれたこの建物の地下深く、一いち条じようの日光さえ差し込まぬ独どく房ぼうに、その男は幽ゆう閉へいされていた。

「……今はいつだ？」

　男は三日ぶりに口を開き、看かん守しゆに尋たずねた。

　日に二回、パンと水を差し入れる小こ窓まどから皿さらを引き寄せようとしていた看守は、ギクリと身をすくませた。

　看守は松明たいまつを引き寄せ、独房の暗くら闇やみの中をのぞいた。

　男はボロボロの白い僧そう衣いだけを身にまとい、朝見た時と同じように壁かべ際ぎわに座すわっていた。

「……答える義務はない」

　看守は威い厳げんを保とうと努力しながら言った。

「死罪の確定した異い端たん者しやには、意味のない問といだ」

「……異端者……か」

　男は咳せき込むような笑い声を漏もらした。

「今さらながらにして分かる。このようにしてセイル・グレイも陥おとしいれられたのだな」

「黙だまれ！」

　看守は松明で鉛なまりの扉とびらをガンガンと叩たたいた。

「貴き様さまの言葉を聞くだけで、俺おれまで異端にされてしまう！」

「……ふっ、かつて総司教と呼ばれたこのゴフレドゥスも、平ひら団だん員いんに貴様呼よばわりとはな」

「き、貴様はあの異端者セイル・グレイと通じ、教団を堕だ落らくさせようとした！　これは死に値あたいする大たい罪ざいだ！」

「うむ、そうダレクが告こく訴そしたのだったな。己おのれの息がかかった審問官のみでの、すみやかな審議と判はん決けつ……。総司教の地位を奪うばうのにわずか四日とは、見み事ごとなことよ」

　ゴフレドゥスは嘆たん息そくして見せた。

　大国ザモーラを倒たおして、至神智教団の教えによる支配をエレネイ全土に確かく立りつしようとする司教ダレクと、それに反対し、教団を聖なる知の探たん求きゆうの場に留とどめておこうとする総司教ゴフレドゥス。

　一年以上に及およぶ二人の対立は、ダレクによるゴフレドゥスの異端告こく発はつと、死し刑けいの確定であっさりと幕まくを下おろした。

　ゴフレドゥスはすべての特権を剝はく奪だつの上、地ち下か牢ろうに幽閉され、ダレクは枢すう密みつ院いんによって新しい総司教に選任された。

　現在、教団は組織を挙あげてザモーラとの全ぜん面めん戦せん争そうの準じゆん備びにかかっていたのだ。

「それで、ダレクめはどうした？　すでに発たったか？」

「すでに総司教猊げい下かは全軍とともに出発された」

　看守はそう答えてから、自分が話しすぎてしまったのでは、と後こう悔かいする。

「なるほど。ザモーラの軍もこちらに向かってきている。会かい戦せんはおそらくアラス河か畔はんということになるな」

「貴様の知ったことではない！」

「……愚おろかなことだ」

　ゴフレドゥスは頭かぶりを振ふった。

「世せ俗ぞくの覇は権けん争あらそいなどという些さ細さいなことに、構かまっている時ではないというのに。……ところで我わが兄きよう弟だいよ、審問にかけられることを免まぬがれたブレンダン師は今どうしている？　うまくダレクに取り入ったか？」

　ブレンダンというのは、かつてゴフレドゥスの右みぎ腕うでと呼ばれた司教。

　だが、今回の審問ではダレク側に寝ね返がえり、ゴフレドゥスに不利な証しよう言げんを何度も繰くり返した忘ぼう恩おんの徒である。

「……彼は……死んだ」

　看守は答えてよいものかどうか、迷まよいながらも告つげた。

　彼は、火か刑けいの判決にもまったく動じたところのないこの元もと総司教に、恐れを抱いだき始めていたのだ。

「自殺だ。貴様の部へ屋やに何かを探さがしに入った、その日の夜だったと聞く。貴様の部屋から持ち出した何かの本を、暖だん炉ろに焼くべてからその前で首をくくったのだそうだ」

「そうか、あの男、私を売った目的はやはり〝月げつ蝕しよく〟写本だったか……」

「……その本はいったい何だったんだ？」

「知らぬ方がいい」

　興きよう味みを抱いて尋たずねる看守に、ゴフレドゥスは頭を振る。

「知らなくともよいことを、知ってはいけないことを知ってしまったために、ブレンダンは死んだ。あの男の脆ぜい弱じやくな精神は耐たえることができなかったのだ、刻ときがくるのを待つことに……」

「刻が……くる？」

「ここでは空を、月を見上げることができぬ。それだけが救いだな」

「……貴様、何を言っている？」

　看守は尋ねたが、ゴフレドゥスはそれっきり、口を開かなかった。
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　また、同じ頃ころ。

　これもエレネイの北方に位置するアゼラの街まちの、とある家の屋や根ねの上では……。

「……計算通りじゃ、あと数日というところじゃの」

　ひとりの貧ひん相そうで目つきの悪い老人が、ときどき三つの月に目を遣やりながら、何か書き物をしていた。

「サイモニデス！」

　家の中なか庭にわから、屋根の老人を見上げて少女が怒ど鳴なった。

「何やってるのよ、屋根のスレート瓦がわらが痛いたむでしょ！」

「おおっ、誰だれかと思えば、この家の小こ娘むすめ、成長の悪い体型をしたブランウェンじゃな！　見ていて分からんか？」

「下りて来なさいって言ってるのよ！　それとも、首に縄なわ掛かけて引きずり下おろしてあげようか!?」

「待て待て。……うむ、よろしい」

　サイモニデス老人は羊よう皮ひ紙しの束たばと羽は根ねペンを口にくわえると、猿さるのようにサササっと屋根から下りてきた。

「おぬしも口が悪いのう。誰に似たのやら」

「うるさいわね！　ご飯はんよ、母かあさんが呼んでこいって！」

「おお、あの妖よう艶えんな未み亡ぼう人じんの御お呼よびとあらば」

　サイモニデスはそそくさと家の中に向かう。

「いやらしい言い方！」

　口を尖とがらせるブランウェン。

「しかし、おぬしは育たんの、早くああなってくれるとよいのだが……」

　老人はそう言いつつ、さっと少女のお尻しりに手を伸のばす。

「こ、この！」

　顔を真まっ赤かにしたブランウェンはこぶしを振ふり上げた。

　その時。

「お止よしなさい」

　やわらかな声が少女を咎とがめた。

「もう、母さん！」

「サイモニデスさん、食事の準備ができましたよ」

　庭に面した戸口に立ったブランウェンの母、イザボーは老人に微ほほ笑えみかける。

　妖よう艶えんというのはあたらないが、ブランウェンの母とは思えない若々しさと優ゆう雅がさを備そなえた美しい女性である。

「楽しみじゃて、奥おくさんの料理はどこの宮きゆう廷ていにも引けを取らんからの」

　サイモニデスは手て揉もみをしながらイザボーの横を擦すり抜け、テーブルについた。

「……まるでどこかの宮廷に出入りしていたみたいじゃないか」

　先にテーブルについていた制せい服ふくの若者が吹ふき出す。

「相あい変かわらずのほら吹きだな」

「ふん」

　青年に視線を向けたサイモニデスは鼻はなを鳴らした。

「また只ただ飯めしを喰くらいにきたな。それとも、目当てはブランウェンか？」

「じょ、冗じよう談だんいうなよ！　僕ぼくは隊たい長ちようと約束して……」

　顔を真まっ赤かにして否ひ定ていする青年を見て、ブランウェンは、

「へえ、そう？」

　と、そっぽを向き、イザボーはクスリと笑う。

「ジェドさん、今はあなたが百人隊長なのよ。あの人を隊長と呼ぶ癖くせ、そろそろ止やめた方がいいわね」

「でも、これがなかなか……」

　ジェドは、もともとクシャクシャだった頭を搔かいた。

　イザボーがあの人と言ったのは、シャインデルのこと。

　イザボーはシャインデルの義ぎ理りの母、ブランウェンは妹であり、ジェドは元もと部下だったのだ。

「ところで、サイモニデス。あんた、屋根で一体何をしてたんだい？」

　ジェドは話題を変えた。

「月の記録を取っておったのじゃよ」

「月の記録？」

「そうじゃ」

　サイモニデスはうなずく。

「銀の月カエト、碧みどりの月アバル、赤の月アティード。この三つの月の蝕しよくの刻ときが近いのじゃよ」

「何よ、蝕って？」

　と、尋ねるブランウェン。

「蝕とは、星が星の影に入ることをいう。この場合は、三つの月が地上から見てひとつに重なる、ということじゃな」

「それは珍めずらしいことなんですか？」

　温あたたかい豆のスープを皿によそいながら、イザボーが質問した。

「うむ。二つの月や、月のひとつと太陽が重なることは、数年に一度はある現げん象しようじゃ。だが、三つすべてが重なるとなると、数百年に一度。それに今回は、この現象が昼間に起こり、わしの計算によると太陽と重なるかも知れぬのだ。月げつ蝕しよくと日につ蝕しよくが一度に起こることになる訳わけじゃから、ほぼ千年に一度、あるかないか……」

「よく分からない話ね」

　ブランウェンは親おや指ゆびと中なか指ゆびでクロスグリの実を摘つまみ、口に放ほうりこんだ。

「で、その蝕が起こるとして、どうなるの？」

「正しよう直じき言って、よう分からん」

　みすぼらしい髭ひげをべっとりとスープで汚よごし、サイモニデスは頭を振る。

「おそらく、昼間でも真ま夜よ中なかのように暗くなるとは思うのだが、さすがに前の蝕の記き憶おくはわしにもないからな」

　まるで、何百年も生きてきたような口くち振ぶりである。

「ただ、わしはまだ若い頃に、エレネイの各地で遺い跡せきを見て回ったことがある。不ふ思し議ぎな一いつ致ちなのだが……」

「不思議な一致？」

　興きよう味みを持ったらしくブランウェンは聞き返した。

「ああ。千年前、ちょうど前の蝕の時代の遺跡はいずれも、埋まい葬そうされた形けい跡せきのない、大量の人じん骨こつとともに発見された。他のどの時代の遺跡にも類を見ない量の亡なき骸がらとともにな……」

「天てん変ぺん地ち異いですか？」

　市し中ちゆう警けい備びの責任者、ジェドは浮うかぬ顔をする。

「……いや、それ以上のものだな」

　いつになくサイモニデスの声は真しん剣けんだった。

「前ぜん兆ちようはある。飛ひ竜りようの季節外はずれの大移動や、半島南部の大だい湿しつ地ち帯たいでの植物の大量枯こ死し。大だい亀き裂れつ地ち帯たいの群ぐん発ぱつ地じ震しんに、幽ゆう鬼きや屍し食しよく鬼きの横おう行こう。ユガとアシュクトルの泥どろ沼ぬまの暗あん殺さつ合がつ戦せんに、至し神しん智ち教きよう団だんとザモーラの間の緊きん張ちよう。自然界、人間社会を問とわず、この一年、エレネイ全土が不ふ穏おんな動きに満ち満ちておる」

「確たしかに……」

　ジェドはうなずき、考え込んだ。

　このアゼラでも、半年ほど前に太たい主しゆの暗殺未み遂すいがあったばかりである。

「今のところ、この蝕の予想をしているのはわしぐらいのものだろう。突とつ然ぜん、蝕に襲おそわれれば、アゼラも単なる恐きよう慌こうでは済すまんだろうな」

「……シモン陛へい下かに相談して、国民に注意を促うながしておいた方がいいですね」

「ジェド君、このスケベ爺じいさんの言うこと、信じるの？」

　ブランウェンは呆あきれ顔がおでジェドを見る。

「もし何もなかったら、ジェド君、下へ手たするとクビだよ」

「何も起きなければ、それに越こしたことはないさ」

　ジェドは立ち上がった。

「それで、その蝕はいつ起きるんです」

「七日後」

　サイモニデスは言った。

「七日後の真ま昼ひるじゃよ」
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「……リックさん、行っちゃいましたよ～！」

　リックとピュティアの姿すがたが夜の街まちに消えると、フロランドは目を潤うるませて女おんな主しゆ人じんを振ふり返った。

「いいんですか～、ご主人さま？　わたし、信じられません！　ついさっきまでお友達だと思っていたのに、明日は敵になっちゃうなんて～！　こんなの、こんなのって～！」

　幼おさない娘は、白いエプロンの端はしを嚙かんで顔をクシャクシャにした。

「こら、泣くんじゃない！」

　サイベルは侍じ女じよの口からエプロンを引き離はなす。

「でも～！　……えぐっえぐっ！」

　フロランドは途と方ほうに暮くれた目でサイベルを見上げる。

　サイベルはため息をつくと、絹きぬのハンカチを出して少女の顔を拭ふいてやる。

「ほら、しゃっくりなんか起こすんじゃないの。……鼻をかんで」

「……もうピュティアちゃんとも会えないんですか～？」

　フロランドにとって歳としの近いピュティアは、サイベルに話せないことでも話せる姉のような存在であり、フレオリックは、そばにいるだけで安らぎを覚おぼえる兄のような人だった。

　他の人間にはそっけない態度を取るフレオリックも、幼いフロランドには包み込むような優やさしさを見せていたのだ。

「あの野や郎ろう、怖おじ気けづいたんじゃねえのか？　オリヴィエやハインには前にひでえ目に遇あってるからな」

　と、ダル・ハーが吐はき捨てるように言う。

「そういう男じゃないことは、あなたがよく知っているでしょ？」

　サイベルは頭かぶりを振ふった。

「馴なれ合いが嫌きらいなのよ。……多分ね」

　とは言ったものの、彼女もリックの行動には内心首を捻ひねっている。

「それは俺も同じだがね」

　と、シャインデルは破は顔がんした。

「何だか、楽しんでいませんか～？」

　フロランドは頰ほおをプクッと膨ふくらませ、可か愛わいい目で彼をにらむ。

「わたしがこ～んなに悲しんでいるのに～！」

　例によって間ま延のびした喋しやべり方なので傍はたからは分からないが、リックが離れていったことにフロランドは相当の衝しよう撃げきを受けているのだ。

「まあ、多少は、な」

　シャインデルの鳶とび色いろの瞳ひとみには、子供のような無む邪じや気きな歓かん喜きが宿やどっていた。

　根っからの戦せん士しである彼は、リックのような強い相手と戦えることを単純に喜んでいるのである。

「……フレオリックもフレオリックなら、こっちもこっちね」

　そんなシャインデルを、サイベルは呆れた表情で見るしかなかった。

「だけどよ、くそっ！」

　ダル・ハーは、イライラを紛まぎらわすように火か酒しゆの瓶びんをあおった。

「奴やつらしくねえじゃねえか。捻くれたとこはあっても、筋すじは通す奴だったんだ」

「あら、随ずい分ぶん肩を持つじゃない」

　と、面おも白しろがるサイベル。

　いつか殺してやると言い続けている賞しよう金きん稼かせぎの、リックに対する複雑な感情を垣間かいま見みたような気がしたのだ。

「なこたねえよ。奴の首を取るのが、ちょいと面めん倒どうになったと思っただけさ」

　ダル・ハーは不ふ機き嫌げんそうに、袖そでで髭ひげを濡ぬらした酒を拭ぬぐった。

「……ダル・ハー、言葉に気をつけなさい。誰だれがお給料払はらっているの？」

　サイベルは賞金稼ぎの乱暴な物もの言いいに眉まゆをひそめて見せた。

「あの方かたの理解を得られないのは残念でした」

　ニンは悲しみをたたえた顔を伏ふせる。

「でも、本当に私はあの人の問といにまともに答えることができなかった。ムアンマル、私は正しいことをしようとしているのでしょうか？」

「そう信じねば。ニン様のために命を散らしていった着たちのためにも」

「……そう、そうですね」

　ムアンマルの言葉にニンはうなずいたが、それでも心の奥おくに生まれた小さな疑ぎ問もんを消すことはできなかった。

「さて、ニン。俺はすぐに戻もどってキムリを連つれてくる。細こまかい交こう渉しようはあいつとやってくれ」

　シャインデルが鉄てつ杖じようを握にぎって立ち上がった。

「今夜はもう街門が閉ざされています。雨も激はげしくなってきましたし、明日の朝にしたらいかがですか？」

　ニンは長身の彼を見上げて引き止める。

「いや」

　シャインデルはニンの肩かたに手を置いた。

「あんたと連れん絡らくが着いたことを、なるべく早くあの娘むすめに伝えたい」

「……では、お願いします」

　ニンは太たい主しゆ位い継けい承しよう者しやらしからぬ、ごく自然な感じで頭を下げた。

　宮きゆう殿でんの外で育った彼女は、もともと自分の身分にこだわりを持っていない。

　ムアンマルは渋じゆう面めんを作るが、人にものを頼たのむときに頭を下げることは、彼女にとって至し極ごく当然の行こう為いだったのだ。

　だが……。

「伝えるって、誰にかしら？」

　からかうような調子の声が、何もない空中からシャインデルに問いかけた。

　そして一瞬後、声のしたあたりから赤黒い塊かたまりが忽こつ然ぜんと現われ、シャインデルの前にドサリと投げ出される。

「キャア！」

　フロランドが悲ひ鳴めいを上げた。

　それは、まだピクピクと痙けい攣れんしている血ち塗ぬれの肉体だった。

　皮ひ膚ふがあちこち破られ、肉や骨が露ろ出しゆつしている。

　それでも、その全ぜん裸らの肉体は生きていた。

　いや、生かされていた。

「キムリ！」

　いち早くその血塗れの身体からだが誰のものかを悟さとったサイベルが、駆かけ寄って彼女を抱だき起こす。

「伏ふせろ！」

　シャインデルはニンをテーブルの下に押おし込むと、サイベルとダル・ハーに向かって叫さけんだ。

　サイベルが素す早ばやくこれに反はん応のうし、キムリの上に覆おおい被かぶさると同時に、宿屋の表の扉とびらが爆ばく音おんを上げて粉こな々ごなに吹ふき飛んだ。

　ドッグァァーン！

　飛び散る木もく片へんと漆しつ喰くいの欠片かけら。

「くそったれが！」

　ダル・ハーはフロランドを抱かかえ、テーブルを倒たおして盾たて代がわりにすることで辛かろうじて難なんを逃のがれる。

「フレオリックの野や郎ろうがいなくなった途と端たんにこれかよ！」

　耳をつんざかんばかりの轟ごう音おんと黒こく煙えんが収まった時、半はん壊かいした店内には十数人ほどの人間の姿があった。

　ニンの護ご衛えいではない。思い思いの武ぶ器きを手に、鎖くさり帷子かたびらか皮かわ鎧よろいを身に着けた禍まが々まがしい形ぎよう相そうの男たち。おそらく、三神しん官かんに雇やとわれた賞しよう金きん首くびのならず者たちだ。

　そして、シャインデルたちが見ている前で、空気が震ふるえ、男たちの間にひとりの女が姿を現わした。

「あら、そこにいるのはニン姫ひめじゃない。雇われ兵の残ざん党とう狩がりに、思わぬ獲え物ものが引っ掛かかったわね」

　アマリエは、テーブルの下からニンが出てくるのを見て目を細めた。

「アマリエ……」

　サイベルがキムリを抱き締しめたまま立ち上がった。

「これはあなたの仕し業わざ？」

「ふふふ、お久ひさしぶり。確かあなた、フレオリックとつるんでいた人よね？　彼はどうしたの？」

　アマリエはサイベルを覚おぼえていた。

「知らないわね」

　サイベルは彼女を怒いかりに満ちた瞳ひとみでにらみつける。

「よくもこんな小さな子を……」

　粘ねばつく血が、手や胸を染そめた。

　小さな鼓こ動どうがサイベルの腕うでの中で止まりつつあった。

「熱あつくなるなよ、サイベル」

　シャインデルが、悔かい恨こんの剣に手を掛かけようとする彼女を制する。

　だが、そう言ったシャインデル自身が、ギリギリのところで己おのれの激げき情じようを抑おさえていた。

　彼にとってキムリは、故こ郷きように置いてきた妹のブランウェンにも等しい存在だったのだ。

「……分かってるわよ」

　サイベルは大きくひとつ息をつくと、キムリとともにニンの傍かたわらにまで後こう退たいした。

「さっきフレオリックと一いつ緒しよに出ていっておくんだったな」

　と、ボヤくダル・ハーも、フロランドを庇かばいながら、壁かべを背にして移動する。

「……傭よう兵へいの残党狩りと言ったが、俺をつけてきたのか？」

　シャインデルは土つち埃ぼこりを払はらうと、アマリエに問といかけた。

　ニンや、キムリを抱えたサイベルを逃にがすための時間稼かせぎである。

「つけてきた、と言うより、思し念ねんをたどったと言った方がいいわね」

「思念だと？」

「そう。それがその娘にとどめを刺ささなかった理由」

　アマリエはクスリと笑った。

「知らないの？　人と人とは思念でつながっているのよ。その子があなたに向けていた信しん頼らい、友情、憧あこがれ、幼おさない思し慕ぼの念、そうした気持ちが、か細ぼそい糸のようにあなたにつながっていたの。私にはその糸が見える。それをたどって、ここに行き着いた訳わけ」

　説明しながらアマリエは部下に目で合あい図ずし、ニンたちを逃がさないように彼らを展てん開かいさせる。

　その抜ぬけ目のなさには、シャインデルも敬けい意いを払わざるを得ない。

「傭兵たちはどうした？　潰かい走そうさせたのか？」

　彼は続けて尋たずねる。さすがにハインとアマリエの二人によって、千人の傭兵が全ぜん滅めつさせられたとは想像できなかったのだ。

「さあ？」

　アマリエはとぼけ、部下を一いつ斉せいに動かすと同時に〝呪じゆ波は〟を練ねり始めた。

「ふふ、人の心配をしている場合かしらね？」

　刺し突とつ用ようの大型短たん剣けんを両手に持った男と、曲きよく刀とうを握にぎる剣士、そして矛ほこ槍やりを構かまえた戦士の三人が同時に襲おそいかかった。

　それぞれ間ま合あいの違ちがう武器による一斉攻こう撃げきで、シャインデルを惑まどわせて倒たおそうというのだ。

　だが、これは何度も死し地ちを切り抜ぬけてきた元アゼラの百人隊長に対しては、まったく無意味な戦せん法ぽうだった。

「やれやれ」

　シャインデルは、無む造ぞう作さに炎ほのおの鉄てつ杖じようを抜き放はなった。

　バキッ！

　骨の砕くだける音とともに、三人は床ゆかに転ころがってのたうち回った。

　彼らに続こうとしたならず者たちは踏ふみ止まり、慎しん重ちように彼を遠とお巻まきにする。

　ならず者たちのうち、炎の鉄杖の動きをその目で捉とらえられた者は皆かい無むだった。

　ただ、ふっと陽炎かげろうがかかったように見えた時には、三人の男は足の骨を砕かれていたのだ。

　一いつ方ぽう、サイベルとニンの方に向かった連中には、より無む残ざんな運うん命めいが待っていた。

　慈じ悲ひの剣が空気を裂さいてしなり、襲いかかろうとする男たちの皮ひ膚ふを傷きずつけて速そつ効こう性せいの猛もう毒どくを体内に送り込む。

「……私はシャインデルほど甘あまくはないわ」

　自分の身に何が起きたのかを知る前に、ならず者たちは次つぎ々つぎと絶ぜつ命めいしていった。

　また、

「ついてねえぜ！」

　と、言いながらダル・ハーも、ニンやフロランドに迫せまるならず者どもの頭を戦せん斧ぷで叩たたき割わる。

　二十人にも満たないならず者は、サイベルたちの敵ではなかった。あっという間に全滅し、残りはアマリエひとりとなる。

　だが……。

「いい腕ね」

　倒れたならず者には目もくれず、アマリエはシャインデルに称しよう賛さんの視線を送った。

「一いつ見けん、力押しだけの間ま抜ぬけかと思ったけれど、技わざの切れはいいわ。それに状じよう況きよう判はん断だんも的てき確かくね」

「と、思ったら退たい散さんするんだな」

　面白くもなさそうにシャインデルは言った。

「キムリをこんな目に遇あわせたお前相手じゃ、俺も手て加か減げんはできないぜ」

「忠ちゆう告こくは感かん謝しやするけど……」

　アマリエは肩かたをすくめる。

「これからが楽しいのよね」

　アマリエは豊かな胸むねの前で腕を十じゆう字じに組み、増ぞう幅ふくした〝呪波〟を解かい放ほうした。

　すると、彼女の胸むな元もとから、キラキラと妖あやしく輝かがやく金色の粒りゆう子しが飛び出し四方に散る。

　一いつ瞬しゆんの後のち、その光の粒子のひとつひとつが小さな蝶ちようとなり、シャインデルたちに群むらがった。

「何の真ま似ねだ？」

　シャインデルは鉄杖の重心を握ると、凄すさまじい速度で回転させて迫りくる蝶を叩き落とす。
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「毒どく!?」

　蛇じや神しんの修しゆう道どう院いんであらゆる種類の毒について教え込まれたサイベルは、慎重に絹きぬの布ぬので口と鼻を覆おおって姿し勢せいを低くし、ニンやフロランドに自分を真似るように視線で示す。

　ムアンマルとダル・ハーもこれに従う。

　鱗りん粉ぷんを撒まき散らし、音もなく落ちてゆく胡こ蝶ちようの群むれ。

　だが、蝶は光の粒つぶから絶たえ間まなく生まれ続け、一いつ向こうにその数を減へらさない。

　そのうちに、シャインデルは鉄杖がずっしりと重くなってきたように感じ始めた。

　指ゆび先さきの感覚が凍こごえ切ったように鈍にぶり、視し界かいも暗くなってぼやけだしてくる。

「身体からだが……痺しびれ……？」

　シャインデルの足は、ようやく立つことを覚おぼえた赤あか子ごのようによろめく。

　同じような痺れは、サイベルやダル・ハーも感じ始めていた。

　全身が鉛なまりのように重く、倦けん怠たい感かんが波のように襲ってくる。

　細こまかな鱗粉は口を覆った布の目を通り抜け、肺はいに吸すい込まれていたのだ。

「これがわたしの〝胡蝶の夢〟……。ゆっくりお休みなさい、永遠に」

　アマリエは、今にも床に沈しずみ落ちようとするシャインデルにウインクした。

　その時。

「いけませんね」

　勝利を確信したアマリエの背はい後ごで、静かな声がした。

　それは耳に慣なれた声だった。

「……？」

　アマリエは、声が聞こえてきた方向を振ふり返った。

　そして、その目に入ったのは……。

「ハイン？」

　扉とびらの向こうからのぞく声の主ぬしは、温おん厚こうそうな美しい青年だった。

　戸こ外がいの闇やみと宿のランプの明かりで濃こい陰いん影えいのついたその顔は、紛まぎれもなく三神しん官かんのひとり、ハインのものだった。

「ここにくるなんて……どうして？」

　アマリエの困こん惑わくをよそに、その青年は〝呪じゆ波は〟を発動させた。

「……風が……幻まぼろしを打ち破やぶる」

　突とつ然ぜん、強い風が巻き起こり、宿の外で降ふり続けていた大粒の雨が半はん壊かいした扉から吹ふき込んできた。

　雨は海岸に打ちつける荒あら波なみのようにザザザッと音を立てて降り込み、酒さか場ばの床を水みず浸びたしにする。

「何をするの！　やめて！」

　アマリエは激はげしく吹きつける雨あま粒つぶに顔を伏ふせた。

　雨を浴あびた金色の蝶の群れは、羽は根ねを濡ぬらされて次々と床に落ちると、手の上に降り落ちた粉こな雪ゆきのように溶とけてゆく。

「蝶を打ち払っても駄だ目めです！　猛もう毒どくの鱗粉が飛び散るだけだ、術じゆつ者しやだけを狙ねらって！」

　青年の声に、シャインデルは意識をはっきりさせるように頭を振り、先ほどまで蝶の群れの向こうに隠かくれていたアマリエの姿すがたに向けて鉄てつ杖じようを投げつけた。

「……ハイン、どうして？」

　ハインが自分に〝呪波〟を向けたことに愕がく然ぜんとしていたアマリエは、これを避よけられない。

　鉄杖の先せん端たんが鳩尾みぞおちに深く食くい込んだ。

　女おんな魔ま道どう士しの軽い身体は宙ちゆうを舞まい、壁かべに叩たたきつけられる。

「ゴホッ！」

　アマリエは口から血を吐はくと、そのまま床に崩くずれ落ちた。

　彼女が意識を失うと同時に、残っていた金色の蝶も光となって搔かき消える。

　流りゆう血けつと雨に洗われる床には、ならず者たちの死体と意識を失ったアマリエが横たわるのみだ。

「……無ぶ事じか？」

　シャインデルはやっとのことで鉄杖を拾ひろい上げると、それで身体を支ささえながらサイベルたちを振り返る。

　胸が焼けるようだが、どうやら致ち命めい的てきな量の鱗りん粉ぷんを吸い込むことは避さけられたようだ。

「……私はね」

　サイベルは腕うでの中のキムリに視線を落とし、冷ひえゆく身体を温めるように強く抱だき締しめた。

「こ、恐こわかったです～」

　ニンのスカートにしがみついていたフロランドはガチガチと歯を鳴ならす。

「やったじゃねえか！」

　咳せき込みながら立ち上がったダル・ハーがシャインデルの肩かたを叩いた。

「お見み事ごと」

　ムアンマル老人も唸うなった。

「いや、俺おれの手て柄がらじゃない」

　と、シャインデルが頭かぶりを振ふった時。

「……間まに合ったようね」

　ずぶ濡れの影かげが二つ、サイベルたちの前に現われた。

　ひとりは銀ぎん髪ぱつの長身の女。

　もうひとりは先さきほど〝呪波〟を放はなった、白いローブをまとった小こ柄がらな金きん髪ぱつの若者だ。

　若者は、古びた木製の棺ひつぎを引きずっていた。

　身長を別にすれば、吃驚びつくりするほどハインによく似ている。

　アマリエが見み間ま違ちがえるのも無む理りはなかった。

「アマラ？　それにセイル!?」

　サイベルは目を細ほそめて二人を見た。

　女は『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』に身を置く女おんな占うらない師しで、〝一の神〟の巫み女こアマラ。

　若者は、異い端たんと虐ぎやく殺さつの罪つみで至し神しん智ち教きよう団だんから追おわれる魔ま道どう士し、セイル・グレイだった。

「この宿の裏うらに停とめてあった、派は手でで悪あく趣しゆ味みな馬車に気がついたの」

　アマラは言った。

「シャインデルさんでしたね、確たしか？」

　セイルは戦士を椅い子すに座すわらせると、胸に手をかざした。

　アムサールの港みなとに傭よう兵へいを乗せた船せん団だんが到とう着ちやくした時に、二人はわずかな時間、顔を合わせたことがあった。

　無む論ろん、その時、シャインデルはセイルが賞金首の魔道士だとは知らされなかった。アマラには、仲間の芸人のひとり、セイル・ブロンディングとして紹しよう介かいされただけだった。

　そして、その後すぐにシャインデルと傭兵団はミシュハバードに向かって出発し、セイルとアマラは『ティーズの驚異の一座』を待つためにアムサールに残ったのだ。

「悪あしき小さな火を……闇やみに」

　セイルの右手が、緑の淡あわい輝かがやきを帯おびる。

「……至神智教団の魔ま法ほう……〝呪波〟？」

　それを見てニンがつぶやく。

　すぐに、ゼイゼイいっていたシャインデルの呼こ吸きゆうが噓うそのように楽らくになった。

「ふう……、感謝するぜ、セイル・ブロンディング」

　シャインデルは言った。

「随ずい分ぶんと早かったな」

「再会の挨あい拶さつは後あとよ、セイル！」

　サイベルが切せつ迫ぱくした声で魔道士を呼んだ。

「お願い、この子を！」

　彼女は腕の中のキムリをセイルに見せた。

　すでに少女の小さな胸は動きを止めていた。

　ただ、まだかすかな温ぬくもりがその身体には宿やどっている。

「……サイベル、残念だけど」

　キムリの様よう子すをのぞき見たアマラは頭を振った。

「手て遅おくれなんて言わせない！」

　サイベルはセイルの胸むなぐらを乱らん暴ぼうにつかんだ。

「あなた、マギの杖つえを受けた最高の魔道士なんでしょ!?　千ち切ぎれた私の指をくっつけて、黒こく竜りゆうを撃うち落として見せたじゃない!?　この子を助けることぐらい訳わけないでしょ!?」

「……本当に可能なら、俺からも頼たのむ、セイル」

　と、シャインデルも頭を下げる。

　セイルは黙だまってキムリの身体を抱き取り、テーブルの上に寝ねかせた。

　それから、木製の棺の方にゆくと、傍かたわらにひざまずいてその蓋ふたに手を置いた。

　すると、頑がん丈じように閉とじられているように見えた蓋は、軋きしみの音を立てることもなくフワリと開き、中に横たわる金髪の女性の木ミ乃イ伊ラがあらわになる。

　純じゆん白ぱくのドレスと銀のティアラを身に着つけた木乃伊の手には、一本の杖が握にぎられている。

　セイルの身長よりやや短めの漆しつ黒こくの杖。

　その表面には命あるもののように瞬またたく無数の小さな輝きがちりばめられている。

「……イフィー、お願いします」

　セイルの呼び掛かけに応じ、木乃伊は杖を握った手を掲かかげた。

「セイル、駄だ目め！」

　そう叫さけんで彼の腕うでにしがみついたのはアマラだった。

　彼女は知っていた。

　マギの杖が術者の生命を〝呪じゆ波は〟に変える危き険けんな杖であることを。

　すでに何度もこの杖を使ってきたセイルの命が、残り少ないという事実を。

　だが、魔道士の若者は杖を握ると、アマラの手をそっと振り解ほどいてキムリのところに戻もどる。

「我わが命を……幼き魂たましいの再生の炎ほのおに」

　セイルはマギの杖をキムリの胸の上にかざした。

　突とつ然ぜん、旋つむじ風かぜが巻き起こり、その中心にあったキムリの身体がほんの少し宙に浮うき上がった。

　風の渦うずは次し第だいに虹にじ色いろに輝かがやき始め、やがて、正せい視しできないほどの明るさとなってキムリを包み込んだ。

　そして……。

　突然、輝きが止やんだ。

「あら～っ！」

　最初に驚おどろきの声を上げたのはフロランドだった。

「キムリさんの怪け我がが～！」

　ほぼ全身を覆っていた傷が、薄うすいピンク色の痕あとを残しただけで癒いえていた。

　乾かわいた赤あか黒ぐろい血に汚よごれてはいるが、鼓こ動どうも正確に刻きざまれ、呼吸も安定している。

　キムリは穏おだやかな表情で小さな寝ね息いきを立てていた。

「大した男だ」

　シャインデルは素す直なおに感かん嘆たんする。

「こんな完かん璧ぺきな施せ術じゆつは初めて見る」

　彼は胸に右手を当てて、アゼラ軍人式の最高の敬けい意いをセイルに示した。

「感謝するよ、セイル・ブロンディング、……いや、セイル・グレイか」

「この方かたも……味方についてくだされば」

　つぶやくようにニンは言う。

　だが、セイルはそんな声など耳に入らぬ様よう子すで、今度はアマリエのところに行って、緑の輝きを帯びた手を彼女にかざした。

「な、何をなさる！」

　ムアンマルが目を剝く。

「そ奴やつは敵ですぞ！」

「確かにあなたたちにとっては敵でしょうが、戦いは終わり、彼女は生きています」

　セイルは平へい然ぜんと手当てを続けた。

「やめなさい、セイル！　その女がこの子を！」

　サイベルが強ごう引いんに止めようとするのを、シャインデルが腕をしっかりと握って制せいする。

「放はなしなさい！」

「キムリはこの男のおかげで助かったんだ、好きにさせてやれよ。……なあ、アマラ」

　シャインデルはアマラの方を振り返った。

　キムリが生きているのなら、シャインデルとしては女性を殺すことは本ほん意いではない。

　だが……。

「……アマラ？」

　シャインデルは女おんな占うらない師しが顔を伏ふせ、肩を震ふるわせているのを見て眉み間けんにしわを寄せた。

「どうした？」

「…………」

　アマラは黙って頭かぶりを振ふった。

　マギの杖つえの秘ひ密みつとセイルの命のことを、他の人間に話すつもりはなかった。

　このことを知っているのはごく少数、セイルの命が尽つきようとしていることを知っているのは本人を除のぞけば彼女ひとりだったのだ。

「これで大だい丈じよう夫ぶ」

　セイルは手当てを終えると、大きく息をして椅い子すに座り込んだ。

　全身の筋肉が疲ひ労ろうし、立っていられないくらいだが、それを悟さとられないように笑え顔がおを浮うかべる。

「セイル……」

　アマラはその笑顔に胸が締しめつけられる思いがした。

「大丈夫ですよ。ほら、泣なかないで」

　セイルは立ち上がると、彼女のそばまで行って涙なみだに汚れた頰ほおを指で拭ぬぐった。

　それがセイルにどれほどの苦く痛つうを強しいることなのかを、アマラは知っていた。

　だが、今、セイルはアマラだけのために、それを堪こらえている。

　これほどの幸福と悲しみを、アマラは知らなかった。

「……ともかく、ここは三神官に知られてしまったようじゃ。早そう々そうに引き払はらった方がよいですな」

　ムアンマルがニンに告つげた。

「そうですね。……護ご衛えいの者たちはどうしたのでしょう？」

　ニンは彼らがひとりも見当たらないことを憂ゆう慮りよする。

「残らず殺やられていたわ」

　目を赤く腫はらしたアマラが言った。

　すでに涙は止まっていた。

　セイルがあくまで自分の死が近いことを隠かくそうとするのなら、最後までそれにつき合う覚かく悟ごを決めたのだ。

　毅き然ぜんとしたいつものアマラが、しばらくぶりに復ふつ活かつしていた。

「ここに踏ふみ込む前に片かた付づけていたのね」

「……亡なき骸がらを葬ほうむる時間はありますか？」

　ニンは悲しみに満ちた声でムアンマルに尋たずねる。

「…………」

　ムアンマルは無む言ごんで頭を横に振った。

「それから」

　アマラはさらに凶きよう報ほうを伝えなければならなかった。

「街まちの近くの平へい原げんで数えきれないほどの白はつ骨こつと馬車の残ざん骸がいが」

「生き残りは？」

　シャインデルが尋ねる。

「残念だけど……」

　馬さえも白骨と化かしていたのだ。逃にげのびた者がいる可か能のう性せいは皆かい無むに近い。

「〝呪波〟を用いたようですが、僕ぼくの知っている攻こう撃げき魔ま法ほうによるものではありませんね」

　と、セイル。

「あれがそこにいる女性の仕し業わざだとしたら、僕たちは非ひ常じように運が良かったことになります。シャインデルさんひとりと見て、彼女が油ゆ断だんしたのが敗はい因いんですね」

「相あい変かわらず、他ひ人と事ごとのような言い方ね」

　サイベルが眉まゆをひそめる。

「……でも、助かったわ、ありがとう」

「げげっ、サイベルが礼を！」

「ご主人さまがヘンです～！」

　ダル・ハーとフロランドが驚おどろきの声を上げる。

「……二人とも、クビにするわよ」

　サイベルはジロリと二人をにらんだ。







　第三章　胎の中へ







　エレネイ半島の北の果はて……。

　人間の世界から切り離はなされた山々の奥おくに位置する妖よう精せい郷きようで、エレネイ最後の妖精族、オルムは薬やく草そうを煮に詰つめる鍋なべの前で微ま睡どろんでいた。

「……久ひさしいのう」

　オルムは背はい後ごに気け配はいを感じて目を開いた。

「二百五十年ぶりだよ」

　背後に立っていた男は、鍋を挟はさんでオルムの正しよう面めんに座すわった。

　背の高い金きん髪ぱつの美しい青年で、驚おどろいたことに全身がかすかな輝かがやきを帯おびている。

「〝古き民たみ〟にとってはつい昨日きのうのことだろうが、長おさよ？」

　オルムは手にしていた小こ枝えだを炎ほのおの中に放ほうりこむ。

「……雪が深くなってきたな」

　アールヴの長は、見み事ごとな刺し繡しゆうが施ほどこされた外がい套とうを脱ぬいだ。

「我わが民がエレネイにいた頃ころは、このあたりも緑に満ちていた」

「月げつ蝕しよくの時が近いのだ。仕し方かたあるまい」

　小枝が爆はぜて、オルムは目を細ほそめた。

「すでにこの地は我われ々われの物ではないのだ」

「ああ。エレネイはまさに我々にとって揺ゆり籠かごだった」

　アールヴの長はうなずく。

「〝若き民〟も、いつかはこの揺り籠から旅立つのだろう」

「この試し練れんを乗り越こえれば、な」

「……オルムよ」

　長は尋たずねた。

「何なに故ゆえ、〝一の神〟は〝若き民〟を選ばれたのだろう？　何故、我々や妖精族は選ばれなかったのか？」

「友よ」

　オルムは言った。

「創そう造ぞう神しんエルが神かみ々がみ自身に似にせて創つくられた三つの民のうち、おぬしら〝古き民〟は神に近づきすぎている。〝彼女〟の前に出れば、おぬしらは平へい伏ふくしてその意志に従うことしかできぬだろう。わしら〝秘ひ密みつを知りし民〟は、神の前では畏おそれ、震ふるえることしかできぬ。真しんに〝道〟を選ぶことができるのは〝若き民〟だけなのだよ」

「だが、果はたして期待できるのか？」

「わしは何人か〝若き民〟を見てきた。わしはあの連れん中ちゆうを信じるよ。おぬしも期待を持つからこそ、あの民にマギの杖つえと魂たましいの指ゆび輪わを託たくしたのだろう？」

「そして、あなたは炎の鉄てつ杖じようと氷の剣を……」

　アールヴの長は微ほほ笑えんだ。

「ここで一いつ緒しよに見とどけても構かまわないかな、月蝕の刻ときを？」

「無む論ろんじゃ、古き朋ほう友ゆうよ」

　オルムは熱あつい薬やく湯とうを注ついだ杯さかずきを差し出した。
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　さて、シャインデルとセイル、サイベルがアマリエを撃げき退たいした頃ころ……。

　リックとピュティアは、〝悪あく魔まの胎はら〟の黒い門をくぐっていた。

　蛇へびの背のように曲がりくねった山道をたどって着ついた〝悪魔の胎〟は、巨きよ大だいな蟻あり塚づかにも似た岩がん塊かいに通路を穿うがち、居きよ住じゆう可か能のうにした一種の城じよう塞さいだった。

　厚あつい鋼こう鉄てつの扉とびらの前に立った時、ピュティアはその禍まが々まがしい姿すがたを見上げて身み震ぶるいした。

「気き味みが悪いね。まるで生きてるみたい」

「そうかも知れんな」

「……もう」

　ピュティアはジロリと相あい棒ぼうをにらんだが、リックの方は別にふざけて言った様子もない。

（……リック、本当にオリヴィエたちの仲間になる気なのかな？　……そんなことないよね、きっと何か考えがあるんだよね？　今までだってそうだったじゃないか、リックはきっと、馬ば鹿かなあたしじゃ分からないことを考えてるんだよ。そうだよ、そうに決まってる。……でも、だったらあたし、なに心配してるんだろう？）

　ピュティアはチラリと黒こく衣いの剣けん士しを見上げ、心の隅すみにこびりついて離はなれない不安を強ごう引いんに振ふり切るようにブルブルと頭を振った。

　やがて……。

　二人が門の前に立って静かに待っていると、見み張はりが高たか窓まどから顔を出して、二人の来らい訪ほうの目的を問とい質した。

　リックが名な乗のり、ダイモニオンの名を告つげると、黒い門はゆっくりと、だが音もなく開かれる。

　門の向こうでは、鋲びよう付つきの棍こん棒ぼうで武ぶ装そうした十人ほどの男が待っていた。全員が鎖くさり帷子かたびらと頰ほお覆おおいのない青せい銅どうのバシネット型兜かぶと、それに皮かわ製せいの胸きよう甲こうを身に着けている。

　リックとピュティアはここで黒馬と武器を預あずけると、さらにもうひとつの門をくぐった。

　厳げん重じゆうな警けい戒かいのもと、二人は男たちに随ずい伴はんされて、迷めい路ろのような回かい廊ろうをかなりの時間歩かされた。

　ピュティアが何度目かの文もん句くを言いだそうとした時、一いつ行こうはこの城塞の中心部と思われる大おお広ひろ間まに出た。

　一周五百歩程てい度どの、ほぼ円形の部へ屋やに、リックたちが通ったものを含ふくめて扉が四つ。

　薄うす暗ぐらい室内にうごめいている人ひと影かげの数は、全部で二十から三十ほどであろうか。

　空気は妙みように湿しめっていて、生なま暖あたたかい。

　ぬらぬらとした壁かべや天てん井じようは歪ゆがみ、この空間が人工の物であることを感じさせない。

　ここは、まさに〝悪魔の胎〟の名に相応ふさわしい場所だった。

「こっちだ」

　リックは案内の男たちに、広間の中央へと引き出された。

　左右と後方をそれぞれ、七、八人の武装した男たちが塞ふさぐ。統とう制せいの取れた動きだ。

　おそらく、ここにいるのは〝悪魔の胎〟の中でも三神しん官かんの信しん頼らいの厚い連れん中ちゆうなのだろう。

　リックはそう判はん断だんし、前方に目を遣やった。

　正面には一段高くなった長方形の台だい座ざがあり、その上に玉ぎよく座ざのような椅い子すが三つ、据すえられている。

　その椅子の背後、やや左には巨きよ大だいな鉄製らしい釜かまがあり、何の意味があるのか、ぐらぐらと湯ゆが煮にえ滾たぎっている。

　壁に掲かかげられている松明たいまつの明かりのため、逆光になってよく見えないが、椅子の上にはそれぞれ人の座ざしている影があった。

「……三神官、かな？」

　ピュティアはリックにささやく。

　おそらく、というようにリックは軽くうなずいた。

「よく来たな」

　向かって右側の椅子に座すわっていた影が立ち上がった。

　リックよりも頭二つは背の高い巨人である。

「随ずい分ぶんと待たされた気がするぜ」

　巨人は光の当たる場所まで進み出ると、醜みにくい顔を歪ゆがめるようにして笑った。

「ダイモニオン！」

　ピュティアは、ほっとした声を発した。

「よお、小さなお嬢じようちゃん」

　巨人はピュティアを片手で軽かる々がると持ち上げると、頰に口づけをした。

「相あい変かわらず元気そうだな」

「あんたもね！」

　ピュティアは笑った。

　三神官の中で、このダイモニオンだけはリックとともに戦ったことのある仲間である。

　そして、顔からは想像もつかぬ彼の人ひと柄がらの良さを、ピュティアはよく知っていた。

「……ハインやオリヴィエとは、やり合う羽は目めになったそうだな？」

　ダイモニオンは少女を抱かかえたままリックを見み下おろし、気き不ま味ずそうな口く調ちようで言った。

「ああ」

　リックは皮ひ肉にくげな笑えみを浮うかべる。

「殺されかけた」

「すまなかった。俺おれがあんたのことを話したら、二人とも興きよう味みを持ってね。自分で腕うでを確たしかめたくて堪たまらなくなったらしい。そうなると二人とも、まるでガキでな」

「その節せつは、どうも」
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　中央の玉座の男が立った。

「やはり、あなたは生き延のびた。ダイの目に間ま違ちがいはなかったようです」

　ハインだった。

　見れば見るほどセイルに似たこの青年は、リックに向かって頭を下げた。

「あなたを試ためしたことを謝しや罪ざいします。あなたをこの〝神の門〟に正式な同どう志しとして迎むかえ入れたい。いや、そうしてくれるように請こおう」

「〝神の門〟？　ここ〝悪魔の胎〟じゃないの？」

　ピュティアがダイモニオンに尋たずねる。

「そりゃ俺たちを憎にくむ街まちの人間の呼び名だな。……仕し方かたないがね」

　巨人は頭かぶりを振ふった。

「私は真実を知るためにここにやってきた」

　リックはハインに向かって言った。

「事情を語ってくれるのだろうな？　なぜ、お前たちがこの街で血に塗まみれた仕事に手を染そめているのか」

「ええ。もちろん」

　ハインは大きくうなずいた。

「ぜひ、知ってもらわなくては。この世界の危き機きが迫っていることをね。実じつは……」

　と、魔ま道どう士しが続きを語ろうとした時。

「……ハイン」

　左の椅子から男が立ち上がった。

「まだ早い。俺はこの男をもう一度試したい」

　暗あん灰かい色しよくの服をまとったその男は、冷つめたい瞳めでリックを見た。

「オリヴィエ……」

　ダイモニオンの腕の中でピュティアは身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　アムサールの街で戦ったこの竜りゆう使つかいは、すんでのところでサイベルの命を奪うばうところだったのだ。

　サイベルの話によると、オリヴィエは蛇じや神しんの修しゆう道どう院いんを焼やき払はらい、彼女の友人を皆みな殺ごろしにした仇かたき。

　こと、このオリヴィエに関しては、ピュティアはまったく好意を持てなかった。

「……オリヴィエ」

　ハインが眉まゆをひそめた。

「一度、手合わせしたのでしょう。それで十分ではないのですか？」

「あの時は三人がかりだった。公平な勝しよう負ぶとは言えない」

「……そうだな」

　リックも同意する。

「こちらはいつでもいいぞ」

「おいおい、止よしとけ、フレオリック。こいつの酔すい狂きようにつき合っていたらキリがないぞ」

　ダイモニオンがピュティアを下ろし、二人の間に割わって入る。

　だが……。

「しょうがありませんね。いったん言い出したら聞かないのですから」

　ハインは肩かたをすくめると、部下に命めいじた。

「客きやく人じんとオリヴィエに得え物ものを貸かしてください」

　部下の中から二人が進み出て、自分たちの剣をリックとオリヴィエに差し出した。

「おい、ハイン！」

　抗こう議ぎするダイモニオン。

「殺し合いはなしです。二人とも了りよう解かいしてください。でなければ始めさせませんよ」

「よかろう」

　オリヴィエは剣を振ってみながら了解する。

「ああ」

　リックも渡わたされた剣を確かめる。

　青せい銅どう製。お世せ辞じにも名めい剣けんといえる代しろ物ものではないが、よく手入れがしてある。

　彼自身の剣、氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられたグリードよりもやや短い、軽めの剣だ。

「リック、やるの？」

　ピュティアは不安を隠かくしきれない様子でリックの顔をのぞき込む。

「すぐに済すむ」

　リックは少女を下がらせた。

「さあ」

　ハインが促うながすと、二人は十分な距きよ離りを取って対たい峙じした。

　リックは中段、やや高め。切きっ先さきを相手のアゴにつけるように構かまえる。

　対するオリヴィエはこれを見て、重心を低くし、剣けん先さきを地面スレスレに下げた。体重は両方の足に平等に乗せ、左右どちらにも機き敏びんに移動できるようにする。

　二人とも、まだ自分の間ま合あいを取るには至いたっていない。

　お互たがいに踏ふみ込むことができないのだ。

　リックがジリッと半歩前に出ると、オリヴィエがすっと半歩下がる。

　オリヴィエが一歩足を前方に滑すべらせるようにして出すと、リックは同じ歩ほ幅はばだけ軽く跳はねて後こう退たいする。

　この繰くり返しが、かなりの時間続いた。

　二人とも、以前の戦いから不用意に距離を詰つめる危き険けん性せいを感じていたのだ。

　リックはオリヴィエの剣が、多数を相手にするのに適てきした戦場の剣けん術じゆつ──リック自身の師し匠しようである剣けん聖せいロヴァルの刀とう法ほうと同じ流れを汲くむ剣術──であることを悟さとっていた。

　ただ、ロヴァルの剣は、ひとりの天才が無数の決けつ闘とうの果はてに、個こ対個この戦いでも威い力りよくを発はつ揮きするよう研けん鑽さんと工く夫ふうを重ねた技わざの体けい系たいである。

　一方のオリヴィエの剣は荒あら削けずりで、膂りよ力りよくと速さがすべて。

　リックの方が、こうした場面での選せん択たく肢しは多いはずだった。

　しかし……。

　実際に攻せめあぐねていたのはリックの方だった。

　膂力と速度だけといっても、その二つが桁けた外はずれの物であることを、リックはアムサールでの戦いで知っていた。

（……抜ぬき打ち。抜き打ちなら、速さ勝負でも負まけないよ！）

　ハラハラしながら戦いの様子を見つめていたピュティアがそう心の中で声を上げると、リックはこれに応こたえるかのように剣を鞘さやに戻もどした。

　一いつ瞬しゆん、眉まゆを曇くもらせたオリヴィエは、すぐにリックの意い図とに気がつき、剣を握にぎる右手の薬くすり指ゆびと小こ指ゆびに力を込める。

　時を置かず、リックは右肩から体当たりをかけるようにして、オリヴィエに向かって突とつ進しんした。

　オリヴィエが逆ぎやく袈げ裟さに剣を振り上げて濁にごった空気をギュンと切り裂さくのと、リックが抜ばつ刀とうしながら低く跳ちよう躍やくして薙なぎ払はらったのとが、ほぼ同時だった。

　稲いな妻ずまのような速度で交差する二人。

　リックがオリヴィエの後方に着ちやく地ちすると、二人はそのまま凍こおりついたように微び動どうだにしなかった。

　そして、ひと呼こ吸きゆう半はん後……。

　リックの肩から血が滴したたり、膝ひざがガクリと落ちた。

　振り返ったオリヴィエは、リックの後こう頭とう部ぶに狙ねらいを定めて剣を高く掲かかげる。

「そこまでだ！」

　ダイモニオンが声を張はり上げた。

「殺すな！　俺おれが許ゆるさん！」

「…………」

　オリヴィエは剣をピタリと止めると、クルリと回して鞘に収めた。

「……分かっているさ、ダイ」

　彼は肩の力をすうっと抜き、剣を鞘ごと部下に投げ返すと、そのまま椅子に戻った。

「手当てを。部屋を用意する」

　ダイモニオンはピュティアに告げた。

「ひどいよ！」

　ピュティアは巨人をにらむ。

「大した傷きずではない」

　リックはピュティアを制せいして立ち上がった。

「……これで納なつ得とくしましたか、オリヴィエ？」

　ハインが竜使いの剣士の顔をのぞき込むと、彼は黙だまってうなずき、大きく息をついた。

「これで三神官の意志が一いつ致ちしました。どうか、我々の力になってください、ヤーバシアのフレオリック」

　ハインは再度、リックに向かって頭を下げた。

「ルシアス！」
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　ダイモニオンが呼び掛かけると、部屋の隅すみにいたみすぼらしい格かつ好こうの少年が進み出た。

　ピュティアより少し年下だろうか。

　かなり小こ柄がらだが、その分、はしっこそうだ。

「二人を空あいている部屋に案内してやれ。手当ての薬を持ってな」

　少年は目にかかりそうな髪かみを搔かき上げてうなずくと、アゴをしゃくってリックたちについてこいと合図した。

「……こっちだぜ」

（何、こいつ！　態たい度どのでかいガキ！）

　ピュティアは憤ふん慨がいしながらも、リックを支ささえて少年に続いた。

「…………」

　二人が大おお広ひろ間まから消えるのを見とどけると、ハインはオリヴィエを振り返って整ととのった眉をひそめた。

「冷静さを欠かいていましたね。あなたらしくもない」

「分かっているのか!?　殺すところだったんだぞ！」

　ダイモニオンも、椅子にドスンと腰こしを下ろしながらオリヴィエを責せめる。

「殺す？　とんでもない。……見ろ」

　オリヴィエは天てん井じようを見上げたまま、ふっと皮ひ肉にくな笑えみを浮うかべ、自分の右みぎ袖そでを指さし示した。

「本気でかからなければ、こっちが殺やられていた」

「それは？」

　ハインが目を遣やると、オリヴィエの暗あん灰かい色しよくの服のその部分に、スッパリと切れ目が入っていた。

「さっきの立ち合いでは、奴やつは普ふ段だん自分が使っているものより短い剣を使っていた。奴が自分の剣を使っていれば、俺の剣が肩をかすめる前に俺の利きき腕うでは飛んでいた」

「まさかそれほど単たん純じゆんにはいかないでしょう。あなただって自分の剣を使わなかった。実戦となればあなたは負けない」

　ハインは頭かぶりを振り、それから後ろの煮にえ滾たぎる大おお釜がまに視線を向けた。

「……それに、イザとなったらあれを使うという手もあります」

「あいつは味み方かただ。二度と剣を交まじえることはない」

　ダイモニオンは不ふ機き嫌げんそうに頭を振った。

「奴が本当に味方になれば、確かに心こころ強づよいだろう」

　と、オリヴィエ。

「……疑うのか？」

　ダイモニオンはしかめっ面つらになる。

「いいや」

　オリヴィエはそっけない。

「ところで、アマリエはどうした？」

「まだ、遊び足たらないようでしたのでね。彼女には街に入り込んだ傭よう兵へいの残ざん党とうの始し末まつを任まかせました。念のため、何人か手の空あいていた連れん中ちゆうをつけたのですが……。遅おそいですね」

　ハインの顔を心配そうな表情がよぎる。

「あの娘むすめは殺しを楽しむ傾けい向こうがある。誰だれに似たのかな？」

　ダイモニオンは露ろ骨こつにオリヴィエを見た。

「どれほど憎にくまれ、蔑さげすまれようと誰かがやらねばならぬ仕事だ。楽しみながらできるのなら、それに越こしたことはない」

　オリヴィエは肩をすくめてやり過ごす。

「まったく、あなたがたは仲が悪いのかいいのか……」

　二人の間に座るハインは、憂うれいのため息をついた。

「だが、月げつ蝕しよくも迫せまっています。ようやく、その刻ときを迎むかえるのです。各おの々おの、為なすべきことを全まつとうするように専せん念ねんしなくてはなりません」

　真しん剣けんな表情になった巨人と竜使いの剣士は、無言で魔道士にうなずき返した。




　一いつ方ぽう、ハインらのいる広間から長い螺ら旋せん状の道を下くだった一室で……。

「痛いたくない？」

　ピュティアは大量の出血に顔を蒼そう白はくにしながら、リックの肩かたの傷を縫ぬっていた。

　二人に与えられた部屋は、岩を削けずり出した寝しん台だいが二つと、椅子が二脚きやく、木製のテーブルと燭しよく台だいだけが置かれた、窓のない質素な空間だった。

「痛くはないが、丁てい寧ねいにやれ。多少の無む理りは利きくようにな」

　寝台に腰こしを下ろしていたリックは、半なかば目を閉とじて注ちゆう文もんをつける。

「……あいつ、強かったね」

　手を休めずにピュティアは言った。

「そうだな。逆ぎやく袈げ裟さに振り上げてきて、そこから突つきに入はいるまでの動きは完全に見み切きったつもりだった。だがその後の、刃やいばを返しての片手打ち下ろし。これがまるで見えなかった」

「あたしには斬きり上げてきたのしか分からなかったけど……」

　ピュティアは考え込む。

　なるほど、単純に斬り上げただけなら、肩に負ふ傷しようはしない。

「ねえ、あいつとは二度とやって欲ほしくないよ。もう一度戦ったら……」

　ピュティアは、命がないかも知れない、という言葉を辛かろうじて吞のみ込んだ。

　だが、リックはあっさりとこれを認める。

「ああ。次には死ぬかも知れぬ」

「……もしかして、面おも白しろがってない？」

「いけないか？　一日のうちに、こう何人も手て応ごたえのある相手に出会えることは滅めつ多たにない経けい験けんだ」

「何人も……？」

　ピュティアははっと気がついた。

「シャインデル！　そうか！　リック、あの人とやり合いたくて、ニンの頼たのみを断ことわったんだね！」

「今いま頃ごろ分かったのか？」

　と、リックはこともなげに言う。

「だが、こちらに来てみれば、あのオリヴィエやハイン、ダイモニオンだ。やはりこの街は面白い。どちらについても手て強ごわい相手と戦える」

「……あんた、長生きできないね」

　ピュティアは冷つめたい調子で聞き流そうとしたが、どうしても声が震ふるえてならなかった。

　初めてピュティアがリックに出会った時、彼はまるで自ら死を求めているかのようだった。

　妃きさきであるヤズミナの命を結果的に奪うばうことになった悔かい恨こんが、ヤーバシアの元もと国王であるフレオリックを追おい込んでいたのだ。

　だが、ピュティアと旅を続けるうちに、彼は次し第だいに変わりつつあった。

　死に魅み入いられたリックにとって、単色の味あじ気けない空間にすぎなかった世界は、ピュティアとの心の触ふれ合いによって次第に色づきつつあったのだ。

　しかし……。

　アムサールの街でオリヴィエと剣を交えてから、リックは以前の彼に戻もどってしまったかのように見えた。

　黒こく竜りゆうに乗った非ひ情じようの戦せん士しオリヴィエ。

　彼は、ピュティアと出会う前のリックそのもの。

　このオリヴィエとの出会い以来、リックの口は再ふたたび重くなり、ピュティアが目の前ではしゃいで見せても何の反はん応のうも示さなくなった。

　毎夜、悪あく夢むにうなされることも増ふえていた。

（あの人の心は、もう半分こちらにあるもの……）

　グリードを鍛きたえ直した時に、水中で出会った不ふ思し議ぎな女性の言葉が思い出された。

　再び、死の魅み力りよくが彼を冥めい府ふに誘いざなっていることを、ピュティアは痛つう切せつに感じ取っていた。

「私から離はなれるのなら、今だぞ」

　リックは言った。

「……そうだね」

　ピュティアは乱らん暴ぼうに糸の端はしを引っ張った。

「……丁てい寧ねいにやれ」

　リックは顔をしかめた。

「だったら自分でやりゃあいいじゃないか！」

　少女が思わず声を荒あらげた時……。

　コンコン。

　扉とびらを叩たたく音がした。

「……開いてるよ」

　憮ぶ然ぜんとした声でピュティアが答える。

　と、扉が開いて、先ほどの案内の少年が剣を抱かかえて入ってきた。

「門のところで預あずかった得え物ものを持ってきたんだけど？」

「はいよ。そこらに置いといて」

　傷の手当てが終わらないピュティアは、そちらの方に目も向けないで告げる。

　少年は、リックの氷ひよう剣けんとピュティアの投げナイフを丁寧に壁かべに立て掛かけた。

「ご苦労さん」

　と言っただけで、手を休めないピュティア。

　だが、いつまで経っても、少年が部屋を出て扉を閉しめる気け配はいがしない。

「……？」

　不ふ審しんに思って顔をそちらに向ける。

　戸口のところには、棒ぼうのように立ってグズグズしている少年の姿すがたがあった。

「まだいたのかい？　そこで何してんのさ？」

　ピュティアは怪け訝げんな顔で尋たずねた。

「……せ、先生！」

　少年はピュティアの問といかけを無視し、その場に座すわり込んで手を突ついた。

「おいらに剣を教えてください！」

「ちょ、ちょっと！　寝ね呆ぼけてるんじゃないよ、坊ぼうや！　とっとと出て行きな！」

　リックの傷きず口ぐちに糸をつけたまま、ピュティアは立ち上がって少年を追おい払はらおうとする。

　少年は、その手を振り払った。

「うるせえ、ババア！　てめえに話してんじゃねえや！　おいらはそっちの先生と話しているんだよ！」

「バ……ババアだって！」

　ピュティアは頭がクラクラするほどの怒いかりを覚おぼえ、投げナイフを握にぎった。

「止よしておけ」

　リックがピュティアの手を押おさえながら少年を見る。

　こんな環かん境きようにいながら、邪じや気きのない、澄すんだ瞳ひとみをした少年だ。

　リックは尋ねた。

「剣ならば、なぜオリヴィエかダイモニオンに習わん？」

「あの人たちは」

　少年はうつむいた。

「下したっ端ぱのおいらのことなんか見てくれないよ。でも先生、あんたはオリヴィエと同じくらいに強いよ！」

「……そう見えたか？」

「ああ！　だからあんたの弟で子しになろうと決心したんだ」

「ちょっと！　駄だ目めったら駄目！　絶ぜつ対たいに駄目！　リックはもう弟子は取らないの！」

　ピュティアが二人の問に強ごう引いんに割わり込んだ。

「ちっ！　何なんだよ、お前は？　まさか、先生の奥おくさん？」

「ち、違ちがうよ！」

　ピュティアは頭かぶりを振ふった。

　普ふ段だんなら喜んでうなずき、それをリックがさも迷めい惑わくそうに否ひ定ていするところなのだが、今回はそうする気にはどうしてもならなかった。

「あたしは……リックの交こう渉しよう係がかりさ。リックの仕事はみんな、あたしが仕し切きることになってるんだ。……大だい体たい、あんたこそ何なんだよ！」

「おいらはルシアス。今は〝悪魔の胎はら〟に厄やつ介かいになってるけど、このミシュハバードで五本の指に入る盗とう賊ぞく様さまだ！」

　少年は胸を張はった。

「トーゾク？　泥どろ棒ぼうが剣なんか習ってどうするのさ？」

「……お前にゃ教えない」

　ルシアスは再びリックの方を向き直った。

「ねえ、リック先生、お願いです、弟子にしてください！」

「いい加か減げんに……フガッ？」

「少しは黙だまっていろ」

　リックはピュティアの口を手で覆おおうと、少年を見み下おろした。

「……ルシアスといったな？」

「はい！」

「悪いが……」

　リックは頭を振って見せる。

「私はここに長なが居いする気はないし、もう弟子を取るつもりはない。諦あきらめるんだな」

　それを聞いて、ざまあ見ろと言わんばかりにうなずくピュティア。

　少年はガックリと肩を落とす。

「……どうも、すいませんでした」

　ルシアスはフラフラと亡ぼう霊れいのように立ち上がって、出ていこうとする。

「ただし」

　リックは、落らく胆たんが露ろ骨こつに現われているその背せ中なかに向かってさり気げなく声をかけた。

「私は早朝、腕うでを鈍にぶらせないために毎日決まった時間、鍛たん練れんをする。例え、それを誰かが見ていて、技わざを盗ぬすもうとしても止める気はない」

「……！」

　ルシアスは振り返った。

「明みよう朝ちよう、鍛練によさそうな場所を教えにきてくれ。いいな？」

「はいっ！　ありがとうございます！」

　ルシアスは元気に返事をして、扉とびらを閉しめた。

　少しして、扉の向こうで歓かん声せいが聞こえてきた。

　リックはふっと微ほほ笑えむと、寝しん台だいに深く座すわり直した。

「……さて、手当てを続けてくれ、ピュティア。さっきから針はりがぶら下ったままなのが気になって仕方がない」




　ピュティアがブツブツ言いながらリックの手当てを終えてしばらく経たった頃ころ……。

　再び、扉を叩たたく音がした。

「またあ～？」

　ピュティアは頰ほおをひくつかせた。

　嫌いや々いやながらに扉を開あけると、そこには至し神しん智ち教きよう団だんに属ぞくする二人の魔ま道どう士しの姿があった。

「やはり、いらっしゃいましたな」

「グフ、しかしここは暑あついですねえ」

　口くち髭ひげをお洒落しやれに整ととのえた身ぎれいな中年と、醜みにくく太った汗あせだくの坊ぼう主ず頭あたまは、教団流の挨あい拶さつをリックにする。

「な～んだ、あんたたちか」

　ピュティアは鼻はなを鳴ならした。

「そういえば、ハインに会いに行くって言ってたよね」

　肥ひ満まんのゲールラッハと、異い端たん審しん問もん官かんである口髭の男アノーは、至神智教団の本ほん山ざんから、教団の創そう始し者しや、ハインのもとに使し節せつとしてやってきていたのだ。

　ゴフレドゥス派はに属するアノーに、ダレクの腹ふく心しんゲールラッハ。二人の目的は、ザモーラと教団の全ぜん面めん戦せん争そうを前に、ハインの指し示じを仰あおぐことにあったのだが、この時点でゴフレドゥスが失しつ脚きやくし、ダレクが教団の実じつ権けんを握にぎってしまっていることを彼らは知らない。二人の報告を待たずに、教団の本山はザモーラとの戦争の準じゆん備びにかかっていた。

「ハイン祖そ師しには面めん会かいがかないましたよ」

　アノーはうなずいたが、その表情は面会の結果が思わしくなかったことを示していた。

「一いつ笑しようにふされてしまいました、グフフ」

　ゲールラッハは脂し肪ぼうの厚くついた首をすくめた。

「祖師はザモーラと教団の戦いなど、ごく些さ細さいなことと思われているようですなあ」

「とんだ無む駄だ足あしでした」

　アノーは苦く笑しようし、それから声をひそめた。

「……あれから、セイルに会いましたか？」

「いいや」

　リックは頭を振る。

「だが、おそらくはそろそろ街に着く頃だ」

「傭よう兵へい隊たいと一いつ緒しよだった、ということはないでしょうねえ？」

　と、ゲールラッハが尋たずねる。

「ハイン祖師は今日きよう、反はん乱らん派はに雇やとわれた傭兵を一いつ掃そうしたそうですが……」

「な、何だって！」

　ピュティアが声を上げた。

　シャインデルが、傭兵部隊にキムリが同どう行こうしている、と言ったことを思い出したのだ。

「みんな、やられちゃったの!?　ち、違ちがうよね!?」

　ピュティアはアノーの襟えり首くびをつかんで激はげしく揺ゆすった。

「ぜ、全ぜん滅めつさせたそうです。……手を緩ゆるめてください！」

　アノーは目を白しろ黒くろさせる。

「キムリ……」

　少女は手を放はなして座り込んだ。

　以前に多少の行き違いはあったが、ピュティアにとってキムリは大切な友達だったのだ。

「……ゲールラッハ、かつて命を狙ねらったことのある男のことを心配するとは、どういう風の吹ふき回しだ？」

　リックは肥満の魔道士の目をのぞき込んだ。

「まあ、私のやることには、辻つじ褄つまの合わないことも……」

　ゲールラッハは目をそらしてそう言いかけたが、リックが欺あざむき切れる人間でないことを思い出し、真実を伝えることにした。

「彼は私たちにとっての切札なんですよ。うまく使えば、ダレク司し教きようも私を使い捨ての駒こま扱あつかいはできなくなる」

「兄きよう弟だい、私は戦争を防ぐために彼の協力を期待しているだけだ。君と一緒にしないでくれ」

　アノーは不ふ愉ゆ快かいそうな顔をする。

「どちらにせよ、利用しようとしているだけだな」

　リックは言い切った。

「これはセイルがハインと瓜二つであることと、何かつながりがあるのか？」

「気づかれましたか？」

　口髭に手をやるアノー。

「私も、ここに来て祖師に直接お目にかかり、啞あ然ぜんとしましたよ」

「グフフ、でっちあげるつもりの大おお噓うそが、信しん憑ぴよう性せいを帯おびてきちゃいましてね」

「……全部吐はけ、ゲールラッハ」

「グフ」

　魔道士は袖そでで首くび筋すじの汗あせを拭ぬぐった。

「私たちは、セイル・グレイのあの、人並み外はずれた魔道の才さいに注目したのですよ。彼の才能がもし、血ち筋すじからきているものだとしたら？」

「セイルをハインの子に仕し立たてて上げようというのか？」

「セイルの親は本山のふもとの村の農のう夫ふだと知れていますから、孫まごか曾ひ孫まご、といったところですかねえ」

　ゲールラッハは笑った。

「もし、セイルがハイン祖そ師しの血筋ということになれば、ダレク猊げい下かも簡かん単たんには手を出せなくなります。セイルを通じてハイン祖師の意志を伝える形を取れば……」

「教団の実権を握にぎれるということか？」

「これはセイル自身のためでもあるのです」

　アノーが慌あわてて言った。

「ダレクも祖師の孫に異い端たんの烙らく印いんを押おすことはできません。もう、彼は教団に追われなくても済すむのですよ」

「……随ずい分ぶんと勝かつ手てな話だ」

「まあ、まだハイン祖師にはこの件けんを持ち出してはいませんがね。祖師は今の教団にはあまり興きよう味みを抱いだかれていないようで」

　ゲールラッハは初めて困こまったような顔を見せた。

「何とか説せつ得とくしてみるつもりですよ、グフフ」




　二人が部へ屋やを出てゆくと、リックは部屋の隅すみで毛もう布ふを頭から引っ被かぶっているピュティアを見た。

「どうした？」

「……どうしただって!?」

　ピュティアは充じゆう血けつした目でリックをにらんだ。

「さっきの話聞かなかったのかい!?　キムリ、死んじゃったかも知れないんだよ！」

「ああ。そうだったな」

「それだけ！　言うことはそれだけ！」

　ピュティアは立ち上がった。

「遺い体たいを探さがしに行けとでも？」

「そんなんじゃないよ！　でも！　でも、あんた冷つめたいよ！　あんたにとっちゃ、他人の生き死になんて、みんな遊びの一部なんだね！」

「……人間は死すべき運命の生き物だ。キムリも傭よう兵へいを率ひきいていたのなら、それなりの覚かく悟ごはあっただろう」

「リックのバカ！」

　ピュティアは嗚お咽えつしながらこぶしでリックの胸を叩たたいた。

「バカ、バカ、バカ、バカ！」

　リックはしばらくそのままにさせていたが、やがて冷たく告つげた。

「それで気が済んだか？　子供っぽい感かん傷しようは、いい加か減げんに捨すてることだな。そのうちに死んだ人間のことは忘わすれる」

　こんな言葉を、まさか彼の口から聞くとは思っていなかった。

　ピュティアは涙なみだを拭ぬぐうと、リックを見上げた。

　だが、そこに立っていたのは、まるで見知らぬ人間だった。

「あんたは……」

　少女はしゃくり上げながら両手で目を擦こすった。

「もう、あたしの大好きなリックじゃない。……ただの殺し屋だよ」

「以前からそうだ。……お前がわたしの何を知っていたというのだ？」

　ピュティアは信じられないといった顔つきで頭を振り、後あと退ずさった。

「……終わりなの、あたしたち」

　扉とびらを背にして、少女は言った。

　それでも心のどこかでは、リックが自分を温かく抱だき締しめ、今の言葉を否定してくれることを期待しながら。

　だが……。

「所しよ詮せん、しばらく一いつ緒しよに旅をしてきただけの他人だ。終わりも何もないだろう？」

　黒こく衣いの剣けん士しの無む慈じ悲ひな言葉は、ほんの少しの愛情を求める少女に対して、死の宣せん告こくにも等しかった。

「……！」

　バタンッ！

　ピュティアは部屋を飛びだした。

　駆かけてゆく小さな足音が次し第だいに遠くなっていく。

　しかし、リックはその後あとを追おおうとはしなかった。

「……また、お前と二人きりになったな」

　リックは氷剣に静かに語りかけて微ほほ笑えみ、燭しよく台だいの灯を落とした。







　第四章　地下の隠かくれ家が







　シャインデルたちが移ったのは、都みやこの南西部、ドブのように淀よどんで異い臭しゆうを発する水すい路ろ沿ぞいにある貧ひん民みん区くの一いつ角かくの廃はい屋おくだった。

　ニンが最初にその建物に入り、蜘く蛛もの巣すだらけの居い間まの奥おくにある暖だん炉ろを横にずらす。

　すると、地下に続く階かい段だんが出現し、そこを下りてゆくと、左右にいくつかの部へ屋やが並ぶ回かい廊ろうに出た。

　最初に通された部屋は、調ちよう度ど品ひんも揃そろった清せい潔けつな広ひろ間まである。

「よかったです～。上の建物を見た時には、幽ゆう霊れいさんと一緒に泊とまることになるのかと思いました～」

　フロランドが露ろ骨こつに安あん堵どのため息を漏もらすので、ニンはクスリと笑った。

「ここはもとは強ごう欲よくな金かね貸かしの家でした。課か税ぜいを免まぬかれるため、地上は質しつ素そな建築にして、地下に豪ごう華かな部屋をたくさん作ったのだそうです」

「結けつ局きよくは破は産さんして街まちを逃にげ出しましたがの」

　と、ムアンマル。

「〝悪あく魔まの胎はら〟が街を支配した時、ニン様の最初の隠かくれ家がとなったのがここなのです」

「趣しゆ味みはそう悪くないわね」

　サイベルは周囲を見み渡わたして、フンと鼻はなを鳴ならす。

「あの下手糞へたくそなタピストリとそっちの辛しん気き臭くさいランプは、捨てた方がいいと思うけど。それから、書かき物もの机づくえは部屋の奥に移して……」

「大変だな、お前たちも……」

　シャインデルは同情を禁きんじ得ないといった表情でダル・ハーとフロランドを見た。

「ところで、アマラは？」

「一いち座ざのところに戻もどりました。こちらの様子ようすを報しらせないといけませんからね」

　セイルが答える。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　もうすでに街がい門もんは閉しまっている時間ですが……」

　ニンが柔やわらかそうな唇くちびるに手を持ってゆき、心配そうに眉まゆをひそめる。

「その点は信しん頼らいしていい。ああ見えても、斥せつ候こうの経けい験けんもある女だ」

　シャインデルは笑った。

「……あの、セイルさん、あなたには……その、協力して頂いただけるのでしょうか？」

　ニンがおそるおそるといった様子で尋たずねると、魔ま道どう士しの青年は真しん剣けんな目でうなずく。

「はい。ここにくる時、街門のところで首の山を見ました。これ以上、あんなことを続けさせてはいけない」

　セイルは少し、表情を和なごませた。

「それに、オリヴィエの黒こく竜りゆうに、僕ぼくは恨うらみを買っていますからね。こっちにその気がなくても、向こうが放ほっておいてはくれないでしょう」

「……なあ」

　シャインデルは尋ねた。

「あんたがここに来たのは、アマラの例の……？」

「ええ。水すい晶しよう球きゆうは、まさしくこの小さな都で月げつ蝕しよくを迎むかえるようにとアマラに告げたそうです。ようやく、彼女の長い旅も終わりに近づいたようです」

「……水晶球？　何のお話でしょう？」

　ニンが疑ぎ問もんを差し挟はさむ。

「実じつは、さっき一いつ緒しよにいたアマラという女性は……」

　と、セイルが事情を説明しようとした時である。

「ムアンマル殿どの、ニン様！　ご無ぶ事じでしたか!?」

　ニンの仲間らしい若者が五、六人、部屋に入ってきた。

「連れん絡らくがないので、今、誰かを送ろうと……！」

　彼らはセイルの姿すがたと、シャインデルが抱だいているアマリエを目にすると、一いつ斉さいに緊きん張ちようした顔つきになった。

「こ、これは！　ハイン！　それに、アマリエ！」

　若者のひとりが声を上げる。

「違ちがいます」

　即そく座ざにニンが頭かぶりを振ふった。

「この方かたはセイル・グレイさん。味み方かたです」

　若者たちは顔を見合わせた。

　確たしかに、ハインの持つ冷つめたい印いん象しようは、この小こ柄がらな若者にはない。

　似にてはいるが完全な別べつ人じんだ。

「……あなた、この街では苦労しそうね」

　サイベルはセイルを冷ひやかす。

「で、では、その女性も？」

　先さきほど声を上げた若者が、アマリエを指した。

「こっちは本ほん物ものだよ」

　シャインデルは、長なが椅い子すの上に気を失ったままのアマリエを下ろす。

「〝悪魔の胎〟の魔女さ」

「こ、この女のために何人の同どう志しが！」

　若者は腰こしの短たん剣けんを鞘さやから抜ぬいて、アマリエの喉のどを搔かき切ろうと飛びかかった。

「よせ！」

　シャインデルは若者の手首をつかんだ。

「抵てい抗こうできぬ女を手にかけるつもりか？」

「し、しかし！」

「止めないでくれ！」

「あんたはこの女を知らないから、そんなことが言えるんだ！」

　他の若者たちも、殺さつ気き立だった顔でアマリエとシャインデルを取り囲かこむ。

　いざとなれば、シャインデルさえ殺しかねない表情だ。

「……その女性のやったことは知っていますよ」

　若者たちの背はい後ごで、静かにセイルが言った。

「さっきも何人か、あなたがたの仲間を殺あやめたようです」

「だったら分かるだろう！　俺おれたちが復ふく讐しゆうを望む気持ちが！」

　若者のひとりが振り返り、セイルに訴える。

「ですが……」

　セイルは悲しそうに頭を振った。

「今、憎にくしみに身を委ゆだねて手を下くだせば、あなたもこの女性と同じ人殺しですよ」

「じゃあ、どうしろというんだ！」

　若者は声を張り上げた。

「……アマリエの命は、その方たちに預あずけることにします」

「ニン様？」

　ニンは進み出て、若者を優やさしい声で宥なだめる。

「彼らがアマリエとその配はい下かを倒たおし、私とムアンマルの命を救ってくれたのです。アマリエの処しよ分ぶんについては、彼らに決める権利があります」

　ニンが刃やいばをそっと指でつまむと、若者は短剣を握にぎった手を緩ゆるめた。

　彼女は微ほほ笑えみながら短剣を鞘に戻もどしてやる。

「しかし、まあ」

　シャインデルは頭を搔かいた。

「この女を閉とじこめておく場所がいるな。あとは魔ま法ほうを封ふうじる方法だが……」

「僕が封ふう呪じゆの魔法陣じんの描かき方を知っています。前に隠いん者じやのサイモニデスという人から習ったものですが」

　セイルが言う。

「やれやれ、あの爺じいさんまでが共通の知り合いとはな」

　シャインデルは笑った。

「……何よ、つまらないわね」

　騒そう動どうを期待して陶とう製せいの短剣を手の中に忍しのばせていたサイベルが舌した打うちをする。

「ちょっと血の雨を期待したのに」

　さっきの戦いではもっぱらニンたちを庇かばう役やく回まわりだったので、欲求不満気ぎ味みなのだ。

「ご主しゆ人じんさま～、お願いですから暴ぼう言げん、控ひかえてくださいよ～」

　フロランドは頭を抱かかえるしかなかった。




　その日の深夜……。

「ありがたいですよ」

　セイルはテーブルに並べられた料理を見て、手を合わせた。

　薫くん製せいの鹿しか肉にくを炙あぶって辛から子しを添そえたものに、乾ほしブドウとサフランを使ったフロワーズと呼ばれる卵たまご料理。胡こ椒しようと肉につ桂けい、蜂はち蜜みつをタップリと利きかせた温かい葡ぶ萄どう酒しゆ。

　こんな環かん境きようのもとでは、最高の贅ぜい沢たくだ。

「よくこれだけのものを」

　セイルはフロワーズを口に運び、嘆たん息そくする。

　旅で野の宿じゆくの多い一座の生活では、大麦の粥かゆや野菜屑くずの煮に込こみといった簡かん単たんな、というか貧まずしい食事が続くことがよくあった。アマラが食事当番の時などは、生なまのままで食くわせてくれと全員が懇こん願がんするような奇き怪かいなものが出ることも、ままあったのだ。

「それに料理人の腕うでもいい」

「……あの、これ、私が作りました」

　目の前の席に座すわって頰ほお杖づえをついたニンが、嬉うれしそうに笑った。

「これを？　みんな？」

　少女はうなずいた。

「お姫ひめ様さまが自みずからとは、畏おそれ多いことですね」

　セイルがそう言うと、ニンは少し、淋さびしそうな顔になる。

「私だって料理ぐらいします。普ふ通つうならそういう歳としですよ、特別な目で見ないでください」

「……すみません」

　会話が途と切ぎれ、二人は黙だまり込んだ。

　仲間の若者たちやムアンマルは連れん絡らくに走り回り、シャインデルはこの地下の隠かくれ家がが気に入ったらしく、あちこち見て回っている。

　サイベルとダル・ハー、フロランドは馬車に荷物を取りに行ったままだ。

　今、二人の周囲には誰だれもいない。

　静かに、時間だけが流れてゆく。

「……シャインデルから聞きましたが」

　しばらくしてセイルが口を開いた。

「あなたは随ずい分ぶん幼おさなくして、御ご両親を亡なくされたそうですね」

「十歳さいでしたから、そう幼くもないですよ」

　ニンは青年の顔を見つめながら、少し、頭を傾かたむけた。

「不ふ思し議ぎな巡めぐり合わせですね。父や兄弟姉妹きようだいの誰だれかがひとりでも生きていれば、とても私なんか、太たい主しゆ家けの代表のような顔はしていられなかったはず。第八夫人の、二十七番目の子は、宮きゆう廷ていに上がることもなく、たぶん郊こう外がいの屋や敷しきでもあてがわれて、政せい略りやく結けつ婚こんで嫁とつがされる時までひっそりと母と暮くらせたでしょう」

　どこか皮ひ肉にくげな口く調ちようである。

「……巷ちまたの女の子の生活に憧あこがれるんですか？」

　穏おだやかな表情でセイルが尋たずねると、ニンは黙だまって頭を振る。

「でも、あなたは以前から、太主家の一員ということで良い思いをしたことはないんでしょう？　義務ばかり負わされている」

「そうは考えないようにしています」

「だけど、あれもしたい、これもしたいって、思いませんか？」

「思いません」

「普通の女の子なら、友達と遊んでいられるし、恋こいもできる」

「そんなこと、言ってもしょうがないでしょう！」

　ニンは、ドンッとテーブルに手をついた。

「……ご、ごめんなさい」

　少女はつい声を荒あらげてしまっている自分に気がつき、顔を真まっ赤かにしてうつむいた。

「どうして謝あやまるんです？　いいじゃないですか」

　セイルは立ち上がって、ポンと少女の肩かたを叩たたく。

　彼はニンが常つねに自分を抑よく制せいしていることに気がついていた。

　ちょうどその姿が、イフィーを失い、教団の追おっ手てと孤こ独どくな戦いを続けていた頃ころの自分の姿すがたと重なったのである。

　ただ、あの時のセイルは本ほん当とうに独ひとりぼっちで孤こ独どくだった。

　ニンの場合は、自分を慕したう人々に囲かこまれながら、いや、それ故ゆえに自分と彼らの間に壁かべを作っているのだ。

「時にはそうやって怒おこりなさい。あなたは常に反はん乱らん派はの象しよう徴ちようたらんと無む理りをしているように見えます。たまには誰か心を許ゆるせる人にでも感情を爆ばく発はつさせないと、潰つぶれてしまいますよ」

　ニンが顔を上げると、セイルは微ほほ笑えんでいた。

「無む理り矢や理り怒らせて、ごめんなさい。ですが、怒ったり、大声で笑ったり、泣ないたり、もっと自由にならないと。あなたは姫ひめ君ぎみである前に、ひとりの女の子であることを忘わすれてはいけません。でないと、生きていても面おも白しろくないじゃないですか？」

　ニンは自分の目に涙なみだが湧わき上がってくるのを感じた。

　知らずのうちに、彼女はセイルの胸に飛び込んで、ワッと声を上げていた。

「……泣くのはいいことです。たぶん、御両親が亡くなってからあなたはちゃんと泣く機き会かいがなかったんですね？」
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　セイルは少女を包み込んで、その頭を撫なでた。

「お泣きなさい。今は、気の済むまで……」




　同じ頃、シャインデルはアマリエを閉とじこめた部屋の前に来ていた。

　さっきの若者たちから預あずかった鍵かぎを使い、彼は扉とびらを開く。

　明かりのない室内の片かた隅すみに、女は縛しばられて転ころがっていた。

　しばらく前から意識は戻もどってもがいていたようだが、縄なわ目めは解ほどけていないし、猿さる轡ぐつわも外はずされていない。セイルの描えがいた封ふう呪じゆの魔ま法ほう陣じんの効こう果かだろう。

「……！」

　扉のところに大きな影かげが突とつ然ぜん現われたので、アマリエは体をビクンと震ふるわせた。

　肩に毛もう布ふを引っ掛かけたシャインデルは部屋に入ってゆくと、彼女を起き上がらせて猿轡に指を掛ける。

「大声を上げるなよ。無む駄だだからな」

「…………」

　アマリエはうなずく。

　そこで、シャインデルが猿轡を外すと、彼女はその指にガブリと嚙かみついた。

「てっ！」

　慌あわててシャインデルは手を引っ込める。

　アマリエはさらにシャインデルの喉のどに嚙みつこうと首を伸のばした。

　シャインデルがこれを避よけると、手足が縛られたままのアマリエは体たい勢せいを崩くずしてゴロリと転ころがる。

「くそっ！」

　アマリエは仰あお向むけになったまま、考えつく限りの悪あく態たいをついた。

「やれやれ」

　シャインデルはその上に屈かがみ込んだ。

「静かにするって約束したろう？」

「声を上げないって言っただけよ！　殺したいのなら殺したら！　いたぶりたいのならどうぞ御ご勝かつ手てに！　どうせ、そんなにキレイな身体からだじゃないもの、好きにしなさいよ！」

「サイベル並みに口の悪い女だな。俺おれはお前を抱だく気はないし、ましてや殺す気もない」

　シャインデルは彼女を引き起こして座すわらせ、そのいましめを解といた。

「どういうつもり？」

　縄の痕あとがついた手首を擦さすりながら、警けい戒かいの目でアマリエはシャインデルを見上げる。

「……さあ？」

　シャインデルは一いつ拍ぱくおいてから首を振り、本気で考え込んだ。

「何だろう？」

「何だろう、て!?」

　アマリエは呆あきれ顔になる。

「最初は、お前から三神しん官かんに関する情報を聞き出そうと思ったんだが……」

　シャインデルは頭を搔かいた。

「ガキみたいに暴あばれるお前を見ていたら、バカらしくなった」

　彼はアマリエの隣となりに腰こしを下ろすと、ポケットからパンを取り出して二つに割った。

　先ほど、広間のテーブルから取ってきたものだ。

「食うか？　毒どくは入っていない」

「……毒だって構かまいはしないわ」

　アマリエは差し出されたパンを取り、一口かじる。

「どのみち、殺されることは分かっているんだから。……とんだドジを踏ふんだわ、あなたたちの仲間に、ハインにあんなに良く似た奴やつがいたなんてね」
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「お前、なかなか有名人のようだな。ここの若い連れん中ちゆう、お前を見て顔かお色いろを変えたぞ」

「ふふふ」

　アマリエは初めて楽しそうに笑った。

「連中の仲間をかなり殺してあげたからよ」

「俺も危あやうくそのひとりになるところだったな」

　シャインデルも彼女につられて笑う。

「まったく腐くさるな。俺はこれでも自分じゃかなり腕うでの立つ方だと思っていた。それが魔法の前では赤あか子ご同然だ」

　アマリエはまじまじと彼の顔を見た。

　魔法に破れた戦士は大たい抵てい、卑ひ怯きような手を使って、と非ひ難なんし、敗はい北ぼくを簡かん単たんには認みとめはしないものだ。それが、この男は素す直なおに彼女に負まけたことを受け入れている。

「……ヘンな男ね。ここに愚ぐ痴ちりに来たみたい」

「かもな」

　アゼラの元百人隊長は、持ってきた毛布をアマリエの膝ひざに掛かけてやる。

　アマリエは正しよう面めんの壁かべに目を遣やり、ポツリとつぶやく。

「魔法だって万ばん能のうでも、無む敵てきでもないわ。精神の集中や〝呪じゆ波は〟の増ぞう幅ふくに、どうしても時間がかかるもの。その間は無む防ぼう備びになるから、そこを狙ねらわれたらおしまい。それに、いくら強力な〝呪波〟でも、人の心は変えられない。蔑さげすみや軽けい蔑べつを消すことも、愛情をこちらに向けさせることもできないわ……」

　彼女は毛布を少し、引き上げた。

「私は、ハインたちに拾われるまで、街まちの娼しよう婦ふだったわ。子供の時に娼しよう家かに叩たたき売られて、反へ吐どの出るようなことばかりやらされてきた最低の女。この都みやこの人間は、私を買う連中も含ふくめて、誰だれひとり、人間として見てはくれなかった。欲よく望ぼうの処しよ理りの道具、よ。ハインたちはそんな私を拾ってくれた。この都の人々が三神官の統とう治ち下かで迫はく害がいを受けているって、あなたは聞いたのでしょうけど、ハインたちのおかげで自分が生きる価か値ちのある人間であることを知った人たちもいるのよ。ハインたちに反はん旗きを翻ひるがえす連中は、みんな私を蔑みの目で見た連中と同類。そんな奴らを殺したことを私は後こう悔かいしないわ、絶ぜつ対たいに」

「……俺も、そんな目でお前を見ているか？」

　アマリエは少し驚おどろいて、シャインデルの鳶とび色いろの瞳ひとみをのぞき込んだ。

　軽蔑の色はまったくない。むしろ、自分を翻ほん弄ろうした相手に対する賛さん美びの色が彼の瞳ひとみにはあった。

「あなたが……敵でなければ……」

　自然とアマリエは彼の肩に頭を預あずけた。

「そうだな」

　シャインデルもそれを拒こばみはしなかった。




「サイベル様～、これも持ち込むんですかい？」

　ダル・ハーは、うんざりといった顔で女おんな主しゆ人じんが指ゆび差さした衣い裳しよう箱ばこを見た。

「それはわたしが運びます～」

　フロランドが駆かけ寄ってきて持ち上げようとするが、自分の身体よりも大きい箱を運べる訳わけがない。

「しゃあねえ。どきな」

　ダル・ハーはこめかみに汗あせをにじませて箱を担かつぎ上げた。

「貴き重ちよう品ひんはできるだけ部へ屋やに運ぶのよ！」

　自分は羽う扇せんで顔をあおぐだけで、サイベルは命じる。

　ニンと交こう渉しようして、彼女はかなり大きな部屋を確かく保ほしていた。

　食事も、がさつなシャインデルやセイル坊ぼうやとは別に、部屋に準じゆん備びさせた。

　食後はダル・ハーに湯ゆを沸わかさせ、ゆったりと香こう草そう風ぶ呂ろに入って十分な睡すい眠みんを取る段だん取どりである。

　久ひさしぶりに贅ぜい沢たくを満まん喫きつすることができそうで、サイベルはすこぶる機き嫌げんが良かった。

「ご主人さま……？」

　ニコニコしているサイベルに、そっとフロランドが声をかける。

「なあに、フロランド」

「……ヘンなこと、考えていませんよね？」

「ヘンなこと？」

　サイベルは真ま顔がおになった。

「あの……」

　フロランドは口くち籠ごもったが、意いを決して続けた。

「オリヴィエという人とまた出会ったら、あの、死んでも……」

　サイベルは内ない心しんドキリとした。

　次にあの男と対決する機会を得たら、すべてを捨てて倒たおそう。そう決意していたのだ。

　貴重品を馬車から部屋に移したのも、実じつはフロランドに残す遺い産さんのつもりだったのだ。

　それを、この幼おさない侍じ女じよは見み抜ぬいてしまった。

「……馬ば鹿かなことをお言いでないの」

　サイベルは扇おうぎを打ち振ふった。

「私はまだ若くて美しいんですからね。死ぬ気はないわ」

「わたし、いやですよ～」

　フロランドはエプロンの端はしをギュッと握にぎった。

「サイベルさまがいなくなったら、独ひとりぼっちになっちゃいます。そんなの、そんなの、いやですから！」

　幼おさない娘むすめは目にいっぱいに涙なみだをためた。

「分かった、分かった」

　サイベルはフロランドの頭を軽く叩たたく。

「自分の主人を信用しなさい。……命を捨ててまで、みんなの仇かたきを討うとうとはしないから」

　サイベルは長なが年ねんの友でもある少女に、初めて噓うそをついた。
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「……フレオリック、いったい何を考えているの？」

　そぼ降ふる雨の中を街がい門もんに向かいながら、アマラはつぶやいていた。

　シャインデルたちからリックが三神しん官かんのもとに向かったと聞いた時、彼女は我わが耳を疑うたがった。

　三神官のひとりがかつて一いつ緒しよに戦ったことのあるあのダイモニオンだとしても、残りの二人は生死ギリギリのところで戦った強きよう敵てきだったはずだ。

（自みずから敵の内に入り込み、そこから彼らを倒たおすつもりなのかも……）

　と一いつ瞬しゆん考えたアマラだったが、すぐさま頭かぶりを振ってそれを否定する。

　そうした奸かん計けいはリックのやり方ではないからだ。

　とすると、本気で向こうにつく気としか思えない。

「ああ、もう！」

　アマラは水みず溜たまりを蹴けった。

　すると、水みず飛沫しぶきが飛んだ先さきの物もの陰かげで、何かが動いた。

「……！」

　アマラは愛用のグラディウスを抜ぬいた。

　苛いら立だってはいても、こういうところに隙すきはない。

「出てきなさい」

　アマラは周囲に注意を払はらいながら、慎しん重ちように命じた。

　廃はい屋おくの並ぶ、ほとんど真まっ暗くらな裏うら町まちの一いつ角かくである。

　三神官側の見回りか、それともただのゴロツキか。

　いずれにしても、ただの通行人ということはないだろう。

　だが……。

「……アマラ？　その声、もしかしてアマラなの？」

　かぼそい、不安に満ちた声が返ってきた。

　アマラはグラディウスを収め、そちらに歩み寄る。

「ピュティア……？」

　袋ふくろ小こう路じの隅すみに座り込み、震ふるえていたのはアマラのよく知る少女だった。

「こんなところでどうしたの？　フレオリックは？」

　アマラが膝ひざをついて抱だき起こすと、ピュティアはその胸にすがって泣きじゃくった。

「びしょ濡ぬれじゃない、風か邪ぜを引くわよ。いったいどうしたの？」

　べったりと顔に張りついた金きん髪ぱつを搔かき分けてやりながら、アマラは落ち着かせようと優やさしく声をかける。

　だが、少女は震えながらしゃくり上げるだけで、何も答えない。

　こんな心こころ細ぼそい様よう子すのピュティアを見るのは初めてである。
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　しかし、ここでグズグズしている訳わけにもいかない。

「……ともかく、一緒にいらっしゃい。一いち座ざの天幕テントに着ついたら話を聞いて上げるから」

　少女の肩を抱いたまま、アマラは街門へと向かった。







　第五章　混乱







　東の空が白しらみかけていた。

　盛せい夏かとはいえ、夜明け前の河か畔はんを吹ふき抜ぬける風は爽さわやかである。

　だが、数日のうちに河は流りゆう血けつに染そまり、暗あん雲うんが空を覆おおい、風は死を運ぼうとしていた。

　ここ、アラス北岸に広がる草そう原げんでは、至し神しん智ち教きよう団だんの聖せい戦せん兵へい団だんが展てん開かいし、戦せん闘とうの準じゆん備びを徹てつ夜やで整ととのえていたのだ。

　杖つえ持もちでない、平ひら信しん徒との重じゆう装そう部ぶ隊たいが騎き馬ば、歩ほ兵へいと合わせて一万。

　その後方に、司し祭さい級、司し教きよう級を含ふくめて魔ま道どう士し隊たいが一千。

　実に教団の全戦力の半数が、この戦いに投入されていた。

「……猊げい下か、第だい一いち天てん候こう操そう作さ班はんは配はい置ちにつきました」

　緑りよく柱ちゆう石せきの杖つえを持った魔道士が、陣じんの中央の天幕にいる紫むらさきの法ほう衣いをまとった男に報告にきた。

「遅おそいな」

　天幕の中を、両りよう腕うでを組んで静かに歩きながら瞑めい想そうに入っていた法衣の男は、魔道士をジロリとにらんだ。

「も、申もうし訳わけございません、ダレク師！　ですが、このような限定された地ち域いきで三つもの天候操作を同時に行なうなど、前ぜん代だい未み聞もんのことで……」

「楽らくな作業なら、そなたに任せたりはしない」

　尊そん大だいな口く調ちようで男は遮さえぎった。

「兄きよう弟だいシェイマス、これは余よの期待の表われと思うがよい」

　魔道士シェイマスは、黙だまって総司教ダレクに頭を下げるしかなかった。

　ダレクはシェイマスが下がると、腹ふく心しんの異い端たん審しん問もん官かん数人と今回の作戦に関する協議に入った。

「猊下、時間稼かせぎの交渉も、もう限界かと……」

　ザモーラの陣じん営えいから戻もどった交こう渉しよう使し節せつの教団員が報告する。

「ザモーラ軍の南に回らせるはずだった部隊は、一昨日の季節外はずれの嵐あらしによる増ぞう水すいの影えい響きようで渡と河かが遅おくれる見込みです」

　地図に指を這はわせて、作戦担たん当とうの副ふく官かんが説明する。

「奴やつらを挟きよう撃げきする体勢が整うまで、交渉は続けさせろ。引き伸のばしの口こう実じつは何でも構かまわぬ。使節を疫えき病びようにでもかからせてしまえ。……斥せつ候こうは戻らぬか？」

　ダレクが尋たずねると、審問官のひとりが冷ひや汗あせを流しながら答える。

「まだです。……おそらく、帰ってこぬものと」

「始し末まつされたか」

　ダレクは驚おどろきも、怒おこりもしなかった。

　叱しつ責せきを覚かく悟ごしていた異端審問官は、拍ひよう子し抜ぬけした表情になる。

「当然のことだ。奴らの本陣の周囲には、〝狩人かりゆうど〟により、二重、三重に警けい戒かい網もうが敷しかれているはず。ザモーラの太たい主しゆアルゲニブはそういう隙すきのない男よ」

　ダレクは審問官に命じた。

「次は紅こう玉ぎよく石せきの杖の魔道士を二十人、送り込め。さしものアルゲニブも、それをすべて捕とらえることはできまい。何としても、ザモーラ軍の全ぜん貌ぼうをつかむのだ」

「はっ！」

　審問官は答えたが、内心は震ふるえ上がっていた。

　高位の魔道士が、牛ぎゆう馬ばのように消しよう費ひされてゆく。

　世せ俗ぞくの栄えい光こうを求めるひとりの男の野や望ぼうのために。

　保守的な魔法学者である審問官は、教団の明るい未来を思い浮うかべることができなかった。

　だが、ダレクはまさしく、改かい革かく者しやであった。

　数百年、祈いのりと学がく究きゆうに専せん心しんし、世俗の混こん乱らんや悲ひ惨さんから目を背そむけてきた至神智教団は、今、初めて外の世界と積せつ極きよく的てきに関かかわろうとしていたのだ。

「……さて、アルムミ」

　天幕から魔道士たちが去ると、ダレクは今まで天幕の隅すみでフードを目ま深ぶかに被かぶって黙だまっていた男の方を振り返った。

「アゼラを追つい放ほうされ、ザモーラを出しゆつ奔ぽんしていたお前を拾ったのが誰か、忘れていまいな？」

「ははっ」

　アルムミはフードを脱ぬいで頭を下げた。かつては貴き公こう子しのような美しい顔立ちだったのだろうが、今は頭の左半分が頭ず蓋がい代がわりの銅どうの延のべ板で醜みにくく張はり固められている。

「さらに、わしが与あたえた任にん務むにまんまと失敗して逃にげ帰り、死に損そこなっていたお前の命を救ってやったのが誰かも、覚おぼえておるな？」

「……はい」

　顔を伏せながら、アルムミはギリギリと唇くちびるを嚙かんだ。

　ダレクはアルムミが自分を憎にくんでいることを知っていた。知りつつ、このアルムミをまだ使える駒こまと考えていた。

「今度こそ、わしを失望させるなよ。お前は太主アルゲニブの顔を知っている。その上、魔道士ではなく、わしのもとで働いていることをザモーラの人間に知られていない」

　ダレクはアルムミの前に屈み、憎ぞう悪おに歪ゆがむ彼の顔を挑ちよう戦せん的てきな目でのぞき込んだ。

「……奴を殺やれ。首しゆ尾びよくこの刃やいばを奴の血で染めれば、お前の教団内での地位を保ほ証しようしよう」

「…………」

　アルムミは無む言ごんでうなずいた。

　だが、ダレクの提てい供きようしようと申し出たものに、彼は何の興きよう味みも抱いだいていなかった。その歪んだ心には、より多くの人間を不幸にしてやる、という決意だけが渦うず巻まいていた。
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　同じ頃ころ……。

　アラス河の南岸に位置する見み晴はらしのいい荒こう地ちでは、ザモーラ神しん聖せい太たい主しゆ国こくの大だい軍ぐん勢ぜいが集しゆう結けつしつつあった。

　軽けい装そう歩ほ兵へい五千。

　重じゆう装そう歩ほ兵へいと槍そう兵へいが各三千二百。

　長ちよう弓きゆう兵へい二千五百。

　重じゆう騎き兵へい千二百。

　さらに新戦力として、短たん弓きゆうを装そう備びした弓きゆう騎き兵へい千五百に、長ちよう射しや程ていのカタパルトを装備した工こう兵へい部ぶ隊たいが五百。

　これが今回の決戦に投入される兵力の全ぜん容ようである。

　数だけを比ひ較かくすれば、至神智教団側の一倍半。だが、攻こう撃げき魔ま法ほうに長たけた魔道士は通常の兵十人に匹ひつ敵てきする戦力を持つと言われているので、実際の戦力比は逆転してザモーラ側の不利ということになる。

　しかし、ザモーラ太主アルゲニブには一いち抹まつの不安もなかった。

　数かず々かずの戦闘で敵国を打ち破り、エレネイの三分の一以上を支配下に置いた自軍の経けい験けんを、彼は評ひよう価かしていたのである。

　今、アルゲニブは本ほん陣じんの大天幕で、朝食後の習しゆう慣かんとなっている香こう草そう茶ちやの時間に〝狩人〟の頭とう目もくと会見していた。

〝狩人〟とは、大だい亀き裂れつ地ち帯たいに生まれ育った異い能のうを備そなえた一族で、代だい々だいのザモーラ太主に仕つかえる情じよう報ほう収集や暗あん殺さつの専せん門もん家かである。

　ザモーラの歴史の裏で暗あん躍やくする影かげの組織として〝狩人〟は常つねに恐きよう怖ふされてきた存在だが、彼らはまた、旅たび芸げい人にんや渡わたり職人、死し刑けい執しつ行こう人にんなどと同じく、都市民でも農民でもない、厳げん格かくな封ほう建けん的てき身分制度の外に位置する法ほう治ち外がいの自由人として蔑さげすまれ、忌いみ嫌きらわれる者たちでもあった。

「教団の小こ煩うるさい蠅はえどもが、輜し重ちよう隊たいに何なん匹びきか混まじっておりました」

〝狩人〟の頭目テイワズは、太主と同じテーブルについて報告していた。

「片かた付づけたのは、ウーンジョか？」

　太主は香かおり立つ茶のカップを口に運びながら、〝狩人〟の優ゆう秀しゆうな女暗殺者の名を挙げて確認する。

「はっ！」

　と、テイワズ。

「では、次は数を増ふやしてくるだろうな」

「我われらの目を逃のがれることは不ふ可か能のうです」

「無む論ろんだ」

　アルゲニブはうなずき、目で傍かたわらに立つ娘むすめに合あい図ずした。

　太主つきの侍女、カースティがテイワズの前にアルゲニブと同じ茶を注ついだカップを置いたが、テイワズは手をつけない。

「どうした？　茶はやらんか？　ラベンダーだ、落ち着くぞ」

「はっ！　いえ、私のようなものに……」

「つまらぬ遠えん慮りよは無む用ようだ」

「……で、では」

　テイワズは震ふるえる手でカップを握にぎり、一いつ気きに乾ほした。

　それを見て、太主は苦く笑しようする。

「これしきのことで、そう緊きん張ちようするな。来たるべき決けつ戦せんの時には、おぬしにはバルヨナとともに先せん陣じんを切らせようと思っているのだぞ」

「……！」

　テイワズは我わが耳を疑うたがった。

　先陣を切るということは、エレネイの武ぶ人じんにとって最高の栄えい誉よと言ってよい。それを、陰の汚きたない仕事を代々受け持ってきた一族の者に与あたえようというのだ。

　聞き間ま違ちがいだと思うのが当然だろう。

「余よは本気だ。おぬしらはわしのためによく戦ってくれた。一族の多くの者が命を落とした。おぬしらに報いるにはこれでも足らぬくらいだよ」

「陛へい下か……」

　決して他人に己おのれの感情を曝さらしたことのない暗殺者の目から、不ふ意いに熱あついものが湧わき上がってきた。

「必ずや、ダレクの首しゆ級きゆうを」

　テイワズは〝狩人〟の頭目としてではなく、ひとりの人間として、自分を認めてくれた友に誓ちかった。




　　　　＊　＊　＊




　その朝、ルシアスはリックとともに〝悪あく魔まの胎はら〟の空あき室のひとつに来ていた。

　昨日きのうの言葉通り、リックはルシアスに構かまわずにひとりで練習を始めた。

　青せい銅どうの剣を握ってひと通りの型かたを確かく認にんした後、上段から真っすぐに振り下ろす〝斬きり落とし〟を繰くり返す。

　ルシアスは自分で木の枝を削けずって作った木ぼく刀とうで、それを必死に真ま似ねる。

　知らんぷりでそちらには目を遣やらないリックだが、ときおり、

「柄つかを握る手は小こ指ゆびと薬くすり指ゆびに意識を置き、人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびは軽く支ささえるだけにする」

「目はチラチラと動かさず、遠くの風景を眺ながめるように静かに〝観み〟る」

「心の中で相手の身体に中心線を引き、その線にそって一気に振ふり下ろす」

「手て先さきではなく、身体からだ全体で斬る」

　などと、助じよ言げんめいた独ひとり言ごとをつぶやく。

　それがルシアスには嬉うれしかった。

（強くなってやる！　絶対に！　強くならなくちゃいけないんだ！）

　そう念じつつ、少年は木刀を振り続けるのだった。
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　昼過ぎに街門が開かれた。

　だが、人通りは少ない。

〝悪魔の胎〟の見張りが、一部の商人などを除き、出入りする者を厳きびしく取り調べるからだ。

　日につ中ちゆうでも、普ふ通つうの市民はあまり大おお手でを振って通りを歩かない。

　大きな顔をしているのは、大たい抵ていが三神しん官かんの傘さん下かに入っているならず者たちである。

　アマラが数人の男女とともにニンの隠かくれ家がに戻もどったのは、そんな午後のことだった。

「アマラ……」

　彼女が連つれてきた面めん々めんを見て、セイルは顔をしかめた。

「そんな気じゃなかったのよ」

　アマラは弁べん解かいした。

「でも、ほら……」

「お前なあ、この俺おれを外そうなんて甘いんだよ」

　浅あさ黒ぐろい顔をした黒くろ髪かみの青年──一座の竪たて琴ごと弾ひきカミロ──は、セイルの頰ほおを殴なぐる真似をした。

「俺とお前は親友じゃなかったのか？」

「今度の戦いは、僕も命がけなんですよ、危き険けんすぎます」

　セイルはリックやサイベルとともに、オリヴィエと戦ったことがあった。

　三神官のすべてがあのくらい手て強ごわいとすれば、これが最後の戦いになるだろうと覚かく悟ごしていたのだ。

　それに、彼にしてみれば、これは私し闘とうだった。

　一座の大たい切せつな友を、巻まき込む訳わけにはいかない。

「分かっているさ」

　と、セイルの肩かたに手を置いたのは、怪かい力りきのビゲリス。彼もセイルの友人のひとりだ。

「俺の子供たちまでが戦いたいと言ってるんだ。お前と、アマラのためにな。ここで退ひいてたら父親の立場がないんだよ」

「ロケやウェナまで、一いつ緒しよに来たがったんだぜ」

　ビゲリスの後ろから顔を出したのは、猫ねこ背ぜで瘦やせぎすの人にん形ぎよう使つかいギルである。

「それはさすがに止めたけどな。だが、この連中が……」

　彼はこめかみを押おさえて、自分の横に並ぶ少女たちを視線で示した。

「あら、わたしたちが」

「一緒に戦うのは」

「止められないわよ」

　二人で同時に言ったのは、ヒルデとユリアの双ふた子ごだ。

「絶ぜつ対たい」

「あたしたちの力が」

「必要となるんだから～」

　ヒルデは人並み外はずれた運動能力、ユリアは透とう視しの力を持っていた。

　ギルやアマラなどの少数を除いて『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の者はみな、ノイストリエンの森の生まれ。アールヴの血を引き、特とく殊しゆな力を持っているのだ。

「……あの、あたしも……何の取とり柄えもないけどあなたを手て伝つだいたいの、いいかな？」

　はにかみながら、深ふか緑みどり色いろの瞳ひとみの娘むすめがセイルを見上げた。

「ディーナ、あなたまで」

　セイルは踊おどり子の少女を見て、ため息をついた。

　本ほん音ねを言えば、少女たちの参加は足あし手でまとい以外の何なに物ものでもない。守らねばならない人間が増ふえるだけなのだ。

　アマラには、三神官との決着がつくまで、一座を都の外に留とどめておくように頼たのんだのだが……

「……あなたの言いたいことは分かっているわ」

　そう、セイルの腕うでに触ふれた手があった。

「アリシア？」

　彼は振り返った。

　そこに立っていたのは、透すき通るような白い肌はだをした黒くろ髪かみの少女。

　森の民たみを束たばねる長おさでもある歌うた姫ひめ、アリシアだった。

　アリシアはセイルの腕にそっと寄より添そった。

「セイル……」

　少女はささやくように言った。

「でも、わたしたちはひとつよ。おいていかないで」

「……ええ。おいてきませんよ、約束します」

　頭を自分の胸に寄せる少女の肩を、セイルは抱だいた。

「…………」

　この光こう景けいに心こころ穏おだやかでなかったのは、アマラである。

　セイルが、自分のために傷きずつき、一時は外げ界かいから心をまったく閉とじかけた少女を、まるで壊こわれやすい硝子ガラス細ざい工くのように扱あつうのは理解できる。

　ただ、理解はしても、自分では抑おさえきれない感情が胸を焼やくのを止めることはできない。

　アリシアのことを妹のように思っているアマラだが、セイルの腕に飛び込む少女を見る度たびに、嫉しつ妬と心しんが蛆うじ虫むしのようにジリジリと彼女を蝕むしばんでいったのだ。

（……なんて嫌いやな女なんだろう）

　自分が顔では、アリシアに微ほほ笑えんでいるのに気がついて、アマラは己おのれを憎にくんだ。

　しかし……。

　自分と同じ目で、今、アリシアを見ている者が他にもいることを、アマラは知らなかった。

　ましてやそれが、昨日彼にあったばかりのニンであることを、彼女は想像することさえできなかったのである。

「アリシア……」

　アマラは歌唄いの少女に呼び掛かけた。

「ここにあなたたちを連れてきたのには、本当は別に理由があるの」

「……？」

　アリシアが不ふ思し議ぎそうな顔で、彼女を振り返ったちょうどその時……。

「セイル、キムリの熱が下がらないんだ、今、アマリエが見ているが……」

　そう言いながら広間の扉とびらを開き、入ってきた姿すがたがあった。

　シャインデルである。

「……！」

『ティーズの驚異の一座』の面々は、信じられないといった顔になった。

「……シャインデル？」

「シャインデル？」

「シャインデル!?」

「シャインデルだ！」

　一いつ拍ぱくおいて、みんなは一いつ斉せいに声を上げた。

「お、お前たち……？」

「……僕ぼくはキムリを見てきますよ」

　微笑んだセイルはポカンと口を開けたままのシャインデルの背をそっと前に押おし出すように叩たたいた。

　彼は、シャインデルが一座の者にとって特別の人間であることを知っていたのだ。

　ニンとセイル、そしてアマラがそっと部屋を出てゆくと、しばらくは誰も口を開くことができなかった。

「……と、久ひさしぶりだな」

　みんなを見み渡わたして、シャインデルはやっとのことで言った。

　気の利きいた言葉は思いつかない。

　それは一座の面めん々めんも同じだった。

「ああ。……俺なりに約束は守ったぜ」

　最初に進み出たギルが、シャインデルの顔を見上げて泣なき笑いのような表情をする。

　命をかけて一座のみんなを守る。

　そう、三年前の別れの時、ギルは彼に誓ちかったのだ。

「みんな……元気だ」

「…………」

　シャインデルは無む言ごんでギルの肩に手を置いた。

　二人の間には、もう言葉は要らなかった。

「あのさ、俺……」

　普ふ段だんは斜しやに構かまえているカミロが、震ふるえる手を差し出す。

「ずっと、あんたみたいになろうとして、それで、……くそ！　何言ってんだ、俺！」

「男の顔になったな、カミロ」

　シャインデルがうなずいてその手を握にぎり、引き寄せて抱き締しめた。

　次の瞬しゆん間かんには、双ふた子ごが彼に抱きついていた。

「うわ～ん！」

「ばかばか、いままでどこにいたの！」

「不ふ義ぎ理りをしたな」

　シャインデルは笑って、二人の頰に口づけをする。

「……シャインデル」

　一同の背はい後ごでひとり、呆ぼう然ぜんとしていたアリシアはゆっくりと彼の方に歩み寄った。

　そして……。

　バチッ！

　平ひら手てが、アゼラの元もと百人隊長の頰ほおに飛んだ。

　その場にいたみんなが、一瞬、顔を凍こおりつかせたが、シャインデル以外の全員はすぐにドッと笑いだした。

「当然だな」

　と、ビゲリス。

「あんた、この子がずっと待っていたの、知らなかったのか？」

「そうよ！」

　アリシアは腰こしに手を当ててシャインデルをにらんだ。

「わたしたちが森を出る時、あなた、すぐに追いつくって言ったのよ！　それなのに……それなのに！」

　少女は彼の胸にしがみつき、ワッと泣きだした。

「……すまない。本当にすまなかった」

　シャインデルはその背を優やさしく撫なでるしかなかった。




「随ずい分ぶんと粋いきな計はからいをしましたね」

　キムリの口に、キンセンカ、リンデン、セージ、リコリス、ヴァレリアン、ヒソップなどを煎じ、甘味をつけたシロップを流し込みながら、セイルはアマラに話しかけた。

「ですが、これで一座のみんなも否いや応おう無なしに、ここでの戦いに巻き込まれることになります」

「ごめんなさい」

　アマラはキムリの額ひたいの汗あせを拭ふきながら謝あやまった。

　愚おろかかなことをした、と自分でも思う。許ゆるせなかったのが、これが好意からでた行動ではなく、愚かな嫉しつ妬と心からのものだったということだ。

　アリシアとシャインデルを逢あわせれば、彼女の心がセイルから離はなれるかも知れないと思ったのだ。

「……本当に馬鹿なことをしたわ」

「でも、あなたの気持ちも分かります。みんな、シャインデルさんに逢えて嬉うれしそうでしたね」

（違ちがう！　みんなのためじゃなかったの！）

　アマラは心の中で、血を吐はくような声で叫さけんでいた。

　セイルの透とう明めいな微笑みを見るのが辛つらい。

（〝一の神〟よ、お願い、今すぐに私を罰ばつして！　あなたの義務から解かい放ほうして、ここで殺して！）

　だが、彼女の神はこれに無言で答えた。

「……爪つめを嚙かむ癖くせ、やめた方がいいですよ」

　無意識のうちに指を口に持っていっていたアマラに、セイルは注意をした。

　指先に血が滲にじんできているのを、彼女は手を握って隠かくす。

「ところで、ヒュオンの姿が見えませんでしたね。彼が分ふん別べつを持って街の外で待っているとはとても思えないんですが……」

「当たり前でしょう」

　アマラはため息をついた。

「サイベルのところよ、早さつ速そくね」




「せっかくあなたのニヤけた顔を忘わすれかけていたところなのに」

　ヒュオンの姿を見たサイベルの第一声がこれだった。

「あのな」

　ヒュオンは髪かみを搔かき上げて、椅い子すに脚あしを組んで座すわるサイベルに顔を近づける。

「せっかくこの眉び目もく秀しゆう麗れいな幼おさな馴な染じみが逢いにきたんだぜ？　少しは感かん激げきしろよ」

「……こうやって？」

　サイベルは踵かかとで思いっきり、ヒュオンの足の甲こうを踏ふんづけた。

「ってて！　お前なあ！」

「ええい、お黙だまり！　この私に逢いたいのなら、もっと趣しゆ味みのいい服を着て、貢みつぎ物を腕うでいっぱい抱かかえてくるのが当然でしょう？　そうすれば、フロランドに予約を確かく認にんして、半年ぐらい先にはチラリとこの気け高だかい美び貌ぼうを見せてあげるわ」

「何が美貌だよ、地じ肌はだが見えないほど厚あつ塗ぬりの化け粧しようして。冬とう至じの祭りに使う仮か面めんでもつけてるのかと思ったぜ」

「あら、歳とし取り過ぎて頭だけじゃなく、目まで悪くなったのね、お気の毒！　もう老い先短かそうだから、棺かん桶おけ代だいぐらい恵めぐんであげても宜よろしくってよ！」

「俺にはお前さんの方が年上に見えるがね、オバさん」

「な、何ですって～っ！」

「……どっちもどっちですね～」

　延えん々えんと続く二人のやり合いに、銀のブローチを研みがいていたフロランドが頭を振る。

「違ちげえねえ」

　サイベルの三み振ふりの剣を指し示じ通りに加工しながらダル・ハーもうなずいた。

　赦ゆるしの剣、慈じ悲ひの剣、悔かい恨こんの剣の三振りとも、サイベルは先せん端たんを手のひらの長さほどに切り落として縮ちぢめるように命めいじていたのだ。

　切せつ断だんした先を元通りに尖とがらすため、ダル・ハーはヤスリをかけているところだった。

（これじゃあ間ま合あいが狭せまくなって、不利になるだけじゃねえか）

　髭ひげ面づらの賞しよう金きん稼かせぎは胸の内で首を傾かしげた。

（……まあ、構かまいやしねえ。この傲ごう慢まん女おんながくたばりゃあ、その賞金を頂いただくだけだぜ）

　金きん貨か五千の使い道を考える彼の口からは、自然と口くち笛ぶえが漏もれていた。
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「……そうですか」

　奇き跡せき的てきに生き延のびて逃にげ帰ったならず者から、アマリエが捕つかまったとの報告を受けたハインは、哀かなしげな表情で手を振って、彼を下がらせた。

「やはり私も一いつ緒しよに行くべきでしたね。そうすれば、こんな失しつ態たいを犯おかさずに済すんだでしょうに」

「だが、油ゆ断だんがあったとはいえアマリエが殺やられるとは……。お前に似ているという魔ま道どう士しと、鉄てつ杖じよう使い、只ただ者ものではないな」

　ダイモニオンは唸うなり、椅子の肘ひじ掛かけの部分をその素そ材ざいの大だい理り石せきにヒビが入るほどの力で握にぎった。

「太たい主しゆ家けの生き残りと接せつ触しよくを持った、というのも厄やつ介かいだが……」

「あの、ダイモニオン」

　ハインは訂てい正せいした。

「アマリエはまだ死んでいませんよ。あの娘が死ねば、私にはすぐ分かるようになっているんです」

「ほう、意外だな。二、三回殺しても飽あき足たらぬぐらいに、反乱者どもは考えていると思ったが？」

「そうですね、なにか聞きだせると踏んだんでしょうか？」

「……無む駄だだな」

　オリヴィエが酷こく薄はくそうな笑えみを浮うかべた。

「あれはああ見えて口が堅かたい」

「しかし、殺されなかったおかげで、連れん中ちゆうが潜ひそんでいる場所が分かりました」

　とは、ハイン。

「ほう？」

　オリヴィエは片かた眉まゆをわずかに上げて先を促うながす。

「まあ、あのアマリエは裏うら巫み女こであると同時に、私の大たい切せつな弟で子しですからね。思し念ねんをたどれば位置が分かります」

「忘れていたぜ。お前らはそういう真ま似ねができるんだったな」

　ダイモニオンが待ち切れぬといった様よう子すで立ち上がり、身体に鎧よろい代がわりの鎖くさりを巻まきつけた。

「では、これから攻こう撃げきを仕し掛かけて、彼女を助け出すか？」

「……いえ」

　少し、考えてからハインは言った。

「ここは慎しん重ちようにいきましょう。数日、様子を見て、警けい戒かいが薄うすれた頃ころを狙ねらいます。もし、それまでにアマリエが自力で脱出してくれば、それもよし」

「ニン王女をついでに捕らえてくれれば、なおいい」

　オリヴィエは付つけ加くわえる。

「助け出しにいくのは俺おれに任せろよ」

　ダイモニオンは、身体に巻きつけた鎖をジャラッと鳴ならした。

「やれやれ、ダイ。あなた暴あばれたくて、しょうがないみたいですね」

「鋼はがねの身体を持つと言われる闘とう士しも、錆さびつきかけているようだ。やらせてやれ、ハイン」

　意外なことに、オリヴィエも口くち添ぞえした。

「分かりました。でも、もう失態は許されません。万一のことを考えて、あのフレオリックを同行させてください」

「……構かまわんが？」

「あの人が本当に我々のために働いてくれるのか、見たいんですよ」

　ハインの目が光った。

「月げつ蝕しよくの刻ときまで残された日数はわずかです。彼が味方にならないのなら、早めに〝処しよ置ち〟する必要がありますからね。そうでしょう？」







　第六章　暗転







〝彼女〟は微ま睡どろみながら、時空と時空の狭はざ間まで無数の一いつ瞬しゆんを過すごしていた。

　ときおり、ある種の飢うえを感じて目め覚ざめかけることがあった。

　その都つ度ど、飢えはわずかに癒いやされ、〝彼女〟はまた眠ねむりに落ちる。

　誰だれが飢き餓が感かんを宥なだめてくれているのかを、〝彼女〟が気に留めたことはない。

　飢えは満たされるべきもの。

　五千年以上にわたって、それが〝彼女〟にとっての唯ゆい一いつの真実だった。

　そして今、〝彼女〟は千年ぶりに長い微睡みから抜ぬけ出しつつあった。
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　数日が何なに事ごともなく経けい過かした。

　シャインデルとサイベルはその間、街まち中なかを廻まわって自分たちの足で〝悪あく魔まの胎はら〟に関する情報を集めていた。




　その日の昼過ぎ……。

　アマラは部へ屋やのひとつを借りて締しめ切り、水すい晶しよう球きゆうに意識を集中していた。

　灯りはテーブルの上の蠟ろう燭そくのみ。

　当然部屋全体を照らせる光量はなく、薄うす暗ぐらい。

　その中で、碧みどりの瞳ひとみと透とう明めいな水晶球だけがほのかに輝かがやいている。

（〝一の神〟よ……）

　アマラは訴うつたえた。

（何が間ま違ちがっていたのでしょうか？　わたしはここミシュハバードにたどり着き、四人のうち、シャインデル、サイベル、フレオリックの三人を見いだしました……）

　そう水晶球に語りかけたアマラだったが、サイベルが求める四人のうちのひとりだと確かく信しんしたのは、実じつはミシュハバードに入ってからのことだった。

　先さきのアラアト・アル・ガバルの戦いにおいて、サイベルの魂たましいの指ゆび輪わは、リックの氷ひよう剣けんやセイルのマギの杖つえと共きよう振しんを起こしてその力を増ましたが、アマラはそれを見ていない。

　だが、ミシュハバードに入ってアマリエに遭そう遇ぐうしたあの夜……。

　最初の宿やど屋やから地下の隠かくれ家がに移動する途と中ちゆうで、アマラはサイベルがこうつぶやくのを聞いたのだ。




「……不ふ思し議ぎね」

　サイベルは闇やみの中を進みながら、眉まゆをひそめた。

「どうしたの？」

　アマラは彼女のすぐ後ろをセイルとともに進みながら、声をかける。

「あいつがいなくなって、この鬱うつ陶とうしい共振がようやく収まると思ったのに、全然止まらないのよ」

　サイベルは腕うでを回して七色に輝く指輪を見せた。

「共振……ですって？」

「大おお方かた、この俺の鉄てつ杖じようと共振しているんだろう。以前、あのフレオリックと肩を並べて戦ったことがあったが、あの時もこの鉄杖はこんな感じに震ふるえていた」

　シャインデルの声が一行の先頭から聞こえてきた。

（まさか！）

　アマラは一瞬、その場に立ち尽くす。

（じゃあ、このサイベルが……残りの二人のうちのひとり!?）

「……アマラ、急いで」

「えっ？……ええ、ごめんなさい」

　追つい突とつしそうになったセイルに手を握にぎられたアマラは、シャインデルたちに追いつこうと足を速めた。




　この時まで、アマラの頭から、四人のうちのひとりが女性かも知れないという考えはすっぽりと抜ぬけ落ちていた。

　それが、水晶球の幻げん視しにも影えい響きようを与えていた。

　今まで四人のうちのひとりは、稀まれに大きく羽を広げた白鳥の姿で現われる時以外、曖あい昧まいな影かげとしか見ることができなかったのだ。

　それが、サイベルが四人のうちのひとりである可か能のう性せいにたどり着ついた途と端たん、はっきりと女性の姿で水晶球に映うつるようになった。

　アマラはさらに、フロランドからアラアト・アル・ガバルの戦いの様よう子すを聞き出して、最終的にサイベルが求める人物のひとりであるとの結論を出したのである。

（……ですが、未だに最後のひとりとは出会えず、フレオリックは去りました。主しゆよ、あなたの御み心こころの成じよう就じゆに、私は失敗したのです）

　巫み女こはためらった末すえに告こく白はくを続けた。

（すべてをあなたに捧ささげたはずの身で、自分より年下の青年に心こころ惹ひかれ、義務を怠おこたったためでしょうか？　わたしは巫女たる資格を失ったのでしょうか？）

　十の時に家族を失って以来、〝一の神〟の巫女であること、その義務を果はたすことが彼女の総すべてだった。巫女の資格を失い、〝一の神〟とのつながりを絶たたれることは、死の宣せん告こくに等しかったのだ。

（……！）

〝一の神〟の返答は素す早ばやかった。

　神の意い志しは突とつ如じよとして、彼女の心を満たした。

　幾いくつもの精せい妙みような和わ音おんと躍やく動どうする韻いん律りつ、それらが織おり成なす魅み惑わくの旋せん律りつとして……。

　それは総てを受け入れ、是ぜとし、安やすらぎを与あたえる喜びの音楽だった。

　その絶対的な快かい感かんに身を委ゆだねながら、アマラは戸と惑まどっていた。

（わたしは間違っていない？　意志は成就しつつある？……どうして？）

　アマラがさらに〝一の神〟に問といを発しようとした時……。

「アマラさん？」

　扉とびらがノックされ、ニンの声がした。

　水晶球の輝きが消え、〝一の神〟の意志は急速にアマラの精神から離はなれていった。

「……はい？」

　全身にビッショリとかいていた汗あせに驚おどろきながら、アマラは返事をする。

「サイベルさんたちが戻もどってきました。話し合いたいことがあるそうですが……」

「すぐに行くわ」

　アマラは濡ぬれた服を脱ぬぎ去り、急いで別の衣い裳しように袖そでを通した。




「いくら調べても、出入口は正しよう面めんの門だけだ。ここを突とつ破ぱするとなると、かなりの犠ぎ牲せいを覚かく悟ごしなけりゃな」

　アマラが広ひろ間まに行くと、シャインデルが地図を書きながら唸うなっていた。

　大きな羊よう皮ひ紙しを広げたテーブルのまわりには、サイベルとフロランド、ニン、ムアンマル、ダル・ハーたちがいる。

『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の面々と、セイルの姿はない。

　カミロたちはどうやら街まちに出て、まだ戻ってきていないようだ。

「こうなると、キムリの傭よう兵へいの全ぜん滅めつは痛いたかったわね」

　サイベルが腕うでを組んだ。

「ここを守る人ひと手でだって不十分なのに」

「うむ」

　ムアンマルはうなずく。

「わしとしてはここがそう簡かん単たんに見つかるとは思えんが、屈くつ強きような連れん中ちゆうを何人か増ぞう強きようしよう」

「結けつ局きよく、あなたたちの総そう勢ぜいって、何人なの？」

「……約百名というところだ」

　ムアンマルが言い難にくそうに答えると、サイベルは呆あきれ果はてたと言わんばかりに両手を挙げた。

「そんな数で本気であの三神しん官かんと対たい抗こうするつもりだったの？　あなた、年を取って惚ぼけてるのでなかったら、エレネイ史上に名を残せる楽らつ観かん主義者ね」

「百人でも駄だ目めなんですか～」

　フロランドが女おんな主しゆ人じんを見上げる。

「ここの見み張はりについてるような連中だったら、私ひとりでも三百人は相手にできるわね」

「……また、そういうことを」

　フロランドは大きくため息をついた。

「いいかい」

　シャインデルが地図を少女に見せて説明した。

「この黒い門までは、長く、細く、その上蛇だ行こうした一本道だ。百人全員が馬で突つっ込んでも、先頭の者から矢で射い抜ぬかれる。誰だれかが門にたどり着くまでに、九割方がたは死ぬな」

「無む駄だな犠牲者をだすのは……」

　と、ニンが顔を曇くもらせる。

「だから、さっきから言っている通り、少しよう数すう精せい鋭えい、隠おん密みつ行こう動どうでやるしかないの！」

　サイベルが断だんじた。

「私と、セイル、あとはあなたと……」

「なるべくなら、一座の者たちを巻き込みたくはない」

　と、シャインデル。

「分かってるわよ。じゃあ、あとはアマラと私の下げ僕ぼくのダル・ハーね」

「……何で俺まで」

　ダル・ハーの弱々しい抗こう議ぎを無視したサイベルは、フレオリックのことを考えて眉まゆをひそめる。

「……あの裏うら切ぎり者ものが三神官側がわについたとすると、結けつ構こうこれでも厳きびしいけれど」

「勝てませんよね～」

　ゴツンッ！

　サイベルのこぶしが侍女の頭ず上じように落下した。

「……痛いたいです～」

「そういうことは、思ってても口にするんじゃないの！」

「……それをあなたが言う？」

　今まで黙だまって話を聞いていたアマラがこめかみを押おさえた。

「でも、フレオリックが敵に回ったとすれば、なりふり構かまってはいられないわね。シャインデル、あなたは気に入らないかもしれないけれど、カミロとギル、それとヒュオンの力は借かりるわよ。カミロはああ見えてももう立派な大人。ヒュオンはフレオリックやあなたほどじゃないけど、かなり使えるわ」

「ヒュオンが？」

　サイベルが鼻はなで笑う。

「心配ですか～？」

　ゴンッ！
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　もうひとつ、こぶしがフロランドの頭に落ちた。

「……もう」

　この日、初めてアマラは微ほほ笑えみを見せる。

「……ところで、セイルは？　ここにいないの？」

「さっきまでいたがね。今はキムリの手当てだ」

「じゃあ、行ってみるわ」

　アマラが言うと、ニンも椅い子すから立ち上がった。

「わ、私も！」

　少女はいそいそとした足あし取どりでアマラのあとについて行く。

「……どうしたんだ、ありゃあ？」

「さあ？」

　残ったシャインデルとサイベルは顔を見合わせ、首を傾かしげた。
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　同じ頃ころ……。

　数日前にあの大だい殺さつ戮りくがあった平へい原げんで、『ティーズの驚異の一座』は天幕テントを張はっていた。

　街に入ったカミロやビゲリスたち以外の面々は、ここでジリジリしながら彼らからの連れん絡らくを待っていた。

　そして、その一座の人々の中に、ピュティアの姿もあった。

「…………」

　ピュティアは膝を抱だいて日ひ陰かげに座すわり、魂たましいの抜ぬけたような顔をして、ビゲリスの子供たちがロケやウェナと遊んでいるのを眺ながめていた。

「辛しん気き臭くさいねえ」

　乾かわいた洗せん濯たく物ものを取り込んでいたビゲリスの妻つまが、そんな少女を見て頭を振る。

「あんたには似合わないよ、そうやって鬱ふさいでるの」

「…………」

　ピュティアはやつれた顔を膝ひざに埋うめた。

「リック……」

　一座に連つれてこられてから、ピュティアは水以外は何も口にしてはいなかった。

　胃いが何も受け付けようとはしないのだ。

　促うながされて無む理り矢や理り口に運んでも、もどしてしまう。

　セイルの調合した薬で辛かろうじて体力を保っている状態だ。

「……まあ、無理もないか」

　ビゲリスの妻はため息をついた。

　一番信しん頼らいしていた人に裏切られたと感じた時、ビゲリスの妻の友人であり、カミロの姉だったカルミナという少女は、自分の顔を焼やいて心を壊え死しさせた。

　今でもカルミナは黒いヴェールで顔を覆おおい、ひとりでは満足に食事も取れない状態で、ただ生き続けている。

　それと比ひ較かくすれば、まだピュティアはマシだと言えるだろう。

「でも、世の中不公平だよねえ、ああいう能のう天てん気きな連れん中ちゆうだっているってのに、こんな可か愛わいらしい子が小さな胸を痛いためてるんだから……」

　ビゲリスの妻は、チラリと右手の馬車の方に目を遣やった。

　その前では、派は手でな紺こん色いろの外がい套とうをまとったやたら血けつ色しよくのいい中年と、肩に猿さるを乗せた老人がやり合っていた。

「だから、この石榴ざくろはこのイシードロが見つけたんです！」

　中年男は、瑞みず々みずしい石榴の実を手に言い放はなった。

「何を戯たわけたことを！　これは昨日きのうの夕飯の残りをわしが取っておいたものじゃ！」

　老人は背せ伸のびしてそれを奪うばおうとする。

　どうやら昨さく晩ばんの食事の残りの果物くだものを、取り合っているらしい。

「それは惚ぼけたご老体のいつもの作り事。老い先さき短いんですから、少し自じ重ちようすることです。そうすればあなたの葬そう式しきで、立りつ派ぱな演えん説ぜつをして上げますから」

　イシードロは石榴を握にぎった手を、老人に取られないよう高く掲かかげた。

「ふん！　淋さびしい老人から楽しみを奪うような三流劇げき作さつ家かの演説など、こっちから願い下げじゃ！　わしの石榴から手を離せ！」

「私の明めい晰せきな頭ず脳のうは、今この甘あまい果物を切せつ実じつに必要としているんです。これは言わば創そう作さくの糧かてなのですから、貧びん乏ぼう一いち座ざに責任を持つ座ざ長ちようのティーズ殿どのとしては、この天才イシードロに譲ゆずるべきでしょう」

「ええい、黙だまれ、この無む駄だ飯めし食ぐいが！　仕し方かたがない、非ひ常じよう手しゆ段だんじゃ！　ガス隊たい長ちよう、行け！」

　ティーズ老人は肩に乗っていた猿に命じた。

「キキッ！」

　小さな猿のガス隊長は、イシードロの手を駆かけ登ると、石榴を奪ってそのまま天幕の柱に飛び移り、二人の手の達とどかない位置までよじ登る。

　そして、

「こ、この下か等とう動物がよくもこの天才の楽しみを！」

「恩おん知しらずめが、返せ、返さんか！」

　下で叫さけぶ二人を尻しり目めに、ガス隊長は悠ゆう々ゆうと天幕の柱のてっぺんで石榴を美う味まそうに嚙かじった。

「……まったく、あの馬鹿ども、救いようがないね」

　ビゲリスの妻は髪かみを搔かき上げ、空を見上げた。

　その時……。

　一羽の白鳥が碧あおい空を背はい景けいに浮うかび上がるのを、彼女の目は捉とらえた。

「お前たち、みんなを呼んでおいで！」

　ビゲリスの妻は遊んでいた子供たちに声をかけた。

「アリシアが戻もどってきたよ！」

　子供たちが散ると、天幕の上を大きく一回旋せん回かいした白鳥は、馬車の陰かげに下りた。

　ビゲリスの妻は、白い服をつかんでそちらに駆かけ寄る。

　少ししてその服をまとったアリシアが、ビゲリスの妻とともに馬車の後ろからピュティアたちの前に出てくる。

「それで、どうなの？　みんな無ぶ事じかい？」

　ビゲリスの妻は一座の者たちが集まってくるのを待って、アリシアに尋たずねた。

「ええ、もちろんよ」

　アリシアは答える。

「まだ、大きな動きは何もないわ。いったん、ディーナや双ふた子ごはこっちに帰すつもり。女の子たちが戦うことに、セイルやシャインデルがいい顔しないのよ」

「おやおや、あの二人の言うことにゃ、あんたも耳を傾かたむけるんだね」

　ビゲリスの妻が笑うと、アリシアは頰ほおを膨ふくらませた。

「冷やかさないで。いったん、て言ったでしょ？　いざとなったら絶対にあの子たちの力だって必要になるんだから」

「あ～、俺も戦いたいよ」

　そう聞こえよがしに漏もらしたのは、赤あか毛げにそばかす顔のイスマル少年。今回はディーナたちとのくじ引きの結果、子供たちのお守りと留る守す番ばん役やくを仰おおせ付かったのだ。

「文もん句くを言うな。それはわしらとて同じじゃ」

　ティーズ老がその頭を小こ突づいた。

「あの……」

　隅すみにいたピュティアが怖おず怖おずと声をかけた。

「リックのこと……何か聞かなかった？」

「ああ、ピュティア」

　アリシアは少女のそばにゆき、そっと肩かたを抱だいた。

「ごめん。何も分からなかったわ。〝悪あく魔まの胎はら〟から出ていないみたい」

　アリシアは直接リックと面めん識しきはない。だが、ピュティアの口から何度も彼のことは聞かされていたし、アマラからも聞いたことがあった。

　だから今回のリックの行動は、アリシアにとっても意外だったのだ。

「……そう」

　ピュティアはつぶやくように言う。

「でも大だい丈じよう夫ぶよ、きっと何か考えがあってのことに決まっているわ」

　アリシアの慰なぐさめの言葉に、ピュティアは小さく頭を振った。

「……違ちがうよ。あいつは変わっちゃった。もう……もとには戻もどらないんだよ」
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　セイルがキムリの治ち療りようを続けている光景を、ひとりの女がじっと眺ながめていた。

　アマリエである。

　アマリエは外に出たり、外部と連れん絡らくを取ることは許ゆるされないものの、決して逃にげないとの誓ちかいを立てて、この地ち下か屋や敷しきを自由に歩くことを許されていた。

　シャインデルの口くち添ぞえだ。

「……どうしたんですか？」

　セイルは自分を不ふ思し議ぎそうな顔で見つめるアマリエを振り返って笑う。

「似てるわ……」

　彼女はつぶやいた。

「容よう姿しだけじゃないの。その黒い杖つえ、物もの腰ごし、口く調ちよう……。あなた、どこをとっても、ハインにそっくり」

「アマラにも言われましたよ」

　セイルはうなずいた。

「でも、正直な話、ピンときませんね。祖そ師しハインのことは歴史で習ったことはありますけど、ずっと昔の人だと思っていましたから。一体、今いくつなんです？」

「あなたと同じぐらいに見えるわね。……でも、実際のところ、三百は越こえているんじゃないかしら？」

　セイルは口くち笛ぶえを吹ふいた。

「世の女性が秘ひ訣けつを知りたがるでしょうね」

「冗じよう談だんじゃないのよ。……あなたたち二人の間には何かがあるわ」

　アマリエはそれだけ言うと、また静かにキムリの手当てを見み守まもった。

　そこに、アマラとニンが入ってくる。

「どう、彼女の様子は？」

「薬は効きいているようです、意識はまだ戻りませんが。……ニン、髪かみ型がたを変えましたね、似に合あっていますよ」

「ええ」

　ニンは嬉うれしそうに笑った。

「今け朝さ、アマリエさんにやってもらったんです」

　長い髪かみを編あみ上げたのだ。少し、大人おとなの雰ふん囲い気きである。

「良かったわね、気に入ってもらえて。シャインデルなんか全然、気がついていなかったけど」

　アマリエはセイルがニコニコしているのを見て、慌あわてて付け加える。

「……暇ひまだったからやっただけよ、わたしはあなたたちの仲間じゃないんだから」

「仲間だろうと、そうでなかろうと、殺し合わなくて済すむのはいいことです」

「あなたはよっぽど幸福な人生を送ってきたのね」

　アマリエは顔を歪ゆがめてセイルを嘲ちよう笑しようする。

「自分の身を守るために殺す。憎にくいから殺す。退たい屈くつしのぎに殺す。愛しているから、こんな世の中に生かしておくのは忍しのびないから殺す……。わたしはそれが当然の環かん境きようで生きてきた。そんな経けい験けんをしたことのない甘あまちゃんに、お説せつ教きようされたくはないわ」

「……あなたにセイルのことを、そんな風には言わせない」

　アマラが静かに割って入った。

「この子がどんなに……」

「アマラ」

　セイルが制せいし、アマリエにうなずく。

「……あなたの言う通りですよ、僕ぼくは甘い人間です。でも、そうじゃない自分より、今の自分の方がきっと好きだと思いますよ。……あなたは自分が好きですか？」

「わたしは……」

　アマリエは言葉に詰つまった。

　その時。

「……う、ううん」

　寝しん台だいの上でキムリが身じろぎした。

「キムリ！」

　アマラが声をかける。

「無む理りに起こしちゃ駄だ目めですよ」

　セイルはそう言って、そっとキムリの口に薬やく湯とうを運ぶ。

　すると……。

「あっ！　ほらっ！」

　ニンが小さな歓かん声せいを上げた。

　キムリの目がうっすらと開いたのだ。

「……あたい、くたばったんじゃないの？」

　キムリの第一声がこれだった。

「死ぬには若すぎるわよ」

　アマラが額ひたいを撫なでる。

「口の中……苦にがいよ」

　薬草の味に、キムリは顔をしかめた。

「……あんた、確かセイルだったっけ？　ハインに似てるね」

「やれやれ、ですね」

　キムリにまで言われ、セイルは苦く笑しようする。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。しばらく安あん静せいが必要ですが」

「……うちの傭よう兵へい、みんなやられたんだろ？」

　アマラが黙だまってうなずく。

「畜ちく生しよう……」

　少女は唇くちびるを嚙かんだ。

「キムリさん」

　ニンが声をかける。

「私がニン。反はん乱らん派はの指導者です」

「そう……。シャインデルが連れん絡らく取ってくれたんだね？」

「ええ、あなたには感かん謝しやしています。よく頑がん張ばってくれました」

「でも、これじゃあ……ね」

　ニンは頭を振り、キムリの手を取った。

「あなたは私たち全員に勇気をくれたんです。戦い抜ぬく勇気を」

「…………」

　キムリの目から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれた。

　その様子を見ていたアマリエは黙って立ち上がり、後あと退ずさった。

　自分はこの場にいられない、と思ったのだろう。

　しかし……。

「アマリエ」

　セイルが彼女の名を呼んだ。

　ビクリと身体を硬こう直ちよくさせるアマリエ。

「ほら、こっちへ」

　アマリエは出て行くのを諦あきらめ、半なかば開き直ってキムリの前に顔をさらした。

　少女は大きく目を開いて彼女を見上げる。

「キムリさん、この人がここ数日、あなたの看かん護ごを手伝ってくれたんです」

「そう……」

　一いつ瞬しゆん、複雑な感情がキムリの瞳ひとみに交こう錯さくしたが、彼女は目を逸そらしながらアマリエに小さな声で言った。

「……ありがとう」

　このくらいの歳としの普ふ通つうの娘むすめならば、ここでアマリエに感謝の言葉を述べることなどとてもできなかっただろう。だが、キムリはエレネイの影の勢力を束たばねる〝日陰〟のタイタスの娘だった。そしてこの瞬しゆん間かん、この言葉によって、彼女は父に劣おとらぬ器うつわの人間であることを、元もと締じめの後こう継けい者しやたる資格があることを、自みずから証しよう明めいしたのである。

「……！」

　アマリエは信じられないといった顔になる。

「……どうして!?」

　やっとのことで彼女は声を絞しぼりだした。

「あなたの目の前で傭兵を殺したのはわたしよ！　今だって、あなたたちを殺すためにここにいるのかも知れないのに!?」

「それはないでしょう」

　と、セイル。

「確たしかにニンさんから聞いた話では、あなたの手は多くの血で染そまっています。でも、この数日、僕のそばでキムリさんを見て、彼女のことを知ってしまった。あなたがこれまで何のためらいもなく多くの命を奪うばえたのは、自分の殺あやめてきた命が、喜び、怒いかり、驚おどろき、悲しみ、楽しそうに笑う、自分と何の変わりもない存在だと知らなかったからです。でも、今のあなたはそれを知っている。……キムリが目を覚さました時、あなたが一瞬見せた安あん堵どの顔を、僕はとてもきれいだと思いましたよ」

「アマリエさんのこと、私も好きです」

　ニンも笑えみを浮うかべる。

「……あなたたちは馬鹿よ」

　アマリエはそれだけ言うのがやっとだった。

「さあ、キムリはもう少し休んで……」

　そうセイルが言って少女の肩かたまで毛もう布ふを引き上げた時……。

　ズーンッ！

「うわーっ！」

　地じ響ひびきの音と見み張はりの若者たちの悲ひ鳴めいが、セイルたちの耳に飛び込んできた。

　階かい段だんのある方向からである。

「ニンさん、アマリエ、ここを動かないで！」

　セイルは部屋を飛びだした。

　当然、アマラもそれに続く。

「……！」

　回かい廊ろうの突つき当たりで、二人は驚くべき光こう景けいに出くわした。

　あたりの壁かべは粉こな々ごなに砕くだかれ、一部、天てん井じようが破れて空がのぞいている。ということは、上の建物も目め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいされているということだ。

　さらに、折れた柱や壁材の瓦が礫れきの下には、ここの守りを固めていた若者たちが横たわっていた。

　みな、頭を一いち撃げきのもとに砕かれて、こと切れている。これがすべて素す手でによるものであることを見て取って、セイルは戦せん慄りつした。

　あたりの空気はその際さいに飛び散った血ち飛沫しぶきで、まるで赤い霧きりがかかったようになっていた。そして、その霧の向こうには、巨きよ大だいな男の影かげが立っている。

　霧が晴れるにつれて、兜かぶと代がわりの土鬼の頭ず蓋がい骨こつと、上半身に巻きつけた太い鎖くさりが次し第だいにはっきりと見えてきた。

「誰だれだ、あいつは？」

　シャインデルやサイベルたちも駆かけつけてきた。

「よお、アマラ」

　天井に頭がつきそうな巨人は背を屈かがめて笑いかけた。

「残りの連中とは初めてお目にかかるようだな……。我わが名はダイモニオン、三神しん官かんのひとり。こちらで厄やつ介かいになっている裏うら巫み女こアマリエを迎むかえに参さん上じようした」

　彼は一同を見み渡わたし、セイルに目を遣やると、ほう、と口を丸くした。

「……お前だな、あの太った魔ま道どう士しが言っていた賞金首の魔道士は？」

「太った？　ああ、ゲールラッハですか？」

　そう言いながら、セイルは位置を変えつつ〝呪じゆ波は〟を練る。

「どうしてここが分かりました？」

「俺たち三神官や巫女は、思し念ねんをたどれるんだよ。長なが年ねんの仲間の居い所どころくらいすぐに分かるさ。本人が自力で帰ってくるのを待つつもりだったが、刻ときが迫せまっていてね」

　ダイモニオンはセイルの周囲の空間が〝呪波〟で歪ゆがむのを見ながら、平へい然ぜんと答える。

「おい、セイル」

　シャインデルが鉄てつ杖じようを手に一歩前に出た。

「ここは俺に」

「冗じよう談だんじゃないわ！」

　サイベルが彼を押おし退のけて慈じ悲ひの剣を抜ぬく。

「たまにはこっちに相手を回しなさいよ。それが礼れい儀ぎってものでしょう？」

「……どんな礼儀だ？」

「俺は誰でもいいぞ」

　ダイモニオンは言い放はなった。

「どのみち、最後には三人とも死ぬことになるんだからな」

「……ダイモニオン」

　アマラが静かに尋たずねた。

「これがあなたの本当の姿すがただったの？　タレントゥムでわたしが見た、あの慈愛に満ちた優しい巨人は幻まぼろしだったの？」

「…………」

　ダイモニオンは一いつ瞬しゆん、辛そうな表情を見せる。

「これは俺が自ら選んだ道だ。アマラ、お前であっても前に立ちふさがるのなら、殺す」

　ここまでこぶしだけで相手を倒たおしてきた彼は、ようやく腰こしの剣を抜いた。

　その手に握にぎられているのは、厚みが斧おのほどもある武ぶ骨こつな片かた刃ばを持つ剣。柄つかも長く、一種、長なが巻まきのような感もある。

「早く決めろ、そっちの金きん髪ぱつか、魔道士の小こ僧ぞうか、それともそっちの赤あか毛げ女おんなか？」

　ダイモニオンは左手を頭ず上じようで真ま横よこに構かまえ、その上に得え物ものを直ちよく交こうするように乗せた。

　その時……。

「……待て」

　静かな声が、ダイモニオンの闘とう志しに水を差した。

「そのシャインデルの相手は私がする」

　巨人の影から黒こく衣いの戦士が現われた。

「フレオリック……」

　アマラは白はく昼ちゆうの悪あく夢むを見たような気がした。

　リックが三神宮についたことは、ピュティアからも聞いた。

　だが、こうして直接目にするまでは、まだ半はん信しん半はん疑ぎなところがあったのだ。

「……ピュティアがここにいなくて良かったわ」

　アマラはそれだけ言うのがやっとだった。

　そんな彼女の腕うでをそっと取って後ろに下がらせたシャインデルは、炎ほのおの鉄杖を剣士の方に向ける。

「待っていたぜ」

　鉄てつ杖じようはリックの氷の剣と共きよう振しんし、ブーンという唸うなりを上げた。

　サイベルの魂たましいの指ゆび輪わと、セイルのマギの杖つえも同様である。

「面おも白しろいですね」

　セイルは手の中の黒い杖を見てつぶやく。

「……まさか！」

　アマラは愕がく然ぜんとなった。

（最後のひとりは……セイル、セイルだというのっ!?）

　黒衣の剣士フレオリック。

　炎えん狼ろうの戦士シャインデル。

　紅くれないの貴き婦ふ人じんサイベル。

〝一の神〟が巫女アマラに探すように命じた四人のうちの三人まではすでに見いだされていた。

　だが、最も身み近ぢかなこの若者が最後のひとりである可能性に、アマラは今、初めて気がついた。

「……無む理りをすることはないぞ」

　ダイモニオンは氷ひよう刃じんを抜き放ったリックを気き遣づかった。

　目の前にいる男女が、リックの知り合いであることを悟ったのだ。

「これは仕事だ。金はもらう」

　リックはグリードが放はなつ冷れい気きを身にまといながら答えた。

「お前のなすべきことは、アマリエを取り戻もどすことだろう。急げ」

「……すまんな」

　ダイモニオンは真横の壁かベをこぶしで打ち破って道を作り、アマリエの思念を追った。

「セイル、サイベル！」

　シャインデルが振り返らずに怒ど鳴なる。

「分かっているわよ！」

　サイベルは巨人を追おった。

（アマリエのいる部屋にはニンやキムリが……！）

　セイルはアマラとともに、ダイモニオンの先さき回まわりをすべく回かい廊ろうを引き返した。




「さあ、邪じや魔まはいなくなった。再会を祝しゆくすか？」

　シャインデルはやや遠めの間ま合あいから、炎の鉄杖の先をリックの喉のど元もとにつけた。

「圧あつ制せい者しやの側につくとは、黒衣の剣士も噂うわさほどの男ではないな？」

「好きに言え」

　リックはグリードを正せい眼がんに構え、そこからごくわずかずつ、剣けん先さきを下げてゆく。

「私はお前と違ちがい、義や理というエセ武ぶ人じんの見み栄えには辟へき易えきしているだけだ。どのような理り屈くつを並べようと、所しよ詮せん、我らは戦いの中でしか生きられぬいくさ人びと。命を燃もやして戦える場さえあればいい」

「確かにな」

　シャインデルは破は顔がんした。

「だが、俺は負け戦いくさでないと燃えない男でね。お前さんのように、どう見ても有利な側に立つことができんのさ」

「それを見栄という」

「お前さんが見栄と呼ぶものは、俺にとっては贖しよく罪ざいなんだよ。見み苦ぐるしいかも知れんが、俺は死に場所だけではなく、死ぬ目的も選ぶ」

「やはり、我らは相あい容いれぬな。……では、いくぞ！」

「こい！」

　炎ほのおの鉄杖と氷の剣は、光の渦うずを巻き起こしてぶつかり合った。




「お願い、杖を使うのは……」

　アマリエたちのいる部屋に帰り着く寸前で、アマラはセイルの腕うでをつかんで言った。

「避さけられる限り、避けますよ」

　セイルは安心させるようにその手を握にぎり返す。

　部屋の戸を開くと、待ち構えていたようにニンが問といを発した。

「敵てき襲しゆうですか？」

　平静を装よそおってはいるが、緊きん張ちように語ご尾びが震ふるえる。

「シャインデル殿どのは？」

　と、尋たずねたのは、古い鎧よろいと手て槍やりで武ぶ装そうして駆かけつけたムアンマルである。

「交戦中。……フレオリックとね」

　答えたのはアマラだ。

「ダイモニオンがこっちに向かっているわ」

「わたしの思念をたどったのよ」

　アマリエが沈しずんだ声で言った。

「その可能性を常つねに頭に入れておくべきだったわ。……あなたたちはここに」

　アマリエは立ち上がった。

「どこへ？」

　と、セイル。

「決まっているでしょう。ダイはわたしを追ってきたのよ。わたしが帰れば引き上げるわ。幸い、ダイはわたしがニンと一いつ緒しよだったことを知らない。でも、ニンが見つかれば絶ぜつ対たい、奪おうとする」

「……手て遅おくれです」

　セイルは頭を振った。

　次の瞬しゆん間かん。

　バーンッ！

　扉とびらが砕け散った。

「まったく世せ話わを焼やかせるな、アマリエ」

　巨人がセイルたちの前に再び姿を見せた。

「……そこにいるのはニン姫ひめか？　なるほど、お前がここにとどまっていた理由が分かったぞ」

　彼はニンがアマリエを庇かばうように立つのを見て、目を細ほそめた。

　その時。

「あなたの相手はこっちよ！」

　背はい後ごから、サイベルが陶とう製せいの短たん剣けんを投げつけた。

　その中ちゆう空くうになった刃やいばは、強きよう酸さんで満たしてある。刺ささってから砕くだければ、骨までボロボロにする代しろ物ものだ。

　だが、ダイモニオンは後ろ手で無む造ぞう作さにこれを打ち払はらった。

　柄つかの部分をはたかれ、短剣は真っすぐにサイベルめがけて戻ってくる。

「……！」

　辛かろうじてこれを避よけるサイベル。

「私の美しい身体からだを傷きず物ものにする気！」

　彼女が怒ど鳴なり返す間に、セイルは〝呪波〟を急いで練ねった。

　仲間が密みつ集しゆうしているところで、あまり破は壊かい的てきな攻こう撃げき魔ま法ほうを使えないのが弱みである。

「……自みずからを縛しばりつける力から逃のがれて……流れる水のように」

　セイルはダイモニオンの立つ床に向けて〝呪波〟を放った。

　突とつ然ぜん、床ゆかが溶とけてまるで流りゆう砂さのようにダイモニオンの足を捕とらえ、吞のみ込んでゆく。

「やるね、魔道士」

　そう言いながらも、ダイモニオンは手をひょいと伸のばして天てん井じようにこぶしで穴を開あけ、そこに手を掛かけて身体を引き上げた。

「だが、状じよう況きよう判はん断だんが甘あまい。これではハインの足あし元もとにも及およばん」

「そうかしら？」

　アマラがグラディウスを抜ぬきざま、ダイモニオンの手首に投げつけた。

「おっと！」

　ダイモニオンは手を放し、再度溶ける床に沈しずみ込む。

「これでおしまいよ！」

　サイベルが身体を捻ひねりながら踏ふみ込み、慈じ悲ひの剣で必ひつ殺さつの突つきを巨人の後頭部に見み舞まう。

　だが、ダイモニオンはまるで背せ中なかに目がついているかのように、首を傾かたむけてこれを避よけ、逆にサイベルの細い胴どうを片手でつかんで持ち上げた。

　距きよ離りが近すぎたため、魂たましいの指ゆび輪わの防ぼう御ぎよ効こう果かが発生しなかったのだ。

「いい女だが、背中から仕し掛かけるのはいけないな」

「こんな美女に背中を向ける方が悪いのよ！」

　サイベルは手足をばたつかせて逃れようとする。

「まず、ひとり」

　ダイモニオンはサイベルの喉のどを握にぎり、締しめつけた。

　骨が軋きしみ、顔が真まっ赤かを通り越こして紫むらさきになる。

「まずいっ！」

　セイルはマギの杖つえに〝呪じゆ波は〟を集中した。

「駄だ目め！」

　アマラはセイルの腕うでをつかんだ。

「マギの杖の力を使っては駄目！」

　だが、漆しつ黒こくの杖はセイルの生命を吸すい取りつつ、〝呪波〟を爆ばく発はつ的てきに増ぞう幅ふくした。

「……光を集め……投げ矢となして……放はなつ！」

　マギの杖にちりばめられていた星々が先せん端たんに集まり、光の矢となって飛び出した。

　光の矢は空気を焦こがしながら一直線に飛んでダイモニオンの肩かたを射い抜ぬき、さらに天井を突つき破やぶって地上に出、空に達した。

　セイルを止めようとしたアマラも、杖が発する反発力に身体を飛ばされる。

　巻き起こった旋つむじ風かぜに、アマリエもニンも目を閉とじた。

「何だとっ！」

　さすがのダイモニオンもサイベルを手から離はなす。

　意識を半なかば失いかけていたサイベルは、ドスンと床に落ちた。

「……なるほど、甘く見るべきではなかった」

　ダイモニオンは肩に開いた大きな穴に指を突っ込むと、怒いかりの形ぎよう相そうを魔道士に向ける。

「もう遅おそいですよ！」

　セイルは三神官の巨人にとどめを刺さすべく、素早く次の〝呪波〟を練った。

　先さきほどの攻撃魔法は普ふ通つうの人間の半身を吹き飛ばしてもおかしくない威い力りよくのものだったが、ダイモニオンはその光の矢をまともに食らいながらも平然と立っている。

　セイルは戦いが長引けば長引くほど不利になることを、ひしひしと感じ取っていたのだ。

（けれど……今ならまだ倒たおせる！）

　彼はマギの杖を通して、〝呪波〟を空間の許きよ容よう量りようギリギリまで増幅した。

　だが……。

「……波動が……自らを焼き尽つく……グッ!!」

〝呪波〟の発動の直前でセイルは口を手で覆おおった。

　熱あついものが、激げき痛つうとともに胸から噴ふき出してくるのを彼は感じた。

　指の隙すき間まから夥おびただしい量の血が漏もれる。

「……こんな時に」

　彼はガクリと膝ひざをついた。

　マギの杖の多用による生命力の消しよう費ひ。

　その影えい響きようが最悪の時に吐と血けつとなって現われたのだ。

「実じつに惜おしかったな」

　ダイモニオンは指の血を拭ぬぐって、剣を握り直す。

「さらばだ、魔ま道どう士し！」

　分ぶ厚あつい刃がセイルの頭ず上じように振ふり下ろされた。

「やめて！」

　アマラの悲ひ痛つうな叫さけびが響ひびき渡わたった。




　ビュウッ！

　こめかみをかすめる氷の刃やいばから放はなたれた冷れい気きが、シャインデルの髪かみに霜しもをつけた。

　だが、炎ほのおの鉄てつ杖じようの熱気がすぐにこれを解とかす。

　リックがすぐさま逆ぎやく袈げ裟さに攻こう勢せいをかけると、シャインデルは半歩足を引いてこれを見み切きり、そのまま半回転して横よこ薙なぎに胴どうを狙ねらった。

「ちっ！」

　リックは大きく跳ちよう躍やくしこれを避よける。

　シャインデルは間ま合あいを広げることを許ゆるさず、着地の瞬しゆん間かんを狙ってすぐに距きよ離りを詰つめた。

　しかし、不用意に飛んだように見えたのは、リックの誘さそいだった。

　接近してくるシャインデルに向けて、リックは空中に身体があるうちに二段斬ぎりをかける。大だい上じよう段だんからグリードを高速で振り下ろし、途と中ちゆうで刃やいばを返して水すい平へいに払はらう。
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　並みの戦士なら完全に真まっ二ぷたつだ。

　だが、速さでは負けないシャインデルはこれを鉄杖で確実に受け止める。

　鋭するどい金属音が、鼓こ膜まくに突つき刺ささるように響ひびく。

　それでも、リックの鋭い剣先の動きが生み出したカマイタチが、シャインデルの左ひだり頰ほおをザックリと裂さいた。

　逆にシャインデルはリックのその剣けん勢せいを利用する。鉄杖の一方の端はしでその力を受け止めた彼は、梃て子この原理を使って反対側の先せん端たんをリックの脇わき腹ばらに打ち込んだのだ。

　バキッ！

　肋ろつ骨こつの折れる音がした。

　リックとシャインデルは同時に床ゆかに倒たおれ、転ころがって距離を取り、立ち上がる。

（……殺す）

　二人の心に同時に激しい殺さつ意いが燃もえ上がった。

「お前とはこうした形でしか語り合えないようだな」

　リックは血の混じった唾つばを吐はくと、背せ負おいの構かまえを、つまり半身になってその身体の陰かげに刀とう身しんが隠かくれるような構えを取る。無む論ろん、相手がこちらの次の動きを読み取れないようにである。

「いつか、こういう日が来ると思っていたぜ」

　シャインデルは巻き上げからの突つきを狙ねらって、鉄杖を頭上高く、利きき腕うで側の先端をやや低めにして構える。

「……いくぜ、次で決めてやる」

　鉄杖が深しん紅くの炎をまとった。

「……氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられし銀の刃よ」

　グリードが白い冷気であたりを包み込む。

「奔はしれ、炎えん狼ろう!!」

「奥おう義ぎ、飛ひ燕えんっ！」

　二人は同時に叫ぶと、お互たがいに向かって突とつ進しんした。







　なかがき（インターミッション）







　とまあ、いいところで下巻に続く、です。

（何せ厚あつくなっちゃったんだよね。でも、下巻には短たん篇ぺん一本サービスで付けるからそれで許して）

　で、上巻と下巻の間で話が終わってないので「あとがき」とは言えないでしょ？

　だから、「なかがき」（ｂｙ　Ｍさん）

　サッカーで言えば、ハーフ・タイム。（またサッカーかい!?）

　映画で言えば、インターミッション。




　インターミッションって好きだなあ。

　昔の大作映画だと、結けつ構こうあったんだよね、インターミッション、つまり「休きゆう憩けい」が入るの。

『天てん井じよう桟さ敷じきの人々』（作者が戦前の映画でもっとも好きな作品のひとつ）とか『ベン・ハー』とか、『西部開かい拓たく史し』とか、『エル・シド』とか……。

　前半が終わって、休きゆう憩けいって文字が出て、いったん明るくなった映画館が、コーラを飲んで、サンドウィッチを頰ほお張ばって、パンフをめくっているうちにまた暗くなって、後半がスタート。

　ああいうワクワク感って、ビデオでは味わえないもののひとつなんだけど。

（そういえば、ベン・ハーやエル・シドで主人公を演じたチャールトン・ヘストンって、大作映画ばっかり出てるよね……。昔は嫌きらいじゃなかったけど、今では悪名高き全米ライフル協会の広こう告こく塔とう。子供が何人撃うたれて死のうが、平気な顔をして、「銃じゆうを規き制せいするな」とか、「銃はアメリカの文化だ」ってまくしたてている。同じ単たん純じゆんお馬ば鹿かなタカ派でも、ジョン・ウエインと違って愛あい敬きようがないよね、このご老ろう体たい）




　それはそれとして……。




　西せい暦れき二千年を迎え、次が本当のラストか……。

　結けつ構こう、緊きん張ちよう。

　もう何年もこのシリーズを続けてきたから、ホッとするような淋さびしいような。

『氷ひよう刃じんのフレオリック』が二年半前だから、当時一年生だった中高生は、もうすぐ卒そつ業ぎよう。

　今いま頃ごろは、将来のことで悩なやんだり、受験で疲れ果ててたり、あの子（またはあの人）に告白しようかどうかズ～ッと考えて眠れなかったりしているんだろうなあ……。

　ちなみに、作者の中高生時代のこの時期はというと……。

　……ううっ！

　思い出すだけで寒さむ気けがする！

　考えてみれば男子校だったんだ。

　な～んにもいい思い出なんかありゃしない。

　他た校こうの子とは、まあ、何にもないことはなかったけど、学校の中はかなりサムかったなあ。

　下げ駄た箱ばこのラブレターもなし。

　運動部の女子マネもいない。

　女子更こう衣い室しつを覗のぞくなんてことも不ふ可か能のう。

　卒そつ業ぎよう式しきに、先せん輩ぱい、第二ボタンください、なんてことも夢のまた夢。（男子校でいたら恐こわい。それにうちの制せい服ふく、ボタンじゃなくてフックだった）

　ましてや、幼おさな馴な染じみの可か愛わいい女の子と登下校一いつ緒しよ、なんて別世界の出で来き事ごとだった。

　……何だか思い出しているうちに腹が立ってきたぞ。

　よし！　この怒いかり、最終巻にぶつけて一気に書き上げよう！




　という訳で、次回、正しよう真しん正しよう銘めいのラスト！

　今までの主な登場人物は総そう登とう場じよう！

　忘れている人は今のうちに全巻再さい読どくだ！

　あと一か月、みんな頑がん張ばって待ってくれ！

　作者も頑張る！（……たぶん）
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